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島根県教育委員会は、島根県土本部の委託を受け、昭和52年度朝酌川の河川改修工事に

伴い、松江市西川津町所在のタテチョウ遺跡の発掘調査を実施し、翌昭和53年に出土遺物

等の整理、検討を行ないました。

この報告書は、そのニケ年にわたる調査結果をとりまとめたものであります。本遺跡で

県下では稀にみる大規模な低湿地性遺跡で、各種厖大な量の 出土遺物をみ、かつそれら

は、各時代のものが混在した状況で集積するという、これまで私共の経験したことのない

遺跡であり、調査は大変難渋をきわめました。それらを限られた期間内に整理し、印用じに

付さなければならないということで、内容に不備な点が多少あると思いますが、本報告を

通して多少なりとも、広く一般の埋蔵文化財に対する理解と関心が高まれば、幸いに存じ

ます。

なお、本書には自然科学の方面からの専門的なご教示もいただきました。

本書の刊行にあたり、ど協力をいただいた関係各位に衷心よりお礼を申しあげます。

昭 和 54年 3月

島根県教育委員会

教 育 長 水 卓
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1 本書は、昭和52年度、昭和53年度の2カ年にわたって島根県教育委員会が県土本部の

委託を受けて実施した、朝酌川の河川改修工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書であ

る。

2 調査地点は、島根県松江市西川津町大字橋本字竪町で、次のような調査組織、構成で

調査を行った。

事 務 局  遠藤 豊 (文化課課長)、 藤間 亨 (文化課課長補佐)、

森山敏夫 (文化課課長補佐)、 京谷 昇 (文化振興係係長)、

発JB調査員  蓮岡法障 (昭和52年度埋蔵文化財係係長)、 勝部 昭 (昭和53年度埋

蔵文化財係係長)、 前島己基 (文化課主事)、 川原和人 (同 )、 卜部吉博

(同 )、 松本岩雄 (同 )、 三宅博士 (同嘱託)、 西尾克己 (同 )

調査補助員  平野芳英 (熊本大学研究生)、 田口琢磨・角 真二 (島根大学学生)

調査協力者  村上 勇 (島根県立博物館学芸員)、 内田律雄 (青山学院大学学生)、

柳浦俊一・片岡詩子(国学院大学学生)、 永見 英 (明治大学学生)、

日根裕美子

なお、遺物整理には、上記の者のほかに次の者が参加した。

竹内信枝、桑原京美 (相模女子大学学生)、 広江耕史 (駒沢大学学生)

3 調査および整理にあたっては、次の方々からご指導、ご助言をいただいた。 (敬称略

・ llH不 同)

山本  清 (島根大学名誉教授)

小島清兵衛 (島根県文化財保護審議会委員)

勝部 正郊 (      ″      )

町田  章 (奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部)

佐原  真 (         ″

西  弘海 (         ″

間壁 忠彦 (倉 敷 考 吉 館)

間壁 喪子 (  ″  )
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大西 郁夫 (島根大学理学部)

宍道 正年 (平田市立久多美小学校)

4 自然遺物の同定および分析は、次の方々のご協力をいただき、その結果を収録した。

(敬称略・順不同)

獣骨同定

金子 浩昌 (早稲田大学考首学研究室)

骨角器同定

牛沢百合子 (早稲田大学考吉学研究室)

植物種子同定

粉川 昭平 (大阪市立大学理学部)

花粉分析

大西郁夫 (島根大学理学部)

5 掲載図面は石井悠 。前島己基・ 卜都吉博 。松本岩雄 (文化課主事)、三宅博士 (現八雲

立つ風土記の丘)、 西尾克己・熊野高裕 (文化課嘱託)、 小原甥美、村上紀美子、林原里

江、柳浦俊一、余村達也、山日耕、奥村忠孝、広江耕史、桑原京美の作図・製図にかか

り、写真は、三宅博士、松本岩雄、有限会社井上松影堂によったものである。

6 報告書の作成は、調査および遺物整理に携った者の集団討議をもとに、各章を分担し

て執筆し (各章ごとに執筆者を記す)、 全体の編集は前島己基、平野芳英、松本岩雄が

これを行なった。
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調 査 に至 る経 緯

本遺跡は、所在地の小字名竪町に因んで通称タテチョウとよんでいるもので、昭和 9年

に朝酌川で実施 された堰 と水門を造る工事の際、多量の土器片が発見されたのに端を発し

その存在が明らかになったものである。そして、昭和24年 3月 山本清氏の手によリー部試

堀調査が行なわれ、その結果、弥生時代を中心に首墳時代にも及ぶ複合遺跡であることが

確認 された。当時、山陰地方では、類例の少なかった弥生前期の上器が多量に出土したと

い うことで、特に注目されていた遺跡である。

ところが、このタテチョウ遺跡が存在する朝酌川の中・下流域について、昭和47年度か

ら河積拡大 と、宍道湖・大橋ナキ|か らの逆流を防 ぐための河川改修計画が企画された。島根

県教育委員会では昭和49年に県土本部の依頼を受け、工事予定地内における遺跡の範囲を

確認するため、11月 5日 から16日 までの12日 間を費やして予備調査を実施 した。

その結果、縄文式土器、弥生式土器、土師器、須恵器、それに木製品等各種遺物を水田

面下の砂礫層から検出し、遺跡の広が りは少なくとも南北 300η に及んでいることが判明

した。

また松江市教育委員会は、市が立案 した松江圏都市計画の予定地内に当るタテチョウ遺

跡の西側部分について、昭和49年 11月 11日 から30日 までの期間で試堀調査を実施 し、引き

続 き12月 3日 から翌50年 2月 28日 まで発堀調査を行なった。遺物は、県教委が実施 した試

堀調査 と同様各種各時代のものを含み、遺構として北側部分より葬送儀礼に関係すると思

われる箇所 も検出された。

昭和52年に至って県土本部と県教委は、朝酌川河川改修工事予定地内に存在するこの遺

跡の取 り扱いについて調査結果をもとに協議を重ね、河川改修とい う事業の公共性をかん

がみ、事前に遺跡の性格を捉える為の発掘調査を実施することとなった。

調査は県教委が県土本部の依頼を受け、昭和52年 7月 1日 に発堀調査の委託契約を締結

し、10月 下旬から翌年 3月 下旬までの約 5ケ月間を要 してこれを実施した。調査期間中、

特に冬期は終始雪のちらつ く厳寒のなか、加えて低湿地性という遺跡の特殊性、さらに各

種厖大な量の遺物出土があり調査は終始難渋することが多かった。そうした悪条件のなか

いまふ りかえってみると、種々の点で、充分な記録が保存 されなかったことを自戒する。

なお調査結果の整理は、昭和53年度事業 としてこれを行った。以下は発堀調査を含め、

この 2ケ年にわたる調査成果を報告 しようとするものである。

-1-
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調 査 の 経 過

本遺跡は、試堀調査の際、特に遺物

が集中的に包含されている区域につい

て、一辺20η ×20物 の調査区を四ケ所

設置した。すなわち朝酌川の東岸に一

ケ所、西岸に20%の 間隔をおいて三ケ

所を設け、発掘調査を実施した。調査区

名は朝酌川東岸のものを第 I調査区、

西岸のものを南側から、第Ⅱ～第Ⅳ調

査区とした。それぞれの調査区内で西

壁をCラ イン、東壁をGラ インとし、その間 5''ι おきにD、 E、 Fラ イン、同様に南壁を

10ラ インとして北壁まで11～14の ラインで方限をひき、北束の交点を基準に、例えばDユ

のごとくこれを中グリッドとした。さらに、この中グリッド内を一辺 2.5%で 区分して四

区を作 り、北東区から右まわりに(1)～ (4)の小 グリッドを定め、これ移遺物取 り_Lげ の最小

区域 とした。また、遺物取 り上げの際は中グリッドを単位に個々の遺物に番号を付 し、 レ

ベル測定の後遺物台帳に記入した。遺物は、土器、石器、木器、鹿角製品などの人工遺物

および植物種子、獣骨

などの自然遺物に分類

しこれを採取 した。

調査は、第 I調査区

を昭和52年 10月 下旬か

ら始めたが、従前の試

掘調査にしたがい無遺

物包含層である耕件土

と粘土層を重機により

据削し、遺物包含層の

上部付近までこれを除

去 した。調査区が朝酌

川の川岸近 くであるた

10 -

第 1図 第 I調査区発掘風景

| | 千
D       E       F

第Ⅲ 調査区グ リッドの配置
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め、湧水を考え東側に矢板を打ち壁の崩壊

を防 ぐと共に、ポンプによる排水の設備を

整えた。だが湧水よりも遣物包含層にあた

る砂礫層中に、各種各時代の遺物が全面、

それこそ足の踏み場 もないほど混在集積 し、

これが、調査員の手を大いに煩わした。こ

の区の調査は、そうした遺物の大量出上で

2ケ月をも費 し12月 末に終了した。 第3図 第Ⅲ調査区発掘風景

翌53年早々、降 りしきる雪のなか、第Ⅱ、第Ⅲ調査区の発掘に取 りかかった。ここでも

第 I調査区同様、重機により遺物包含層上部まで排土したのち調査を行なった。遺物は、や

は り同一の層中に各時代のものが雑多に包含され、第 I調査区ほどの濃密さはなかったが、

種類はバラエティに富んでいた。この間、積雪30M近 くに及ぶ日もあり作業は困難をきわ

めたが、第Ⅲ調査区では、しが らみ状遺構を思わせる杭列が姿を露わし、自然石の並びは、

遺構存在の期待をも抱かせた。第Ⅱ調査区の東側に朝酌川の旧河道と思われる落ちこみが

検出されたため、第Ⅲ調査区については西壁の一部分、南壁全体、南束隅の三ケ所を拡張

し、第Ⅱ調査区の川跡 とみられる落ちこみとのつなが りを検索した。この一連の作業中に

遺物包含層は第Ⅱ
「

FAl査 区が深 く、第Ⅲ調査区では南側から北側にかけて次第に浅 くなって

いることが判明した。第Ⅳ調査区では遺物包含層は高位にあり、かつ層 も薄 く遺物の量 も

少なかった。

結局、第 I調査区～第Ⅳ調査区を通 して各種厖大な量の遺物を検出したものの、明確な

遺構は確認できなかった。なお、この間、山本清氏の御指導をいただき、島根大学lll学 部

の大西郁夫氏には花粉分析用の土壌サンプリングをお願いし、あわせて土層の堆積状態に

ついても所見をいただいた。調査は、なお小雪のちらつ く3月 下旬で終了し、並行して重

機による埋め戻 しを行った。出土 した遺物は、昭和53年度事業で県教委文化課において一

連の作業を経て整理作業を行った。 (前島己基)
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位 置 と 歴 史 的 環 境

本遺跡の所在する地籍は、松江市西川津町大宇橋本の西側に広がる沖積地の低平な水田

中にある。このあたりは松江市街地の北西部を占める川津・持田地区の一角にあたり、嵩

山と和久羅山を頂点とする山塊と、澄水山、大平山、御嶽山、真山等を頂点とする一連の

丘陵地帯にはさまれ、さほど広 くはないが朝酌川に沿って東西に細長い美田地帯をひかえ

た所である。朝酌川は持田町の澄水山の麓に源を発し、この川津・持田平野を南流してや

がて、橋本地区のあたりで大きく東に流路を変え、宍道湖と中海を結ぶ大橋川 に注 ぎ込

む。

本遺跡は、ちょうどその流路の変換点あたりのかつて松江落主松平氏の遊楽の地であっ

た楽山の山裾からJヒ 西へ 250%ほ ど行った川津・持田平野の南水田中に広がり、主要部は、

現在の河川敷を含んで東西南北約400～ 500η の範囲に及んでいるものと推定され、遺物を

包含している砂礫層は、海抜 0″2か ら-0.4%を 測りかなり低位にある。 ちなみに現在の

大橋川・宍道湖の平均水位は、海抜30助を測るという。

さて本遺跡の所在する川津・持田平野周辺は、『 出雲国風土記』の国引きの条 に み る

「闇見国」の一角にあたるとみられ、律令時代における行政区画で言うと、島根郡山口郷

あるいは法吉郷あたりにあたる。

縄文時代の遺跡として遺物等の単独出土地が金崎遺跡など平野周辺地で点々と知られて

いるが、発掘調査によってその内容が確認されているものは今のところ皆無である。弥生

時代になると、これも詳細な内容が知られるものは少ないが、西川津町の島根大学構内遺

跡、同西川津遺鱗、同貝崎遺跡、同橋本遺跡などが散見され、それらには貝崎遺跡の様に

弥生前期から始まり、古墳時代に至る歴代遺物の出土する規模の大きな遺跡もみられる。

タテチョウ遺跡と同様に西川津・橋本遺跡なども水田面下に遺物が見出されることなどか

ら、多くは平野・淵辺の水田面下に深 く埋れているものと思われ、弥生時代の遺跡は現在

周知されているものの数倍あるいは数十倍にも連するとみられる。それは、次の時代にな

ってからの古墳の質量からも推察される。今のところ、このあたりにはめばしい大型前期

古墳は知られていないが、小規模なものについては、下東川津町の道仙古墳群で比較的吉

式様相の方墳 5基が調査されている。その後中期後半になると、西川津町の島根大学構内

及びその周辺の丘陵上に金崎首墳群、菅田ケ丘古墳、薬師山古墳などが形成される。金崎

古墳群はすでに消滅したものを含め前方後方墳 2基 と9基の方墳が比較的短期間のうちに
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相ついで築造 されたものと思われる。このうち、発掘調査のなされた 1号墳は、全長35″
'

の前方後方墳でやや細長い竪穴式石室を内蔵 し、副葬晶として、古式様相をそなえた各種須

恵器などと共に、滑石製異形子持ち勾玉・碧玉製勾玉・同管玉 。同棗玉・めのう勾玉・ガ

ラス玉・滑石製小玉・傍製内行花文鏡・金環 。直刀などの豊富な遺物が検出されている。

これらは 5世 紀 後 半 か ら6世紀前半という比較的短期間に集中的に営まれた方系墳のみ

による古墳群 として、この種の首墳群の成立過程を解明する上で注目されるとともに、こ

の地に有力な地域勢力の存在があったことをうかがわせる。

他地域に比べると出雲には全般的に方系墳が多く、古 くか ら注目されているところであ

るが、なかでもこの辺は大橋川対岸の意宇川下流平野と共に、最 も多くその方系墳が分布

するところとして注目されている。金崎古墳群 と相前後 しあるいはその後を受けて、丘陵

の各所に馬込山古墳群、貝崎古墳群など多数の中小の方系墳が知 られている。とりわけ坂

本町の薄井原 1号墳は全長50%の前方後方婁で、片袖式の割石積大型横穴式石室 2基を内

蔵し、 6世紀後半の前方後方墳としては、今のところこのあた りで最 も規模の大 きい もの

である。また出雲の後期吉墳の特徴の一つとされる石棺式石室 も、意宇川下流平野より目

立って多い傾向にある。そうした石棺式石室を内部主体とする古墳の著例として、東持田

町の佐々木亮宅畑中吉墳、同野津真宅前首墳、同加佐奈子神社古墳、同佐々木浅市宅裏古

墳、同加美古墳、上束川津町西宗寺古墳、同葉佐馬古墳などがある。

また、律令制時代の島根郡家は現在の松江市上東川津町納佐あるいは坂本町坂本下辺 り

にあったと推定 されている。また坂本下の北方約 1.5協のところに位置する坂本町別所の

坊床廃寺は、平安時代初頭の瓦を出上 している。タテチョウ遺跡は、ちょうど島根郡家か

ら秋鹿郡家への道すじにもあたる。

タテチョウ遺跡は大略以上のような歴史的環境を持つ川津・持田平野の一角に営まれて

いる。                               (平 野芳英)
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Ⅳ 遺 跡 の 概 要

朝酌川の両岸水田中に設けた 4つの調査区とも、その層序は、朝酌川によって堆積した

土砂がかなりの厚みを持ち、一見岸辺のような堆積を示 して予想以上に複雑な様相を呈 し

ていた。基本的な堆積土層は、上層より厚さ0.5%の 粘土層、砂層、粘質土層、砂礫層と

連なり、以下ヤマ トシジミの死貝を含む砂混粘土層が灰色の最下層の無遺物層へと続 く。

このうち遺物を含むのは粘質土層の下に堆積する砂礫層で、大体海抜 0%か ら-0,4η9付

近である。ただし細か くい うと、朝酌川東岸に設定 した第 I調査区では、この砂礫層はや

や標高が高 く海抜 0.2%で、この周囲は砂礫層が堆積した当時、中洲状になっていたとも

考えられる。

一方、第Ⅱ～第Ⅳ調査区を設定 した西岸側は上流に行 くにしたがい砂礫層が薄 くなり、

しか も砂礫層下端のレベルは下流側の第Ⅱ調査区が海抜 0.6切、上流側の第Ⅳ調査区は海

抜 0"で上流に向ってやや高 く、 当時の地表面が緩傾斜を もっていたことをうかが わせ

た。遺物を含む砂礫層は、第 I調査区で 1～ 2層 、第Ⅱ調査区で 3～ 4層、第Ⅲ調査区で

2～ 3層 、そして第Ⅳ調査区では 1～ 2層 に細別されるが、遺物は各時代のものが上下混

在 してみられ、砂礫層の層序自体 も第Ⅱ・第Ⅲ調査区ではかなりの苦しれがあった。

検出された遺物は、土器類を中心に木製品・石器類 。自然遺物など、コンテナに 500箱

におよぶ。ただし、それらは大半破片の状態で各時代のものが混在 して集積し、破片の多

くは破面に摩滅痕がみられるほか第 I調査区と第Ⅲ調査区か ら出土した土器が、同一個体

のものであった りして、その様相は、あたか も近携の集落跡の生活空間か ら朝酌川の度重

なる洪水害にあって押 し流 された状況を呈 していた。

ただ、第Ⅲ調査区の砂礫層中には、流出したものとはみられない不自然な人頭大の石、

礫の散在がみとめられ、第■調査区では、わずかながら弥生前期前半の土器にほぼ完形を

保つものがみられた。また第Ⅱ調査区では砂礫上層に、1佐一の明らかな遺構としてしがら

みを伴 う奈良・平安時代頃と推測される杭列が検出された。こうしたことか ら調査によっ

て検出された厖大な量の遺物は、大半付近か ら流出し、一見岸辺を思わせるこの地に、い

く度 も堆積をくり近 しながら集積したものとみられるが、弥生前期の大半と奈良・平安時

代には、一時的に安定 した時期があって、実際にこの地が生活空間の一部 として利用され

ていた可能性 も考慮 される。なお、最下層の暗茶褐色砂混粘土層にはヤマ トシジミの死貝

の堆積が認められた。
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1 第 I調査区

この調査区は、朝酌川の東側に設けたもので、昭和51年松江市教育委員会が行なった調

査区と朝酌川をはさんで相対する位置にあたる。調査区の東側10%の地点は、かつて水門

工事が行なわれた際遺物が発見され、山本清氏が試掘調査 されたところである。

この調査区の土層は、耕作土の

下に灰色粘土層、黒色粘土層、黄

褐色砂層、茶褐色粘砂層、暗褐色

粘砂層、暗灰色砂層が続き、海抜

0%前後か ら暗灰色砂礫層があり、

その下に灰色荒砂層、灰色粘質砂

層が存在する。これらの各土層は

ほば水平に堆積してお り安定して

いる。
第5図 第I調査区■～13ラ イン出土主要遺物の垂直分布

▲縄文土器 o弥生上器 X土師器 ■須恵器   昭和49年に行なわれた試堀調査

の結果では、砂礫層中に時期の異った各種の遺物が混在 していることが知 られていた。調

査は一定の レベルで同一時期の遺物が存在 している可能性を考え、西壁および南壁に沿っ

た幅 2.5%の L字形の区域について、遺物包含層を 5初単位に据 り下げ個々の遺物につい

て レベルと実測図をとった。検出された遺物は、大半が海抜 0%～ -40翻位の砂礫層中に

各時代のものが混在 し、やはり試堀調査と同様な遺物包含状態にあることが判明した。

出土遺物は、主に砂礫層とその上層にあたる茶褐色粘砂層に含まれ、若千ながら下層に

あたる灰色粗砂層にも検出された。また茶褐色粘砂層の上部には、奈良・平安時代の新 し

い遺物がややまとまって出土した。それらの遺物は、調査区全体に濃密に存在 していたが、

北西隅、南東隅には量的にやや稀薄な部分がみられた。出土遺物の主体移なす土器類は、

縄文式土器、弥生式上器、土師器、須恵器類で、それらは砂礫層中にぎっしりと詰まった

状態で検出されたが、数点の小型のものを除き、ほとんどが小さな破片であった。石器類

には、石庖丁のほかに、銅al・ の音と考えられる棒状石製品が含まれている。本器類には、

田下駄・鋤などがある。銅鐸舌様の石製品と共に、全国的にきわめて類例の稀な遺品として

は、中国古代の的損の系統をひくものとみられる中空有孔土製品の破片が検出されている。

2 第二調査区

この調査区は、朝酌川の西岸に設置した 3つ の 調査区中最 も南側、 第 二調査区 の北西

100%の所に設けたものである。この調査区の堆積土層は、 西壁と北壁では土層が比較的
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水平に堆積しているのに対し、北壁はかなり苦しれをみせ粘質土層中に砂礫層がレンズ状に

入り込んでいた。西壁の土層は、地表下に淡黒色、淡灰色などの粘土層があり、その下に

遺物包含層である砂礫層が現われて

くる。この砂礫層は海抜 0%以下に、

粘質土あるいは砂の層を介して 3層

に区分できる。第 1、 第 2の砂礫層

は、海抜 0～ -400VZ、 -50勤～-60

勤に堆積し、西壁のほば中央部で第

3砂礫層を削平している。第 3砂礫

層は海抜 -60勁 ～-100Mに在 り、

西壁の南側ではかなり厚 く堆積して

いたが、中央部か ら北側にかけては、

青灰色の粗砂層と幅 5翻肉外の砂礫

第6図 第Ⅱ調査区■～13ラ イン出土主要遺物の垂直分布 層が上流側に傾斜 しながら相互に堆

▲縄文土器 ●弥生土器 X土師器 ■須恵器
積していた。

次に北側のセクションでは層序が乱れているため、西壁に存在していた 3つ の砂礫層を

北壁で相対的に捉えることはできなかった。なお北壁の東側には、海抜 -40協 あた りか ら、

砂礫層をカットした落ち込みがみられた。これは第Ⅲ調査区で検出された川跡状の落ち込

みと連なり、朝酌川の旧河道と考えられる。また、中央部にも砂礫層の下層にあたる青灰

色砂層および暗茶褐色粘土層中に、幅約1.4η 、深 さ20切あまりの落ち込みがあった。これ

は水の流れによって削平されたものと思われ、調査区の南側によった地点で自然消滅して

いた。この堆積土層の観察によると、朝酌川の旧河道 とみられる落ち込みなどは、これら

が一時期表面であった後、厚 さ約 1%の淡灰色粘土質を主体にしなが ら、なかに黄褐色砂

礫層と青灰色粘土層を含む土砂によって、西か ら東へと大 きなうね りをもちながら一気に

埋没したと推測される。

出土遺物は、縄文式土器・弥生式土器・土師器・須恵器などの土器類が主体をなす。な

かでも量的に最 も多いのは弥生式土器であり、前期の土器が大多数を占める。それらは他

の調査区同様、砂礫層に混在した状況で出土したが、僅少ながらこの調査区では完形を保

つ弥生前期の土器が検出され注意をひいた。このほか、火鑽日、漆器、曲物、杓文字状製

品などの本製品、鉄剣形の石剣、石庖丁、石鏃などの石器、自然遺物など多種多量のもの

知―

0里
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が含まれていたが、とりわけ注目を集めたのは、土笛とみられる完形を保つ中空有孔土製

品の発見であった。

3 第Ⅲ調査区

この調査区は、朝酌川の西岸、三つの調査区の中間に設けたものである。当初、一辺20

%の方形に調査区を設定 していたが、しがらみ状の遺構が検出されたことと、第Ⅱ調査区

の旧河道とみられる落ち込みを追認するため、南側と西側それに東南隅の一部を拡張した。

この区の土層はかなり乱れてお り、遺物を含む砂礫層は 2～ 3層堆積している。まず北

壁では全体的に東側が低 く、中央部および東側で数層にわたって混然とした状態で層をな

し、その様相は、南東隅の拡張区で検出した朝酌川の旧河道とみられる落ち込みに至る傾

斜面にあった。またこの調査には、東半部の海抜 -5092～ -80勁 の砂謀層および暗茶褐色

粘砂層中に、径20働大の自然石が混在していた。規則性はみられず雑然 とした配置であっ

たが、大 きく原位置を失ったものとは考えられない。

第 7図 第Ⅲ調査区■～13ラ イン出土主要遺物の垂直分布
▲縄文土器 ●弥生土器 X土師器 ■須恵器

次に西壁のセクションでは、北

側に砂礫層が帯状に上下 2層 あ

り、上層は安定 した状態を示して

いた。南側の上層部は砂層がレン

ズ状に入 り込み、下層ではそれが

一層をなしかな り厚 く堆積 してい

た。遺構は調査区の西よりの部分

で、杭列とそれにか らんだ数多く

の木片が検出できた。この杭列は

「へ」の字形に配列されていたも

ので、北西に約 5η 、南西に 2η残存 していた。杭は径10勁 内外の木材を用いて20働～50

勁の間隔に交互に打ちこまれ、北西に延びる一杭列は、まっす ぐな木材を使用した痕跡が

みられ、これに並行 して約60切北東側に 2列の杭列が一部遺存 していた。また、このしが

らみ状の遺構は、砂礫層が東側に傾斜する変換点に設けられており、現存するしがらみ状

の遺構の南端に長 さ60印、幅30勁の丸太を固定 した踏台状のものが検出された。以上のこ

とか らこの遺構は、幅約60勁の間に雑木を置 き、杭で固定 した堤防的な性格をもつ ものと

考えられる。なお北西へ延びる杭列の西側で、この遺構の時期を示すと考えられるほぼ完

形を保つ土師器 。須恵器が、ややまとまった状態で検出された。それらは奈良～平安時代
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にかけてのものである。

このほか、調査区の中央付近に木片の集積箇所が認められた、この本片は北から南へと

一定方向を向いているものが多く、その範囲は5"四方におよぶ。この場所から北東側に

かけての部分に、人頭大の自然石が多数検出できた。これは大きさからみて自然に流され

てきたものとは考えられず、当初遺構が存在するのではないかと推測されたが、規則的に

並ぶものは確認できなかった。

この区で出土した遺物は土器が圧倒的に多く、須恵器の完形品がしがらみ状遺構の南側

で、まとまって検出された。なかに「騨」と記入された墨書のある須恵器も一点出上し、

注目された。このほか火鑽日、丸木弓、曲物といった木製品があり、特に曲物の多いこと

が目立った。石器は石庖丁、環状石斧の未製品、石支の鋒部とみられる残欠、石鏃、石斧

などがあり、また土製品として、陶質の上馬・土玉・土錘などが検出された。

4 第Ⅳ調査区

この調査区は、朝酌川西岸最北に設置したものである。遺物包含層にあたる砂礫層は20

翻前後の厚みをもち、層位は各層とも安定した状態を示していた。すなわち上層から耕作

土、淡黒粘土層、黄灰色砂層、灰色粘砂層、灰色粗砂混粘土層、灰色粘砂層、暗茶褐色砂

混粘土層がそれぞれ水平に整然と堆積していた。他の 3つの調査区に比べると遣物包含層

が薄く遺物の量も少なかった。それらには、縄文式土器から須恵器など各時代の上器片と

石庖丁・石錘 。舟状木製品、斧柄、鹿角製の結合式釣針などがある。ここでは鹿角製結合

せ式釣針の出土が注目をあつめた。 911原和人)
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出土 遺 物 の考 古 学 的 観 察

遺構に伴って出上したものはないが、各調査区いずれも堆積土中には各種多数の遺物が

包合されていた。遺物は狭い調査区にもかかわらずコンテナ約500箱 にのばる膨大な量で

あるためその全てにわたって逐一報告できないが、以下、主要なものについて縄文式土器、

弥生式土器、土師器、須恵器、石器、本製品、土製品、鹿角製品及び鹿角加工品、特殊遺

物のllkに項を分って説明することとする。

1縄 文 式 土 器

本遺跡の遺物は前述したように、層位的に把え得る状況では出土しなかった。縄文式土

器に於て も、弥生式土器・土師器 。須恵器等 と混在して検出されている。第 I調査区から

第Ⅳ調査区までの縄文式土器の出土数量は 370点 で完形をなす ものは皆無で、全形を窺い

知ることのできるものはほんの二、三であった。この為、主に胎土・成形・施文方法・文

様構成″中心として早期 。前期 。中り1・ 後期・晩期の五時期に分類することとし、作業を

進めたが大部分の土器が磨滅してお り施文方法 。文様構成の細部にわたっては不明の部分

の多いことを断わっておきたい。また五時期分類のうち中期に該当するものについては抽

出することができなかった。

調査区毎の土器出土量は第 I区が107点 、第Ⅱ区が124点、第Ⅲ区104点、第Ⅳ区が27点、

その他 8点である。他の時代の遺物の出土 も少なかった第Ⅳ区での出土が全縄文式上器出

量の約 7%と やは り少なかったが第 I区から第Ⅲ区では約28%～ 33%の 比率を占め、これ

らの調査区ではほぼ均等な出土状況を示 している。

次に時期毎の出土状況に目を転じると、早期12点 、 前期34点、後期45点、 晩期244点、

時期不明の もの35点 と、圧倒的に晩期の土器の出土量が多く全体に占める割合は約66%で

ある。時期 と出土調査区の関係をみると、早期では第 I区が 9点、第■区が 1点、第Ⅲ区

が 2点 、前期では第 I区が22点、第Ⅱ区が 5点、第Ⅲ区が 4点、第Ⅳ区が 2点、その他が

1点、後期では第 I区が15点 、第Ⅱ区が10点 、第Ⅲ区が14点 、第Ⅳ区が 4点、その他が 2

点、晩期では第 I区が48点、第Ⅱ区が98点、第Ⅲ区が76点、第Ⅳ区が19点、その他が 3点

となっていて、早 。前期では I区に集中し後期は第 I・ Ⅱ・Ⅲ区ともほぼ均等に、晩期で

は第Ⅱ・Ⅲ区で多 く出土する傾向を示している。

一 - 11 -―
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早 期 の 上 器

この期の上器は総じて繊維を含み、厚手の上器で色調は褐色系を呈す ものが多い。器形

は全形を留めるものが存在しないが、概ね深鉢形をとるものと考えられる。文様構成、調

整等からそれぞれの上器を検討すると、繊維を含む条痕地の土器で凸帯を有するA類、繊

維を若干含む表裏条痕のB類、繊維を含み表面に縄文を施すC類、浅い格子状沈線を施す

D類に大きく分類される。

A類土器 (第11図 1～ 4)は 口縁部に刻目凸帯を施す土器 (1～ 3)と胴部に断面三角

形の凸帯を配す土器 (4)と の二種ある。 2は波状口縁をなし、国縁に沿って貼付されて

いる刻目凸帯は、波形の頂部で上下に重なっている。刻目はそれぞれ異ってお り、指で押

えつけた り (1)、 二枚貝の腹縁で刺突した り (3)、 二単位からなる棒状工具で刺突した

り (2)、 している。地文はいずれも斜位の条痕文である。

器厚は概ね 1勁内外で厚 く、胎土には繊維 と砂粒を含んでいるがこの うち、 4は雲母 と

考えられる金色の薄 く分離する物質を随所に含んでいる。焼成はいずれの もの もやや もろ

く、やや粘 りのある質感を与えている。

B類土器 (第11図 5～ 10)は繊維を若千含む表裏条痕文の ものを一括した。すべて胴部

破片である。色調が褐色系で原体のやや太 く荒 く施文された感じの斜位の条痕文を施すグ

ループ (5～ 8)と 色調が灰色系でより丁寧な条痕文を施すグループ (9～10)が ある。

9は表面が横位、裏面が縦位の条痕文となっており、10は表裏 とも斜位の条痕文である

がより横位置に近い。 9は第11図 4と 同じく雲母と考えられる金色の物質を若干含んでい

る。器厚は0.7翻～1.3勤 と厚手である。焼成は良好で質感はA類に比して乾いた感じを与

える。

C類土器 (第11図 12)は表面に太い単節縄文、裏面に太 くて深い横位の条痕文移配する

土器で若子の繊維 と大粒の砂粒を含んでいる。器厚は 1,2勁 と厚い。堅 く焼 き締った土器

で色調は茶褐色を呈す。焼成後、所謂補修孔が穿たれている。

D類土器 (第11図 11)は表面が半哉竹管状工具によると考えられる工具によって浅い沈

線が格子状に引かれている。裏面は横位の条痕文が施されている。器厚は0.7勤 と他類の

ものに比してやや薄手である。小 さな砂粒を若干含んでいる。

前 期 の 土 器

この期の上器は若子のバラエティがあるものの全体的に薄い作 りである。器形は全形を

知るものが一点 も存在せず、あまりはっきりしないが、概ね深鉢形をなす ものが多い様で

ある。日縁部はそのほとんどが平たい凸帯を貼 り付け肥厚させてお り、これらの凸帯上に

―- 13 -
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も施文が認められるものが多い。施文による分類を行 うと、押し引き文のA類、貝殻腹縁

文のB類、条痕文のC類、爪形文のD類、刺突文の E類、凸帯文のF類、縄文のG類に大

別でき、文様は非常にバラエティに富んでいる。文様構成は、押し引き文と刺突文では、

文様が横 と籍めに交互に施され、幾可学的に構成されるものが多い。

A類土器 (第 12区 1～ 7)は、押し引き文を一括したが、棒状工具による施文を行って

いる 1・ 3～ 7と 半哉竹管状工具で施文を施す 2と がある。 2は文様構成 も、横 と斜めに

幾可学的に構成されるものではなく、ゆるやかな弧状をなす曲線的な構成 となっている。

1・ 3・ 5は裏面に条痕文を施し、 1・ 3では押 し引き文帯の下方に条痕文が認められる。

B類土器 (第 12図 8,9)は 貝殻の腹縁を横に連続して押圧し、これを一単位とした文

様帯を形成するもので、文様帯の上下には幅の狭い横ナデが施されている。 8は 日縁から

4段、 9は 2段の文様帯が認められる。 8は 日縁に小さな山形状の突起を持ち、裏面には

条痕文が認められる。

C類土器 (第12図 10～13)は条痕文のみを施す ものであるが、10。 11・ 13は 凸帯を口縁

に貼付している。12は 口縁端部の若子の余 り土を外側に折 り曲げている。10・ 13は裏面に

も条痕文が残る。12は不定方向の条痕文が施されているが、その他は横位、斜位の条痕文

が比較的整 って施文され、色調 も灰色をなし、他の土器とは異る。

D類土器 (第 12図 14・ 15)は爪形文そ施文する土器である。14は条痕地に幅のつまった

爪形文を連続して施文するもので裏面にも条痕文を施す。15は表裏とも条痕を持たず、無

地に半我竹管状正具を押 し引いて施文した筋のある連続爪形文帯が横位に二帯施されてい

る。器厚はいずれ も0.6勁内外である。

E類土器 (第13図 1～ 13)は刺突文を施文する土器である。口縁の形態で大別すると口

縁上端に刻 目を持つ もの (1)、 折 り返し口縁をとるもの (2)、 凸帯を貼付するもの (3

～ 6)の三種ある。凸帯を貼付する土器のうち平たい凸帯の 3・ 5に は凸帯の上にも文様

が施文されており、 3は半我竹管状工具による刺突文、 6は棒状工具の一種によるものと

考えられるが、三本単位の沈線が認められる。刺突文の施文工具は半我竹管状のものによ

るもの (1～ 3)と 、棒状の もの (4～ 13)と があり、このうち、棒状の工具には刺突痕

が丸 くなるもの (4～ 9、 12、 13)と 三角形をなす もの (10、 11)と が存在し、後者には

意図的な面取 りが行なわれていた可能性が考慮される。 2、 8、 11、 12に は裏面ないし、

表裏に条痕文が施されている。

F類土器 (第 13図 14～ 17)は細い貼 り付け凸帯で飾 られる土器である。14、 16、 17は 凸

帯に刻目を備えている。刻目の施文工具は半我竹管状のものを刺突 した14、 棒状のものを

-16-
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横に押圧した16、 半我竹管状の ものをLE鰯 |ばれ状凸帯の上から、押し引きした17と がある。

その他の部分の文様は、14が 凸帯に沿った半我竹管状工具による刺突文、15が裏面条痕文、

17は地文に縄文が施されている。

G類土器 (第13図 18・ 19)は縄文のみを施文するものを一括したが、181ま右下 りの単節

斜縄文、19は左下 り、右下 りの単節斜文を組み合せて羽状縄文を構成する。

後 期 の 上 器

この期の土器は前期の土器と比較して若千厚手である。器形は完形をなす ものがなく、

いまひとつ判然としないが、以前か らの深鉢形土器に加えて、浅鉢形土器、高脚付浅鉢が

出現し、また把手、あるいは把手状の突起を口縁に付設するものが存在する。

この期の土器を大別すれば太い沈線文を主体として一部に磨消縄文を施すA類、口縁を

肥厚させて文様帯を構成する所謂、縁帯文系と総称されるB類、細い沈線や、擬縄文を施

文するC類、日縁内外に刺突を施すD類、無文で平縁の日縁や、刻目日縁をなす粗製のE

類、始点 と終点に工具を刺突して節のある沈線を施す F類、巻貝を利用した凹線文を施文

するG類等に大別できる。

A類土器 (第 14図 1～11)は巻貝による太い沈線を主体とした土器である。沈線には直

線を基調 としたもの (1・ 2・ 11)と 、曲線 (3～ 9)、 あるいは渦巻き状 を な す もの

(5)が ある。このうち、 1は沈線と沈線の間にかすかに縄文が認められ、所謂、磨消縄

文であることが判る。この土器の裏面には斜めの条痕文が認められる。 5は波状口縁をな

し、11は 日縁部にアクセン トを持つ。

B類土器 (第 14図 13・ 14・ 17・ 18・ 20～22)は一応縁帯文系と考えるものを一括 したが、

その形状には各種あって一様ではない。13、 14は沈線文を基調とするもので13は 沈線 と沈

線 との間に右下 りの縄文を施し磨消縄文 とし、波状をなす口縁の上端に一個の孔を中心と

して同心円状の沈線が施文されている。14は波状口縁の頂部の両側から貫通 しない孔が穿

たれている。17は 日縁″外側に肥厚 させ鋸歯状の焼線を施しその下部には無文帯が くるも

のである。18は 日縁部の文様帯を省略して無文帯 。右下 りの縄文帯が続 く。20は 口縁を肥

厚させる代 りに、沈線で文様帯を無文帯 と区画するもので、文様帯には縄の両端を結んだ

原体を回転させて施文する結節縄文を施している。

C類土器 (第 15図 1,2)は 細い沈線を主体とする土器で、 1は 内傾する国縁都を持ち、

器表面には、二本の沈線が認められる。 2は細い沈線 と左下 りの擬縄文を施す土器である。

D類土器 (第 15図 4～ 6)は 日縁の内側に刺突文を施すことを基本 とする土器である。

刺突の工具は竹管によるもの (5)の他、先の丸い もの (4)先端のササクレた もの(6)
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とがある。 4は表裏に擦痕が認められる。 6は 口縁の表面に も裏面と同じ束U突を施す。

E類土器 (第 15図 7～10)は粗成で無文の ものを一括したが、これらの土器の器形は概

ね深鉢形をなす ものと考えられる。口縁は平たく仕上げるもの (7・ 8)と かすかに刻目

を施す もの (9・ 10)と がある。 7に は所謂、補修孔が穿たれている。

F類土器 (第 15図 11・ 15。 18)は沈線の始点と終点に刺突を施す土器である。15は高脚

付浅鉢形土器 と考えられるものの脚部で、二方向か ら円形の透し孔が穿たれている。この

透しの間には三本の 。刺突を起点とする沈線が施文されている。

G類土器 (第 15図 12～ 14。 16。 17)は 日縁部に巻貝を利用した凹線文を施す土器である

が、複合口縁状をなす14、 波状口縁を呈する16が ある。

以上、後期の土器について若子の説明を加 えたが、この他にこの期の土器と して 把 手

(第 14図 12)や把手状の口縁を呈するもの (第 14図 15・ 16・ 19)がある。12は表面上部か

ら裏面に、また側面に貫通する孔が穿たれている。一部に平面形がU字形を呈する沈線が

認められる。16は 口縁に直交する形で突起を作っている。

晩 期 の 上 器

今回の調査で最 も多量に出上した土器である。浅鉢形を主な器形とする精製土器 と深鉢

形土器を中心とする粗製土器によって構成されている。精製土器は内外面をヘラ磨 きで仕

上げるA類 と、一部に擦痕をとどめるB類 とがある。また粗製土器には国縁に凸帯を持た

ないC類 と凸帯を持つものとがあり、凸帯を持つ ものは日唇に刻目を持ち刻目凸帯を有す

るD類、日唇に刻目を持たない刻目凸帯のE類、刻目を持たない凸帯のF類 とがある。粗

製土器は全体にカサカサした乾いた感じのものが多い。器形はそのほとんどが深鉢形をな

すと考えられるが、僅かに壺形を呈す もの も存在する。全形を知るものが少量で明確にし

得ないが、凸帯の下部あた りから外側にゆるく開 くもの、直線的に底部に至るもの、ゆる

く内湾するものがある。

A類土器 (第 16図 1～ 7・ 10)は精製土器を一括した。器形は識別の可能なものは概ね

浅鉢形を呈する。 この類の土器には口縁の内側に 1条～ 2条の沈線を備える 1・ 3・ 4・ 5

がある。 1は 口唇に勾玉形の突起を持ち、胴部内面の一部に削 りを施す。 7は縦に走 る沈

線の終点に円形浮文を貼付している。

B類土器 (第 16図 8。 9)は一部に擦痕をとごめる土器で半精製ともいうべき性格の も

のであろう。 8は器表面に擦痕が認められ、 9は横に引かれた沈線を境にして下部に擦痕

が認められる。

C類土器 (第 16図 11～ 15)は 回縁に凸帯を持たないものを一括したが、調整は条痕文に

―- 20 -―
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よるものが多い。刻目凸帯は断面三角形を呈す。11・ 14は 日唇に刻目を施すが、■は狭い

間隔で浅い刻日、14は深い刻目をなす。14は器表面に、15は裏面にシャープさを欠 く鈍い

刺突文が施文されている。

D類土器 (第17図 1～ 5)は 日唇に刻目を持ち刻目凸帯を備える粗製土器を一括した。

いずれ も、二枚貝を利用したと考えられる刻目を施す もので、 1～ 3は刻目が鋭 く、深 く

刻まれている条痕文によって仕上げている。 4・ 5は風化が著しい為、器面調整はいまひ

とつ明らかではないが、刻目は間隔が狭 く、浅 く刻まれている。

E類土器 (第17図 6～ 14、 第18図 1～ 20、 第19図 14)は刻目凸帯移施す粗製土器を一括

した。器面は磨滅の著しい もの も少なくな く全てについて正確に把握することができない

が、条痕によって調整する第17図 6～ 14、 第18図 1・ 2・ 5・ 12・ 14と 擦痕によって調整

する第18図 3・ 7～ 9。 17、 第19図 14と がある。凸帯はその形状からみると断面が三角形

移呈する一群 と断面を平たく収めるものとがある。第17区 6～ 13、 第18図 1～ 8・ 20、 第

19図 14が前者で第17図 14、 第18図 19が後者である。凸帯貼付の位置では、日唇から若干、

下った所に貼付する、第17図 6～ 8、 11～ 13、 第18図 2・ 3・ 6～ 16と 口唇から直接貼付

する第17図 9,10・ 14、 第18図 1・ 4・ 5・ 17～ 19と がある。刻目は貝殻状工具を利用し

たと考えられる第17図 6～ 1と、第18図 1～ 8・ 10・ 13・ 16。 17と ヘラ状工具を利用したと

考えられる第17図 12～ 14、 第18図 9。 11・ 12・ 14・ 15・ 18～ 20、 第19図 14と の二種ある。

第18図 20は発達 した厚手の凸帯移貼付する深鉢形土器で復原口径15,1勁 を測る。凸帯上

の刻目はヘラ状工具によって間隔の狭い浅い もので、一部分刻目を省略している。器面は

器表面では縦横に砂粒の動きが認められるが、丁寧な調整で擦痕とは異なるようである。

内面は口縁近 くに指頭による押圧痕が認められる。第19図 14は頸部と、頸部と胴部の境に

刻目凸帯を備え、この刻目凸帯の間にヘラ状工具による沈線文を施文する壺形土器である。

刻目はヘラ状工具による浅いもので間隔 も一定ではない。器面の調整は内外面 とも擦痕で

ある。

F類土器 (第19図 1～ 10)は刻目のない凸帯を貼付した土器を一括 した。第19図 4を除

いていずれ も器面に擦痕を認め、凸帯の位置は国唇か ら直接貼付する第19図 1～ 3・ 7・

10と 口唇から若子下った所に貼付する第19図 4～ 6・ 8。 9と があって E類 と共通する要

素を備えている。

以上の他に晩期 としては粗成土器の底部が三点 (第19図■～13)出土 している。いずれ

も、中央が外周より凹んで所謂、中凹底を呈している。これらは、底部に粘土紐を巻いて

嵩上げしてお り、第19図 11な どは一見高台状をなしている。器面は第17図 11・ 12で は擦痕
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が認められ、第17図 13で は指頭による押圧が残る。

時期不明の上器

20図 1～19は時期不明の上器を一括 して図示した。 1は 日縁を若干外反させ、肥厚させ

て貝殻状工具による刻目を施す土器で器厚は 0.9切 と厚手である。器面には条痕文を施文

する。20図 2は平縁の上器で表裏とも条痕文が施文されている。所謂、補修孔が一つ穿た

れている。後期的な土器であろうか。 3・ 4は刻目凸帯を有する土器であるが、晩期の粗

製土器とは手法、胎土、質感ともに明確に異な り、黒褐色でやや湿った感じを与え、刻日

も二段に施されている。 5～ 10は 口唇を刻目で飾る土器である。器面に条痕を施す 6～ 8

と無文の 5。 9と があり、また、10は刻目が浅いことなど一様ではない。11・ 14・ 17は条

痕文を施文する土器であるが、 3・ 4と 同じく、後晩期の粗製上器とは若千、胎土、質感

ともに異っている。12は刺突文と沈線文で飾る土器である。文様構成、とりわけ、沈線文

のそれは前期A類等と類似するも、押し引き文ではなく、やは り区別されるべ きであろう。

13は沈線文と瘤状の突tLを 備える土器である。この土器の沈線文を工字文の変形と見れば

晩期の所産とも考えられる。とまれ山陰的な土器ではないことは確かで他地域からの流人

品の可能性 もある。16は 山帯が囲むように施文された上/1で ある。下部は一部変形してお

り、た日か何か、特殊な『装置』が付設されてぃたのであろうか。18は 縦位の条痕文、19

は右下 りの沈線文風の文様を施す。

小  結

以上、早期から晩期に至る大まかな分類を試みたのであるが、最後に今回の調査で得 ら

れた成果、編年上の位置、今後の課題等、若干述べて結びとしたい。

島恨県に於ける早期の土器は従来、棋道遺跡の押型文土器、菱根ヤノンバ遺跡の「縄文

地繊維土器」、佐太講武貝塚に代表される条痕文土器等が知られていたが、今回の調査で

検出された早期の土器は、菱根ヤノンバ遺跡、佐太講武貝塚の土器と共通する要素を備え

ながら、他方で若干異る点 も備えている。つまり、早期C類 とした土器は表面が縄文、裏

面に条痕文を施文する土器で表裏に縄文を施す菱根ヤノンバ遺跡の上器 とは区別され、早

期A類、B類の条痕地土器 も繊維の混入度、器肉の厚み、A類での凸帯貼付等、佐太講武

貝塚の上器とは区別される。佐太講武貝塚では器厚は薄手化の傾向をみせ始めていること

か ら、今回の早期A・ B・ C類はより古式の特徴を備えていると考えられ、概ね早期末に

位置付けられる。
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前期の土器は器厚が全体的に薄手となり、文様 も多様化し、押し引き文、貝殻腹縁文、

条痕文、爪形文、刺突文、凸帯文、縄文が認められるが、縄文地の土器は極めて少ないと

いうことがいえる。前期A類、E類は文様構成が類似し、横と斜めに幾可学的に構成され

ており、クネガソネ講筏谷遺跡出土土器とよく似ており、前期B類は羽島下層式に近い。
(註 7)    (註 8)

前期D類 としたものは宮尾式、磯ノ森式 とほぼ同じ時期のものとみてよかろう。
(証 9)

後期の土器は初頭から終末に至る土器が出土したが、内容的には島遺跡で出土す るよう

な磨消縄文などが欠落しているようであり、いまひとつ明確さを欠 く。

晩期はA類～ F類に分類 したが、精製土器の晩期A、 B類を除く粗製土器は概ね晩期C

類が前半代、晩期D類～ F類が後半代に位置付けられる。このうち後半代の三類は、口唇

・ 凸帯・器面調整に僅かな変化が認められる。これを時期差 とみれば、口唇刻目と刻目凸

帯一→刻目凸帯一→凸帯 という図式が成立する可能性 も存在し、晩期D類か らF類への移

行 も考慮される。しかしながら、器面調整においてみると、概ね条痕から擦痕へ という流

れは窺えながらも一律ではなく、晩期 F類に於いてさえ条痕文を残している。

次に弥生式土器との関連について考えてみると当遺跡に於いては充分に把握できなかっ

たが近年、山陰地方では各地で晩期縄文式土器と前期弥生式土器とが同一遺跡か ら検出さ
(註10)

れ注目を集めている、島根県では松江市の石台遺跡、鳥取県では羽合町の長瀬高浜遺跡な

どが代表的な遺跡であるが、とりわけ長瀬高浜遺跡に於いては、筆者のいう晩期 E類 と類

似する刻目凸帯土器の凸帯下部に口縁 と平行してヘラ描き洗線文が施されてお り、前期弥

生式土器 との関連を暗示しているといえよう。 (卜都吉博)

註 1 宍道正年『島根県の縄文式上器集成 I』 (昭和49年 )

2 註 1に 同じ

酒詰仲男・石部正志  「島根県菱根遺跡発掘報告」同志社大学吉文化調査国『出雲古文化調

査団報告書』 (昭和34年)

3 山本 清  「佐太講武貝塚」『講武村誌』 (昭和30年 )

4 註 1に同じ

5 註 1に同じ

6 藤田憲司 。間壁蔑子・間壁忠彦「羽島民塚の資料」『倉敷考古館研究集報』第■号 (昭和50年 )

7 註 1に同じ

8 鎌木義昌・池田次郎「岡山県磯ノ森貝塚発掘報告」『吉備考吉』81.(昭 和25年 )

9 間壁忠彦・潮見浩「山陰 。中国山地」『 日本の考吉学』Ⅱ (昭和40年 )

10 清水真一氏から教示を受けた。
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表 1縄 文 式 上 器 一 覧 表

器 種
挿 図
番 号 分  類 手 法 の 特 徴 胎 土 色 調 焼 成 出土 地 点

深 鉢 11--1 早一A
凸目

い
刻
な
文
文

帯
で
痕
痕

凸
様
条
条

け
は
り
り

付
裏
下
下

り
み
右
左

貼
厚
‥
‥

唇
の
面
面

口
帯
表
裏

繊維と砂粒を含
む

黄褐色 I Ell-3

深 鉢 11--2 早一A
曇景告警

雫好控為異呈鶏
帯

繊維と大きな砂
粒を含む

茶褐色 ややもろし I Ell-1

深 鉢 11--3 早―A
要普学案攘隻

凸帯と亥」目
裏面 :豊

甜伊
押圧痕 (太 く

大量の維繊と若
干の砂粒を含む

黄褐色 ややもろヽ I F12-2

11--4 早―A 製撃琴興縦実帯 維繊・砂粒雲母
を含む

黒褐色 ややもろし I D12-1

11--5 早― B
表面 :右下 りの条痕
裏面 :横位条痕 繊維と若干の砂

粒を含む
暗掲色 良 好 I F14-2

配18

11--6 早―B 嚢吾::霙壇懲奮蜃干右斜
繊維と2肋大の
砂粒を含む 暗褐色 良 好 I G14--4

11--7 早―B 表面 :左上 りの条痕
裏面 :横位条痕

若干の繊維と砂
粒を含む

暗掲色 良 好 I F14-2

11--8 早―B
風化著しい
裏面 :指圧痕
輪積み

繊維と若千の砂
粒を含む

黒褐色 良 好
Ⅱ F12-3

11--9 早― B
痕
痕

条
条

の
の

位
位
じ

横
縦
感

‥
‥
な

面
面
厚

表
裏
重

若干の砂粒を含
む

淡黄灰色 良 好 ⅢG-lo

11-10 早― B 表裏 :条痕文 若干の砂粒と雲
母を含む 灰 色 良 好 Ⅲ E-13

11--11 早―D
表面 :半割竹管状工具と考
えられる沈線が縦横に施さ

絡農み 
面 :横位の条痕

小さな砂粒を若
千含む 茶褐色 良 好 I E14-4

11-12 早―C
表面 :斜縄文
裏面 :横位の条痕
補修孔あり

若平の繊維と
2肋大の砂粒を
多く含む

茶褐色 良 好 I G14--2

深 鉢 12-1 前一A

表面 口縁部に凸帯上部、
凸帝上には押引き沈

督碁雫び赤桑濃
下部

右下りの条痕、口唇
は横位条痕

裏面

1筋前後の砂粒
を含むが良好 黄褐色 良 好 I Fll-4

深 鉢 12-… 2 前一A
線
施
物
痕

沈
に
化
圧

き
状
炭
指

引
弧

ｏは

押
と
る
面

向ヽ
い
裏

帯
か
方
て
の

凸
痕
横
れ
着

に
条
が
さ
付

部
‥

縁
面

口
表 比較的良好で若

干の砂粒を含む 灰  色 良 好 Ⅲ F14-2
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出 土 地 点算腎十分 類

前一 B

器 種

深 鉢

深

深

良 好
lmμ

4

|

I E12-2

前一A I口縁部貼り付け

持暑

1念

答恋
の砂粒

 1黒

褐色

 1良

 好

表面 :口縁部に凸帯・折り
返し凸帯か、その上
に押圧痕あり、表壁
面下方にかすかな条
痕、2つの突出あり
全体になめらか、右
下りの刺突痕列と痕
行に押し引き状の沈
線

裏面 :横位の条痕、押圧痕
一

Ｉ

Ⅱ Ｅ

一

3肋-0.幼紗
粒を合む

前一D I嚢唇:緩経お簗群
条痕

 |↑
さな砂粒を合

12-151 前一D
幅1.5翻の爪形文が 2帯
裏面 :炭化物付着 観砂粒

を多く合
1茶

 邑 良 夕r lIF■

深 鉢

1呻 1巌

E醗

警
ポ

鄭 良 好 I I E12-2

-30-

前一E



1色
調

褐 色

焼 成
|

良 好

出 土 地 点

I Ell-4

13--4 前一EI貼 り伽 )齢 般 文
李魯窓

砂粒を若
1暗

褐色

IB二
了
1扉準腕諄 恵

干の砂粒を合

1灰
黄色

良 好

良 好
ID脇

-2

劉ど空:■_l」f_丘 Li
1憾

―掲 前 EI表 面 :連続刺突が縦に施文 砂
J笠 1坐 1黄

灰色 良 好

I E12-3

良 好 WDll

茶褐色 1良 I D13--1

褐 色
1良

IG■-3

I E14-2

良 好
1配

■-1

1良

深鉢
1蜘

「
Fr酢甲腕

卜5卜F鬱働諦
1効大の砂粒を
若干含む

表
裏
　
　
　
　
一　
表
裏一脚櫛

一
３
多

”
を

肋
粒

２
砂

「

―
―

―

―

―

―

一

８

　

一

一
　

一

・３

　

一一



器 種

深 鉢

深 鉢

挿 図
番 号

14--1

14--2

|

十分 類
|

十 後一A

|

十 後一A

表面 :太い直線の沈線文で
区画された縄文と無
文帯

裏面 :条痕文、磨消縄文

器面の風化著し く調整不
明、器表面に太い(7効大)

沈線が横位斜位に走る

胎   土

大きな砂粒を含
む

1朋～ 2肋の砂
粒を多量に含む

|

1色
調

茶褐色

暗灰色

焼 成

良 好

良 好

出 土 llL点

I Ell-4

Ⅱ D13

浅鉢 14--3 後一A 表面 :磨消縄文
風化が著しい

砂粒を多く含み
雲母も若干含む 黒 色 ややもろし Π F12

鉢 14--4 後一A
裏面 :太い沈線が 3本施さ

れている (巻貝か)

1～ 2翻前後の
砂粒を若千と雲
母を含む

黄褐色 良 好 I D14--1

深 鉢 14--5 後―A
波状口縁
表裏面 :地文は不明
沈線は巻貝を利用し太 く深
い

1～ 2効の砂粒
を含む

褐色土 良 好
G13--2

鉢

一
鉢

・４． ６

　

一　

・４． ７

後一A

後一A

表面 :太 くて浅い沈線を施
す

波状口縁
表面 :太い沈線を施す

大きな砂粒を含
む

砂粒を多く含む 的一一　触

好良

良好である
が風化著し

Ⅱ D14

1G12--2

鉢 14--8 後一A 表面 :太い沈線がみられる 多く砂粒を含む 黒 色 やや不良
Ⅲ C12

浅 鉢

14--9

14--10

14-11

14--12

後―A

後―A

後一A

表面 :巻貝による太い沈線

表面 :渦巻状の沈線を施す

表面 :沈線文

把手状口縁
表面 :コ 字型の洗線文を施
す、2ケ 所に子しがある

砂粒を多く含む

小さな砂粒を多
く含む

小さな砂粒を含
む

砂粒を多く含む

1黄
灰色

1灰
褐色

暗褐色

1黄褐色

嘲　一一　申
風化が著 し
い

わ>た い

Ⅱ C13

1 Dll

Ⅳ G13-1

1D12--3

鉢 14--13 後一B
口縁頂部に小穴、磨消縄文
器面風化

3筋大の砂粒を
若干含むが良好

黄福色 良 好 I F13-3

鉢

深 鉢

深 鉢

鉢

14-14

14--15

14--16

14--17

14--18

14-19

後一B

後一B

後一B

波状口縁
太い沈線文

波状口縁

把手状波状口縁

口縁外側に鋸歯状の沈線

表面 :右下りの単節斜縄文
輪積み

波状口縁

1碧竿香3砂
粒を

1魯
慾
大の砂粒を

1砂
粒を多く含む

1砂
粒を若千含む

1多留き?砂
粒を

1砂粒を若干含む

茶褐色

黄福色

茶褐色

茶灰色

黒褐色

茶褐色

戦
一勲
一勲
良 好

良 好

良 好

I I F13-4

|
1 ⅢG13-1

11G12-3

1 Ⅳ Gll

Ⅳ G13

1 Ell
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器 種
|

深 鉢
|

浅 鉢 |

雲署
|

14-20 1

14-21

分 類
|

後一B I

|

後一B I

手 法 の 特 徴  |

表面:鞣
握藉酪尾髪を晃写

|

表面:を

3を現昏レ瞑證賀|

胎 土
|

3～ 4翻大の砂
|

粒を若干含む

若子の砂粒を含
む

色 調
|

黄褐色
 |

灰褐色  |

焼 成 |

良 好 |

良 好

出 土 地 点

I D12

Ⅱ Fll-1

鉢 14--22

15--1

Ｂ

　

一
　

　

Ｃ

後．
　

一　
　
後．

表面 :口縁部の若干下った
所に亥」目凸帯

表面 :右下りの沈線文
ミガキ、風化著しい

裏面 :炭化物付着

1肋大の砂粒を
多く含む

靱
謳

良 好

良 好

15--2 後一C 表面 :沈線で画す磨消縄文 砂粒を若干含む 灰黄色 良 好 Ⅲ F14-4

小型浅鉢 15--3
口縁部裏面に断面菱形のⅣi

付凸帯、口縁部表面には凸
帯状がかすかにある

2翻大の砂粒
を含む

暗褐色 良 好 Ⅲ

15--4 後―D 裏面 :口縁に刺突
小さな砂粒を
若千含む 淡黄灰色 良 好 Ⅱ D12-2

深 鉢 15--5 後―D 口縁裏面 :竹管の刺突文
擦痕

砂粒を多く含む 淡黄灰色 良 好 Ⅲ D14

深 鉢 15--6 後―D ワ撰皇賓雇よ奢期臭
サカク若平の砂粒を含

む 黄褐色 良 好 F12-1

深 鉢 15--7 後一E 裏面 :条痕文
補修孔あり

小さな砂粒を多
く含む 灰 色 良 好 Ⅱ D14

深 鉢 15--8 後一E 裏面 :口縁直下指による押
圧、無文

1肋大の砂粒を
多く含む 黄灰色 良 好 Π Fll一 -14

深 鉢 15--9 後一E 口縁先端刻目
口縁表裏面 :ナ デ

若干の砂粒を含
む

黄褐色 良 好 I E13-3

深 鉢 15--10 後二E 表裏面 :横位条痕
口唇刻目

小さな砂粒を多
く含む 茶褐色 良 好 I F14-1

浅 鉢 15--11 後一F
表面 :口縁部刺突を起点と

する細い沈線が口線
にそって 3本走る

存五?霧甚岳粒
を含む

面

面

表

内

褐

褐

黒
色
茶
色

良 好 Ⅲ F12-3

浅 鉢 15--12 後一G 沈線が 2本 (横位)施され
ている

緻 密 黄褐色 |ややもろし I D13

浅 鉢 15--13 後一G
表面 :横位の凹線文
風化著しい
輪積み

若干の砂粒を含
む

淡褐色 良 好 Ⅱ F12

浅 鉢 15--14 後一G 文線
い

凹
し

‥
著

面
化

表
風 砂粒を多く合む 黒褐色 良 好 I G14--1

高脚付き
浅鉢

15--15 後一F
脚に透しを2穴開けて束∬突
を起点とする沈線が4本施
してある

小さな砂粒を含
む

灰 色 良 好 Ⅲ F14-3

15--16 後―G
表面 す走

　
線

横
　
沈

本
線
い

２
沈
太

に
い
に

部
さ
部

縁
小
縁

口
る
口裏面

1肋大の砂粒を
多く含む

茶 色 やや不良 I D12
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挿 図
番 号 分  類 手 法 の 特 徴

1胎
土

1色
調 焼 成

1出
土 地 点

砦静
大砂 粒 を

灰 色
1良

好
IШ

F14-4
115-17

後―G 表面 :口縁部先端にかすか
に2本沈線がある

観
砂粒

1多
く合

1淡
茶灰色 良 好

後一F

浅 鉢 16--1 晩―A

浅 鉢 晩一A

浅 鉢
 116-3

晩一A

深 鉢

曾冒:]:父号身目喜tl首」り
口縁内側には一条の
不明な洗線

口唇に勾玉状突起
精製土器
口径16.7M
胴部最大径19。 4翻

1効大の砂粒を
若干含むが良好

Ⅲ E12-4

ⅢG■ -2一卜

口縁内面に二条の凹線
  1砂

*立 を多く含む
1灰

黄色
 1良

 好
 IHD14

16-4 1 1晩 ―A 口唇裏面に沈線文
    1砂

粒を多く含む
1淡

灰褐色
1良

 夕F IⅡ D13

浅

浅 鉢

1挽一B

16--9 晩―B

含を粒砂の干若
む

痕
器

擦
土

‥
製
み

面
精
積

表
半
輪

1暗

灰色 良 好

 IⅡ

E12

1零目i孝詈阜雰憲拷ξ
痕
 1甜
蛉 む 良 好 I Fll-3

表裏面 :ヘ ラ磨きか
精製土器

深 鉢
|“

‐ 11晩 C

|口
51晩 C

16--13

1蠅
を多く含む

1級
色

1良
好

l m3
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ゴ _三 ‖́_量 旦 ヒ _豊 L手
法 の 特 徴

深 鉢 117-3
|

|

|

深 鉢 |]7-4

押圧痕か

良 好  IⅡ Fユー 2

1 
胎 色 調

若干の砂粒を含
む

黄灰色 良 好

2肋大の砂粒を
多く含む

1～ 2肋の砂粒
を多く含む、若
千の雲母を含む

暗灰色

灰  色

多く砂粒を合む

多量の砂粒と若
干の雲母を含む

黄灰色 良 好

焼 成
1出

土 地 点

1晩―D

表面 :凸帯より上部は指圧
痕 条痕文

裏面 :口縁部つまみ上げ
刻目は口居と凸帯に
2段に施す、条痕文
貝状工具

一‥
ⅢG■-2

Ⅱ D14

Ⅱ Ell

II)12--2

晩―D I圏最]点奪写言登讐≧ユ旨

砂の
む

大
含

肋
く

４
多

”
を

１
粒

深 鉢 17--6

深 鉢 Ｔ｝
一

７． ．

一
　

　

１

砂粒を多く合む

表面 :凸帯を即iり 付けた後
条痕

肉面 :口縁つまみ上げた後
条痕

凸帯の刻目は先端S字状工
具による胴部表面に炭化物
付着

1～ 4肋大の砂
粒を含む

1兜― E

表面 :口縁部凸帯上左下 り
にに細い刻日間隔狭
し、凸帯下方に擦痕

裏面 :横位条痕、その上に

砂粒を多く含む
晩一E

砂粒を多く含む
0.5-1.5翻大

面 :口縁部に凸帯、凸
上に刻目

晩一E 右下りの条痕、押圧
1～ 2翻大の砂
粒を多く含む

:横位に走る条痕
2朋大の砂粒を
多く含む晩―E

則的)

刻目はヘラ状工具

- 35 -―



器 種

深 鉢

雲彎十分 類

17-131 晩一E

灰 色
深 鉢

表面

裏面

条帯凸
　
痕

目
　
条

刻
器
の

土ヽ
り

痕
文
下

擦
痕
右

ナ部
文
は

2励大の砂粒を
多く含む

具工

デ
　
状

口縁面
面
目

鞭　一絲

良 好

|づ

豚

嘲　一　韓
色
灰

黒
黄

粒
表
な
し

の
神
中
簾

＞

２
を
面
い
い

深 鉢

1呻 |

晩―E

深 鉢 118-21 晩一E

深 鉢

 118-51 
晩―E I巨

骨言:§み長鰯 :1多
留査3砂

粒を

良 好 IVG13-4

Ⅲ Ell

ED■

ⅡD■

I Fll-3

Ⅱ D14

ⅢG13--7

良 好  I ⅣE14表面 :条痕を施した後凸帯
貼付、刻目はヘラ状
工具で巾は狭い、間
隔は不定

裏面 :口縁部に指圧痕 (凸
帯の押え付け)

員
帯
は

貼
具

を
工

帯

ヽ

凸
く

目
狭
み

痕
刻
が
積

擦
に
巾
輪

‥
部
は

面
縁
目
か

表
口
刻
殻

多くの砂粒を含 1黄灰色
む      |

深 鉢 118-41 晩―E 砂粒を若千含む

砂の
む

大
含

筋
く

４
多

”
を

１
粒

砂粒を多く含む

表裏面 :指圧痕、擦痕、凸
帯の刻目は粗雑で細く間隔
不ぞろい、貝を利用
凸帯上に擦痕

深 鉢 118-6晩 一E蟄
曇甲

鷲 腱 床

輪積み

 1勇目色§
長による押圧

晩一E I尊

言テ

上善構良花赫付着

暗茶褐色 1良 好

13-101 晩一E
表面 :口縁部凸帯、刻目 (

浅い)

その他の調整は不明確

18-■ 1 晩一 E

0.2～ 1.5湖大の
砂粒を多く含む

0.5～ 2胸 大の
細砂を多く含む

ⅢGll-2

良 好  I I D13

栗露ネЙ箸摂大響民生賢甲1多留香3砂
粒を
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器 種
挿 図
番 号 分  類 手 法 の 特 徴 胎 土 色 調 焼 成 出土 地 点

深 鉢

|

深 鉢

|

|

深 鉢 |

深 鉢

|

深 鉢 |

深 鉢

18-121

|

呻
|

|

18--14

18--15

18--16

18-17

1兜―E

晩―E

I晩―E

晩一E

晩一E

1兜―E

表面 :口縁部凸帯刻目(1.5
傷間隔)

裏面:寝斜粂覆
表面 :口縁部に凸帯刻目

貝殻状工具
擦痕、押圧痕、接合
痕

裏面 :調整は不明確

表面 :口縁部に凸帯ヘラ状
工具による刻日、条
痕、炭化物付着

裏面 :右下 りの条痕、押圧
痕

表面 :口縁部先端に狭い間
隔の亥」日、凸帯上部
に横ナデ

裏面 :押圧痕

表面 :口縁部凸帯、刻目
(浅 く狭い)

沈線状痕が横走 (先
の鋭い工具)

表面 :口唇から直に凸帯を
巡らす。刻目は先端
断面が波状を程す工
具 (2枚貝)、

表裏 :擦痕

砕線 |

μ躙|
|き

響黍貿懲
粒を

1砂

粒を多く含む

勝髯混為響F巻む

1盲
7阜そ拿:ミ|

淡灰色

暗灰色

淡茶灰色

灰 色

黄茶色

茶褐色

良 好
|
|

良 好

良 好  |
|

1良
好

|

良 好

良 好

Ⅳ Ell

ⅡE■

Ⅳ

ⅢD13

Ⅲ C12

I E14-3

深 鉢 18--18 1晩一 E

つまみ_Ltヴ と探痕、凸帯は
口唇から炭化物が表面に付
着
亥」目は細い線状
(ヘ ラ状工具)

1筋大の砂粒
(石英・長石他)

を多く含む

黄灰色 良 好 巨E13

深 鉢 18--19 晩一E
表面 :刻目凸帯
裏面 :右下りの条痕文

1～ 3翻大の砂
粒を多く含む 黄灰色 良 好 Ⅲ D14

深 鉢 18--20 I晩―E

口縁外向には山帝鮨付 く厚
く、広い)、 刻目は細く、
浅く、間隔不ぞろい。
(ヘ ラ状工具)

表面 :縦・横に砂粒の動き
(工具不明)

裏面 :指圧痕による凹凸が
著しい

炭化物付着 輪積み
(複原口径15,1翻 )

若千の砂粒を合
む

黒褐色 良 好 Ⅱ E14

深 鉢 19--1 晩一F

表面 :口縁部凸帯上の上部
に擦痕、凸帯下方に
右下りの擦痕

裏面 :左下りの擦痕
表裏に指圧痕

砂粒を多く含む 灰  色 良 好 E D13

深 鉢 19--2
Hrt― F

表面の凸帯部の下は右下 り
の擦痕、日縁部凸帯には指
圧痕
裏面 :横位条痕 (1開巾)、

圧痕
表面に若干の炭化物付着
刻ロナシ
輪積み口層から凸帯貼付

砂を含む

鞭瑚
良 好

コF12



雲 署 十分 類 手 法 の 特 徴 1胎 土 色 調 1焼 成 1出 土 地 点

19-51 晩―F
表面 :口縁部に凸帯、擦痕
裏面 :横位の条痕 み蔑B響恋

の
 1茶灰色

19-41 晩一F

灰 色 1良 好

深 鉢 119611比―FI麺
:展

経選鋸
凸帯

1麺
:異

矮
部鮒 F細卸 砂粒を含む  1淡黄灰色 1良 好

表裏とも擦痕、口縁都凸帯
は擦痕を施した後即iり 付け

深 鉢

 119-91 1晩

一F
表面 :口縁部に則i付凸帯。

その下方に擦痕、押
圧痕

裏面 :擦痕、押圧痕

表面 :痕帯上に横位の擦痕

砂粒を含む

砂粒を含む  1灰 色

を多卑響3砂
粒

1黄
灰色 良 好  |コ F■-1

底 部 119_H
薯
票
魯看優

若千の炭化物付
1竿督3砂

粒を若

1黄

灰色

器 種

深 鉢

底 都 19--13

んでいる

表面 :擦痕
中凹み底

風化が著しく、細部
の調整不明

炭化物付着
中凹底

痔ひ言巨覧皆き撲?縫写
貼

|

細砂を多く含む 白灰色

砂粒を含む

黄灰色多を粒砂な
み

き
含
良

大
く
不

晩―E
器土文線

勤
勁

痕
沈
１４
２３

擦

径ヽ
径

‥
帯
帯
帯

面
凸
凸
凸
み

裏
目
部
部
積

表
刻
上
下
輪

1筋大の砂粒を
含む

灰 色

表面 :快位条痕叛1日

裏面 :刻目
3肋程度の砂粒
を多く含む

黒褐色 良 灯

1嚢露:宝覇上寝念房条痕
1輪積み

下部一右 Lり の条痕

面 :黄
大小の砂粒を若
千含む

色
裏面 :黄

ⅡF―■3-4

深 鉢

深 鉢

―- 38 -
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器種
1雲 署十分類 1手 法 の 特 徴 色 調 1焼 成 1出 土 地 点

口唇部に刻目
口縁表面に畔i付凸帯刻目 砂粒を多く含む

刻目は2枚貝に よ る もの
か、断面はW状 恋干

の砂粒を合
1灰
 色

緻 密
    1黄

灰色

IⅢ
叫 ワ

I 

ⅡF13-2

好初
　
一　
好
　
一　
好
　
一　
好
　
一　
好

表面 :条痕刻日
惑多 答々3砂

粒

1黄
灰色

ゑ留誉3砂
粒を

1黄
褐色 I F12-3

表面 :刻目は凸帯と口唇に

≧響恋審撃督患1黒
褐色2段

刻目は断面がW状
裏面 :指圧痕

深 鉢
 120-81     1房 冥掻

亥」目表裏面共に横位

深 鉢

 120-91     1編
覆叛

よる刻日、無文土器 暗福色  1良 好  I ⅡF12

深 鉢

1肝
■

| 蜘嚇鱒一硼ｍ雑
1砂

粒を若千含む

|

黒褐色  |ややもろし

1砂

粒を含む
1締呵良好

若干の砂粒を含
む

沈
文

る
付

よ
貼

に
の
圧

具
状
押

エ
ブ
る

状

コ
よ

いフ

ヽ
に

へ
線
指

面
　
面

表

裏

1魯慾
大の砂粒を

1黄
掲色

砂粒を合む20-141     1吾唇亀畳真幣掻蔑しく、裏 茶黒色  1良 好  IⅡ A7

1裂
昌?籟

貼蜘蝦拗ゞ
1奔き患

蠅を多
黒褐色 ややもろヽ

黄褐色 良 好 I E12-4

暗灰色 良 好 HD■ -12

一
Ｆ

３
Ⅱ
血

表裏面 :横位の条痕

表面 :縦位の条痕、細い沈
線が横走

裏面 :調整は不明確

3朋大の砂粒を
所々1肋大の砂
粒を多く含む

1蜘 |

励御
５”２修

０
．粒

表面 :左下 りの焼線
裏面 :不定方向に条痕文

大粒の砂粒を含
む
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2弥 生 式 上 器

弥生式土器は本遺跡出土遺物中最 も量が多く、コンテナ約150箱分ある。 これらは前期

重形土器の一部を除いてほとんど破片の状態で出上してお り、全てにわたって時期を考え

ることは困難であるが、日縁部片や文様をもつ もの、手法のわかるものが約 3,000点 あり、

これらを大 きく前 。中・後期に区分し、発掘区ごとに出土点数を示すと表 2の とお りであ

る。これによると最下流に位置する第 1調査区から全体の約64%が 出土してお り、あと第

Ⅲ調査区、第Ⅱ調査区の順で、上流部にあたる第Ⅳ調査区ではわずか 4%の 出土をみるに

すぎない。時期別にみると前期63%、 中期32%、 後期 5%と なってお り、前期が圧倒的に

多く、後期の ものはきわめて少ない。前期の上器のみについてみると第 I調査区で59%と

最 も多 く、あと第Ⅲ調査区で23%、 第Ⅱ調査で14%、 第Ⅳ調査区で 4%出土している。中・

後期の上器はいずれ も第 I調査区に集中して約73%も 出土してお り、他の調査区ではきわ

めて少ない傾向にある。このほか、第Ⅱ調査区と第Ⅲ調査区では前期の重形土器が完形あ

るいはそれに近い状態で10数個体出土していることが注意される。このことは第Ⅱ・Ⅲ調

査区付近に前期の遺構の存在した可能性 も考慮されるが、いずれの調査区出上の上器 も各

時期の ものが混在して出土してお り、かつ前期の土器でも量的に最 も多い甕形土器に完形

に近い ものがほとんどみられないなど一概には遺構の存在を考え難い。さらに第27図 17の

鉢形土器 (第 Ⅱ調査区 E13と 第Ⅲ調査区C14出 土土器片が接合)、 第27図 18の鉢形土器 (第

Ⅳ調査区 E13と 第Ⅳ調査区G14出 土土器片が接合)、 第32図 3の壼形土器 (第Ⅲ調査区D

12と 第Ⅲ調査区 E13出土土器片が接合)、 第35図 23の高不形土器 (第 I調査区Dllと 第Ⅲ

調査区D14出 土土器片が接合)な ど

のように同一個体の破片が速いもの

では直線距離にして 約200物 も離れ

て出土するなど、原位置を失ってか

な り移動していることがkLlら れる。

また、大部分の土器片は破面および

器面がかな り磨滅してお り、調整痕

や文様の不鮮明な ものが多い。した

がって、少なくとも弥生時代に限っ

て言えば今回の調査区ではいずれ も

原位置か ら移動している可能性が強

く、調査区にはど近い周辺に遺構が

表2 弥生式上器出土点数一覧

I区
IⅡ

区

重

甕

蓋

前
　
期

咽

731

1,184

10

1,925

443

507

34

984

138
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存在するか、調査区内に遺構が存在 していたとしても決水等によりかな り破壊されている

ものと推定される。とすれば、完形に近い状態で遺存 していた前期壺形土器は造 り方、形

態、焼成等、少々移動して も破損しにくい要素をそなえていたとも考えられる。

以上のように本遺跡出上の弥生式土器は、出土状態、遺存状態などか ら原位置を失って

いるものと考えられ、各時期のものが混在 しているので共伴関係は不明であるが、これま

で当地方で行なわれてきた弥生式土器の変遷をもとにその概要を記すことにする。

前 期 の 上 器

器種 として壺形土器、

甕形土器、鉢形土器、

蓋形土器がある。

壺形土器 形態から

大 きく3種に分けるこ

とができる。

重A(第 21図 1～ 4、

6～ 8、 11～ 18、 第22図

1-28、 9再 23唇召7ハ∀10、

24、 25)イよ口縁菩Бがゆ

るく短かく外反し、頸

部が「ノ(」 字1犬 |こ 開き、

胴部は扁球形に大 きく

張 り出し、安定した平

底におわるものである。

ほとんど例外なく外面

はていねいなヘラ磨 き、

内面は刷毛目のあとナ

デあるいはヘラ磨 きで

調整され、器面にはあ

まりあらわれていない

が断面をみると大粒の

砂粒を多く含んでいる。

無文の もの もかな りあ

るが、文様は日縁部 と

表3 弥生前期壷の文様構成  (・ 個休数を示す)

刻み日無し

亥Jみ 目あり

帯上沈線

貼り付け

凸帯

_L_

-41-
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第24図 弥 生 式 上 器 拓 影 (1)
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頸部、頸部と肩部の境に区分文様 としての段をつけた ものが最 も多い。段は 1条のヘラ描

沈線を入れたのち削 り取った もの、刷毛目原体あるいはヘラ状工具でつけた もの、折 り返

して段状にした ものなどがある。また、段に 1～ 2条のヘラ柏沈線を加えた り、さらに羽

状文やまれに重弧文、本 ノ葉文杉つけたもの もみられる。羽状文は貝殻腹縁によるものあ

るいはヘラと貝と併用した ものが多く、ヘラのみによるものは少ない。木ノ葉文はX字状
(註 1)

の対角線をひいて、これをtlllと して木ノ葉形を描 くいわゆる新しい型の ものである。

次に量的に多いのは日縁都 と頸部の境あるいは頸部にヘラ描沈線を入れた ものである。

このうち 1～ 3条の沈線を入れたものが大半を占め、 4条以上の多条の沈線を入れた もの

は少い。そのほか少数ではあるが、削 り出し突帯をもつ ものと貼 り付け突帯をもつ ものが

ある。削 り出し突帯としたものはまず 2～ 4条のヘラ縮沈線を入れ、そのあと上下の沈線

部分を浅 く削 り取って突帯状にした ものが多く、頸都あるいは肩部につくり出されている。

畔iり 付け突帯の多 くは肩部あるいは胴部最大径付近につけられ、刻み日のあるものとない

もののほか、やや幅広い突帯を財iり 、帯上に 1～ 2条の沈線を入れた もの もわずかにみら

オ化る。

霊 B(第 23図 1～ 4、 6、 11～ 23)は 、日縁部がやや大 きく外反して開き、頸部は筒状

に長 くなるものである。この種の土器で完形,吊 はないが、肩部はあま り張 り出さず長胴形

になって平底におわる形態 と思われる。無文の ものおよび段移もつ ものはきわめて少なく、

頸部にヘラ描沈線を入れた ものが多い。ヘラ描沈線は 4条以 上の多条の ものが多く、なか

には 9条にまで達しているもの もみられる。また沈線文が頸部に螺旋状にめぐらされ、こ

の沈線間に竹管による刺突文をめぐらしたものが 1例 ある (第 23図 2)。 螺旋状の沈線は

Lか ら見た場合時計回 りの方向に同っており、回転台が使用された可能性を示唆するもの

である。ほかに貼 り付け突帯をめぐらす ものと削 り出し突帯をもつ ものがある。畔iり 付け

突帯は頸郡外面に数条めぐらされるが (第 23図20～ 23)、 内面にも同様な突帯をもつ もの

(第 23図 20・ 21)が ある。削 り出し突帯は壺Aの ものと同じく浅 く削 り出した ものである。

このほか竜 Bに特徴的なのは大 きく開いた日縁部先端に 1条のヘラ枯沈線を入れた もの、

それに加えて貝あるいはヘラで羽状に刻み目を入れた もの、斜格子文を施した ものが半数

近 くみられることである。櫛描直線文をもつ中期前葉の壺形土器の日縁端部に刻み目や斜

格子文が多 くみられることか らすればこの種の ものはより中期に近い要素といえる。

ほかに壺Aか Bか不明であるが、前期重 とみられる底部に 3条づつのヘラ描沈線を十字

形に施した ものがある (第30図 1・ 2)。

壺 Cは無頸壺で 3例ある。国縁部に 4条のヘラ描沈線を入れその下にヘラによる木ノ葉
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第28図 弥 生 式 上 器 拓 影 (動

文を施した もの (第 24図 1)、 ヘラ描沈線 と刺突列点文を交互にめぐらし、 日縁部の相対

する位置に 2個づつの孔をあけているもの (第 32図 7)、 日縁端部に突帯をつけて幅広 く

つ くり、肩部に貼 り付け突帯を 2条つけ、その下に貝殻腹縁による沈線文と斜格子文を施

した もの (第32図 20)な どで量的にはきわめて少ない。

甕形土器 小片が多いためなかには鉢形土器 もかなり含まれていると思われるが、弥生

式土器中最 も多い。口縁部は短 くゆるく外反し、胴部はほぼ直線的にすばまるもの もある

が、ややムくらんだのちすばまって平底におわるものが多い。日縁部が肥厚 して逆 L字状

になるものも少量みられる。調整はほとんど内外面ともに刷毛国が施され、胎土中には大

粒の砂粒を合むものが多い。大 きく分けて口縁端部に刻み日をもつ ものともたない ものが

あり、量的には刻み目のないものが 3倍ほど多い。両者ともに頸部無文の もののほか 1～

10条 のヘラ橘沈線を入れた ものがある。ヘラ描沈線の条数を比較してみると数的には「
1唇

部に刻み日をもたない ものに 1～ 3条の沈線文が多く、刻み日をもつ ものに 4条以上の多

条の沈線文が多いが、顕著な差は示していない。沈線文以外の文様をもつ ものとして頸部

に段移つけたものと沈線文にヘラあるいは竹管によって刺突列点文を加えた ものがある。

７
Ｅ
」
口
６

ｒ
Ｌ
爾
７

・ヽ

　「
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第29図 弥 生 式 上 器 実 測 図 (7)

段はヘラあるいは刷毛目原体によって浅 くつけられたもので 8例 ほどあり、前期甕形土器

の 1%に も満たない。ヘラ描沈線に竹管あるいはヘラによって列点文を加えたものは52例

ほどある。ほとんどのものは 2～ 3条のヘラ描洗線を拙き、その沈線間に列点文を施す も

のであるが、三角形列点文はいずれ も5～ 7条の多条の沈線を描いた下に施されている。

沈線間に列点文を施す ものは小数例ではあるが壺 Bの頸部に同様の文様構成のものがみら

れる (第 23図 1・ 2)。 多条の沈線の下に三角形列点文をめぐらす ものは 中期前葉の甕形

土器にみられる櫛描直線文十三角形列点文の文様構成ときわめて類似していることが注意

さオ化る。

鉢形土器 文様、調整等甕形土器とほとんど同じであるが、形態 として口径に比して高

さの低い ものを鉢形土器 としてとりあげた (第 27図 9～ 18)① 小片が多いため甕形土器と

した ものの中にかなり含まれているか もしれない。

蓋形土器 量的にはきわめて少なく、 10例出土している (第 29図 )。 壺用蓋形土器 とみ

られるものは 4例 あり、いずれ も笠形を呈す。乳頭状のつまみを l lElも つ もの、 2個 もつ

もの、中凹みのつまみをもつ ものがある。いずれ も外面ヘラ磨き調整がなされ、胎土中に

大粒の砂粒を含むなど壼形土器と同様な特徴をそなえている。甕用蓋形土器とみられるも

のは大きく外方へ開く笠形の上器で 6例 ある。外面は刷毛目調整の ものとナデ仕上げの も

のがある。これら哲形土器のなかには中期のものも含まれている可能性 もあるが形態、技

法等によって今のところ区別し難いので一応ここで一括して取 り上げた。

以上、前朗の上器についてその概要を述べた。これまで弥生前期を大きく前半と後半に

分けて考えているが、負好な一括遺物がないため必ずしも明確な区分 とは言い難い。ここ

で も同様に共伴関係が不明なため組成や層位をもとに区分することはできない。ただし、
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第30図 弥生式土器実測図 (働

技法、文様、形態等を大雑把にみても、本遣

跡出土土器群中には少なくとも古い要素をも

つ ものと新 しい要素をもつ ものの二者は含ま

れている。苗い要素をもつ ものとしては重A

としたものの大半が考えられる。すなわち口

縁部がゆるく短か く外反 し、頸部が「八」の字

状に開き、胴部は扁球形に大 きく張 り出し、安

定した平底におわるもので、なかで も国縁都

と肩部に段をつけた ものがその典型といえる。

これに対して壺 Bと した ものは国縁部がやや

大きく外反して開き、頸部は筒状に長 くなる

形態で、口縁部先端に刻み目を入れ、頸部に

は貼 り付け突1=孝 や多条のヘラ描沈線をめぐら

す ものが多いなど、櫛描直線文をもつ中期の

壺形土器に近い要素を多くそなえていること

が注意される。これに関連 して、良好な一括

資料 とはいたないが、邑智郡瑞穂町のllk庵原

A遺跡承ちはほとんど壷Bにあたるものばか

り出土しており、相対年代を考えるうえで示

唆に富むものといえる。なお、前期で も新 しい要素とされる肖もり出し突帯や貼 り付け突帯

が壺Aと した ものの中に も少数ながらみられ、今後壺Aと どのような関係をもって出土す

るのか注意する必要がある。また壺Aに多 くみられる貝殻腹縁あるいはヘラによる羽状文、

重弧文、木ノ葉文などのはか無文のものを前期のなかでどのように位置付けるか今後の課

題 といえよう。

甕形土器と鉢形土器は多条のヘラ描洗線をもつ もの、多条のヘラ描沈線の下に三角列点

文を加えたものなど中期前葉のものに直接つながる要素をもつもの、あるいは重 Bにみら

れる沈線間に刺突アU点文を加える文様と同種の文様をもつものがあり、これらは前期のな

かでもより中期に近い新しい要素をもつ ものとして個々には指摘できる。ただし、大半の

ものは技法・文様 。形態等によって今のところ明確に区分できない。

中 期 の 土 器

器種として壺形土器、甕形土器、鉢形土器、高雰形土器などがある。
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壷形土器 全形を窺えるものはほとんどないが日縁部の形態から次の 6種に分けること

ができる。

壺A(第 31区 1～ 5)は 国縁部がゆるく外反し、端部にわずかな平坦面をもつ ものであ

る。文様 としては回縁端部にヘラによる刻み目、羽状文、斜格子文等を施し、頸部には櫛

描直線文、波状文、三角形列点文等をめぐらす ものである。頸部の直線文は 1単位 5～ 6

本の櫛状工具で文様の間隔をほとんどあけずに施 して幅の広い文様帯をつ くり出す ものが

多く、一帯づつ間隔をあけて施す ものは少ない。波状文は もっばら手先の動きによってえ

がくものである。日縁部の文様 と三角形刺突文は前期壺 Bや 、前期甕形土器にみられるも

のと同様の ものである。

壺B(第 31図 9、 ■、12、 15、 18～ 28)は 日縁部が朝顔形に大 きく開き、筒状の頸部に

つづくものである。日縁端部を上下に拡張し、そこに文様を施す ものが多い。つくり、形

態、大きさにはかな りの幅がある。施文の観囲、文様の多寡等を比較すると口縁部の内外

面に文様をもつ もの、口縁部の外面にのみ文様をもつ もの、無文の ものに分けることがで

きる。日縁部の内外面に文様をもつ ものは量的に最 も多く40数例ある。文様は半我竹管状

の工具あるいは輸状工具によって 2～ 3条の斜格子文が施される例が最 も多く、ほかに波

状文、直線文、斜行文、刺突列点文などがある。また、きわめて少数であるが、ヘラによ

る斜格子文、斜行文などもみられる。さらにこれらの文様に円形浮文や貼 り付け突帯を加

えたものもある。これら各種の文様は単独で用いられることはなく、ほとんど数種類の文

様を組み合せてにざやかに飾 られている。櫛描文のうち、一度 も櫛を上器面からはなすこ

となく描出する波状文や直線文は量的に少なく、単位文をえが くごとに櫛を土器面からは

なし、この操作を反復することによってたが く斜格子文、斜行文、刺突文等が多い。波状

文はすべて回転運動を十分利用して連続的にえがくものである。頸部まで残存 している破

片をみると、頸部に断面三角形の突帯をめぐらした ものや、それに刻み目を加えた もの、

指頭圧痕を加えた ものなどもある。

日縁部外面にのみ文様をもつ ものは27例 ほどある。文様 としてはヘラによる斜格子文、

斜行文がほとんどで、櫛描斜格子文等はきわめて少ない。このほか少数であるが 4～ 5条

の凹線文をめぐらしたものもある。これらは数種の文様を組み合せて用いられることは少

ない。

国縁部無文の ものは量的に少ない。全体に日縁端部の拡張度は少なく、頸部まで残存 し

たものをみると断面三角形の貼 り付け突帯や、指頭圧痕文帯をめぐらした もの もある。

壼C(第 31図 10、 13、 16.17、 29、 30、 第32図 3～ 6)は 口縁部が一旦大きく開いたの
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ちにやや肉湾し、日縁端部は上下に拡張するものである。この種の霊は文様構成のうえか

ら凹線文をもたない もの、凹線文に他の文様を加えたもの、凹線文のみの ものに大別でき

る。

凹線文をもたない ものは口縁端部の拡張部に斜格子文、斜行文などを施す ものが多く、

さらに口縁都外面に断面三角形の貼 り付け突帯をめぐらした もの もある。量的には少なく

7例ほどしかみられない。

凹線文に他の文様を加えた ものは最 も多く25例 ほどある。国縁端部の拡張部に 2～ 5条

の凹線文をめぐらし、その上にヘラによる斜行文、亥1み 目文や円形浮文、棒状浮文を力Hえ

たものが多く、斜格子文等はほとんどみられない。ほかに口縁端部の凹線文に加えて、内

面に凹線文と波状文をめぐらす ものもあるが全体として文様の繁繹さは薄い。
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凹線文のみをもつ ものはいずれも口縁瑞部の拡張部に 2～ 5条めぐらされるもので、20

例あま りある。

ほかに無文の ものが数例ある。

壺D(第32図 16～ 19、 22、 23)はやや外傾しながら直線的にのびて瑞部に平担面をもつ

口縁部の もので、全形を窺えるものはないが直日の壺になると思われるものである。文様

としては大別して国縁部外面に貼 り付け突帯をめぐらした ものと、凹線文を入れた ものと

ある。貼 り付け突帯は断面三角形のものが 3～ 5条めぐらされ、その上にヘラで刻み目を

入れた ものと無文のものがあり、日縁端部の平坦面には斜格子文を施したものもある。凹

線文は口縁端部の平坦面や側面に施されている。

壺E(第 32図 9～ 11、 21)は胴部が球形に張 り出す無頸壺で15点 ある。日縁端部は厚 く

平坦につくったものと、単純に丸くなるものとある。祟文のものが多いが、櫛描直線文、

ヘラによる刻み目文、刺突文、貼 り付け突帯、凹線文等をもつ ものがある。ほかに口縁部

に 2孔づつの周ヽ孔を穿ったものもある。

重 F(第 32図 12～ 15)は 口縁部上面に平坦面をもち鉢形にすばまる無頸壷。全形を窺え

るものが 1例 もなく、ここでは一応壺形土器として取 り扱ったが、あるいは鉢形土器にな

るか もしれない。20点ほどあり、貼 り付け突帯を 1～ 3条めぐらした上に刻み目や指頭圧

痕を加えた もの、櫛状工具による刺突列点文をめぐらしたものなどがある。なお、凹線文

をもつ ものはみられない。

甕形土器 前期の甕形土器に較べてかなリバラエティーに富んでお り、大きく4種に分

つことができる。

甕A(第 34図 1、 3、 4)は 日縁部がゆるく外反して胴部があまり張 り出さないもので、

形態は前期のものとほとんど変るところがない。文様は櫛描直線文のみのものや、それに

加えて三角形列点文、波状文を施したものがある。内外面ともに刷毛目調整を行 うものが

多い。

甕B(第 34図 2、 7、 9)は胴部の形態は甕Aと ほば同様であるが、日縁部が逆 L字状

に強 く折れるものである。量的にはきわめて少ない。文様 としては櫛描直線文に三角形列

点文を加えたもの、圧痕をもつ突帯と三角形列点文をめぐらしたものなどがある。

甕C(第34図 10～ 18、 第35図 1)は 日縁部が「 く」字状に折れ、胴部がやや張 り出す も

ので、中期の甕形土器のなかで量が最 も多い。無文のものが多いが、胴部中位にヘラ、櫛、

貝殻腹縁等による刺突列点文をめぐらす ものもかな りある。 ほかに、 頸部に指頭圧痕文

帯をもつ ものが 1点ある。調整は国縁部 ヨコナデ、胴部外面Flj毛 目、内面刷毛目のあとナ
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バ
を行 うものがほとんどで、全体に器肉が薄 くつくられていることが大きな特徴である。

なお底部まで遺存 している例はないが、胴部下半まで残った土器片をみると、胴部外面の

調整は上半が刷毛日、下半がヘラ磨 きのものが多い。

甕D(第 35図 2～ 19)は 日縁部が「 く」字状に折れて瑞部が上下に拡張し、肩部は強 く

張 り出す ものである。頸部に指頭圧痕文帯をもつものが40点、突帯のないものが50点 ほど

ある。頸部に指頭圧痕文帯をもつもので凹線文のないもの (日 縁部無文の もの 6点、日縁

端部にヘラあるいは貝殻腹縁による斜行文等を施したもの12点 )は 18点あまりみられる。

凹線文をもつ ものとしてはそれのみのものが16点 、日縁部の拡張部に 2～ 4条の凹線文を

入れた上に斜行文、円形浮文等を加えたものが 6点ある。

頸部に突帯をもたないもので、無文あるいは斜行文、斜格子文等をめぐらしたものは22

点、凹線文に斜行文等他の文様を加えたもの 7点、凹線文のみのものが23点ある。これら

は外面は刷毛目調整あるいはそのあとナデが行なわれるものが多い。内面は刷毛目を施し

たのちナデを行なうものが多いが、日縁部に凹線文をもつ もののなかに、胴部下半にヘラ

削 りを行なっているものがある。

鉢形土器 量的にはきわめて少ないが 3種のものがみられる。

鉢A(第34図 5)は 口縁部がゆるく外反し、甕Aに類似した形態のものである。日縁瑞

部に刻み日、胴部に末J突文、櫛枯直線文、波状文等をめぐらしている。

鉢B(第 34図 6)は椀形のもので日縁都は屈曲しない。氏部は径が小さくかなり厚 くつ

くられている。文様は国縁瑞部に三角形列点文、胴部に櫛描直線文と三角形列点文を入れ

ている。

鉢C(第 32図 24、 25)は器高の低い大形のもので、高郷形土器の邪部になる可能性 もあ

る。日縁端部の平坦面に斜格子文と円形浮文を施し、胴部に刻み目をもつ貼 り付け突帯を

めぐらす ものと、凹線文を入れたものがある。

高郭形土器 総数約35点 あり、邸部の形態から3種に分けることが出来る。

高lThA(第 35図 20)は底の深い椀形の邪部をもち、口縁部が逆 L字形に強 く折れるもの

で 2点ある。日縁部はヨコナデ、郷部内外面ともヘラ磨きがなされている。文様 としては

図示したものの日縁端部にヘラによる刻み目がみられる。

高邪B(第 35図 21～23)は浅い椀形のlTh部 をもち、日縁瑞部は厚 く平坦につくられるも

のである。高邪形土器の中では最 も量が多く23点あまりみられる。無文のものが 8点ある

ほか、日縁耳‖部に刻み目文を入れたもの、平坦面および郷部側面に凹線文や浮文を施した

ものなどがある。いずれも内外面ともにヘラ磨きがなされている。郷部側面に凹線文を入
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れたものは欠に記す高不Cに近い形態をもつ。

高不C(第 35図 27・ 28)は邪部がなかほどで「 く」字状に折れて直立あるいはやや内傾

ぎみに立ち上るものである。いずれも日縁部側面に凹線文を施し、内外面 ともヘラ磨 きが

なされている。

中期の土器についてもいまのところ同時性の強い一括遣物が少ないため明確な区分はし

難いが、補描文の出現、櫛描文の盛行、凹線文の盛行などを目安に前葉、中葉、後葉の 3

区分を行っている。
)

中期前葉の上器はヘラ描文が櫛描文に変るのが基本的な変化で、器形、文様構成など前
(註 5)

期のものに類似している。この期にあたるものとして磯近遺跡 (八束郡 東出雲町)、 鹿谷

遺跡 (仁多郡仁多町)、 大手遺跡 (松江市手角町)な どで少量ではあるが 比較的良好な資

料が出土している。なかでも夫手遺跡では櫛描直線文と三角形列点文移施した壺 。甕形土

器とともにヘラ描沈線と三角形列点文をもつ甕形土器が数点出土しており、ヘラ描文か ら

櫛描文への移行期の状況をよく物語っている。磯近遺跡、鹿谷遺跡出上の上器 も夫手遺跡

出土土器とほ1ぎ 同様な器形、文様構成をもつもので、施文帯が拡大 し、文様は頸肩部に集

中して 4～ 5本単位の櫛状工具を数回繰 り返して施文し、幅広い櫛描による直線文を主体

としてそれに加えて三角形列点文、波状文等で飾る。また、重形土器の日縁端部はわずか

に厚 くつくられ、刻み目文、羽状文、斜格子文等を施す ものが多い。この種の土器は本遺

跡では量的にあまり多くはないが、重A、 甕A、 鉢Aと したものがほぼ同様な特徴を示し

ている。なお、甕Bと したもののなかにもこの期に含まれると思われるものがある。

中期中葉は天神遺跡 (出雲市天神町)出土土器をもって位置付けている。天神遺跡では

濤状遺構 5、 土壊墓10が検出されてお り、そのなかには切 り合い関係にある遺構 もあるこ

からなお詳細に検討すれば細分できる可能性 もあるが、土器の特徴としては そう大 きな

違いが認められないから、ここでは一応一括して考えておく。天神遺跡出土土器の うち壺

形土器は朝顔形に大きく外反して開 く広口壺をはじめ直口壺、無頸壺など各種のものがあ

る。広国の壺は口縁部の内外面あるいは外面に斜格子文、波状文、刺突列点文、貼 り付け

突帯など各種文様を組み合せて飾 られる。直口霊は日縁部がやや外傾して直線 ざみにのび

て端部は平坦になる。日縁瑞部の平坦面に斜格子文、国縁部外面に断面三角形の貼 り付け

突帯、頸部に指頭圧痕文帯等をめぐらす。無頸壺は口縁部上面に平坦面をもち鉢形にすば

まるもので、無文のもの、貝殻腹縁による刺突列点文をもつもの、指頭圧痕文帯をもつ も

のなどがある。これらはいずれも内外面ともFT」 毛目のあとヘラ磨きあるいはナデによって

調整されており、ヘラ削 りはみられない。甕は日縁部がきつ く「 く」字状に折れ、胴部が
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やや張 り出して細 くしまった底部におわるものである。文様はほとんど施されないが、胴

部中位にヘラ、櫛、貝殻硬縁などに、kる 刺突列点文をめぐらす ものもある。日縁部はヨコ

ナデ、胴部は外面上半考刷毛目、下半をヘラ磨 き、内面用」毛目あるいはナデ仕上げの もの

が多く、ヘラ削 りを行ったものはみられない。高邸は浅い椀形の不部をもつもので、日縁

端部は厚 く平坦につくられている。無文で内外面ともにていねいなヘラ磨きがなされてい

る。これら天神遺跡出土土器を要約すれば、壺形土器は種類が豊富で、斜格子文、波状文、

突帯文等各種文様であでやかに飾 られるが、甕形土器は胴部の刺突列点文以外にはほとん

ど文様がみられない。また各器種にわたって凹線文はみられず、内面ヘラ削 り手法 も施 さ

れないのを大きな特徴とする。本遺跡では壺 B、 霊 D、 壺 F、高郷 Bの大部分をはじめ壺C

の一部や 甕Cと したものが 概ねこの箱Π壽に入るものと思われる。 このほか 高郷Aと した

ものは山陰では類lJlの 少ないものであるが、凹線文がみられないことや、この種の高年が

畿内第Ⅲ様式にあることなどから、これも中期中葉に合めて考えてよいものと思われる。
(註 10)

なお、山陰地方ではこの期の一括資料は量的に少ないが鳥取県米子市の青木遺跡 F S Kll
(註 11)

出土土器 (青木O期)及び奈喜良遺跡 (鳥取県米子市)ト レンチT3拡張部出土土器など

が概ねこれに近い特徴をそなえていると思われる。ただし、両遺跡出土の甕形土器をみる

と口縁部がわずかに llli広 くつくられているほか、内面下半にヘラ肖1り が施されているなど

やや新しい要素 もみられ、天神遺跡出土土器群 との関係をいかに理解すべきか今後の課題

といえる。

中期後葉としているものは量的にかなり出土しているもののやはり良好な一括資料には

(註 12)

めぐまれず、これまで多聞院貝原 (出雲市角1井宮町)出土土器などをこれにあてている。

壺形土器は中期中葉の形状を踏襲するが、日縁瑞部などの装剣i性 は薄れ、凹線文が主流を

なし、頸部に幅の広い指頭圧痕文帯考めぐらした りする。甕形土器は頸部が「 く」字状に

屈折し、日縁端部が拡大してくりあげ口縁状にな り、外面に凹線文を入れるものが多い。

高邪形土器は筒部が細長 くしまって不郡、脚端部の外面に凹線文を入れ、筒脚部は凹線文

を主体に三角形の透しなどでうめているものが多い。こうした特徴をそなえているものは

本遺跡では壺 C、 甕 D、 高郷Cな どが概ねこれにあたるものといたよう。やや詳 しくみる

と壺 Cは器形 としては壺Bに類似しているが、日縁端部付近でやや内湾するという特徴を

もっており、文様 としては凹線文のみのもの、あるいはそれに若子の文様を加えたものが

この種の壺形土器のなかで 8割以上 も占めていることが注意される。この種の壺形土器は

良好な資料が多数出土している青木遺跡の場合をみても青木 Iす切 (弥生中期後葉)と され

ているF S 115、 H S 122、 J S 112、 F S K12な どの住居跡や土墳内から出土してお り、
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中期後葉の壺形土器の主体をなす器形と思われる。このほか凹線文の使用か ら壺 Dの うち

第32図 19・ 23、 五 Eの うち第32図 21な ども中期後葉とみられるが、この種の器形はきわめ

て少ない。甕形土器は国縁部が「 く」字状に折れて瑞部が ヒ下に拡張し、肩部が強 く張 り

出す ものが多 く、そのなかでも日縁部に凹線文をもつ もので胴部内面下半にヘラ削 りのみ

られるもののあることが注意される。高邸形土器は高邪Cの ほかに高lTh Bの うちの第35図

22・ 23や第35図 29も 中期後葉の範疇に入 るものと思われる。

後 期 の 上 器

器種 としては重形土器、甕形土器、器台形土器などがある。

壺形土器 形態から大きく2種 に分けることができる。

霊A(第 36図 1～ 5)は 国縁部移やや内傾して拡大させ、その部分に凹線文を入れ、頸

部は「八」字状に開くものである。外面は刷毛目、内面はナデあるいは指頭圧痕がみられ

るが、頸部以下はヘラ削 りがあるのかどうか不明。

霊B(第 36図 17～23)は複合口縁で頸部が円筒状に長 くなるものである。口縁端部の拡
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張部の文様は、凹線文状のものもあるが貝あるいは櫛状工具で多条の沈線をめぐらす もの

が多い。外面はFld毛 目のあとナデられ、内面頸部以下はヘラ削 りがなされる。

甕形土器 国縁部が複合口縁状に拡大するもので、頸部が「 く」字形に短 く屈折し、胴

上半部が張 り出す ものである。日縁部外面にはとんど例外なくヘラまたは貝、櫛状工具に

よる多条の沈線を入れてそのあとナデ仕上げを行い、肩部にヘラ、貝、櫛状工具等による

刺突列点文を入れるものが多い。外面には刷毛目をとどめるものが多く、内面頸部以下は

ヘラ削 りが顕著で器肉が薄い。

器台形土器 筒部が長 く器受部 と脚台部が甕形土器の口縁部と同様な複合日縁状を呈す

るものである。

後期の土器は内面頸部以下に顕著なヘラ削 りがみられるはか、装飾性が薄れ、擬凹線文

を入れた複合口縁が多いことを特徴とするが、これをさらに前・後の 2期 に区分して考え

ている。
3鵠

半は矢野貝塚 貿出雲市矢野町)や吉浦遺跡 k八束郡鹿島町)出土の土器等をあ
(註 16)

て、後半は九重第 3号土鍍墓 (安来市九重町)の ものを指標としている。本遺跡出土のも

のは後期前半にあたるものとして第36図 1～ 5の壺形土器や、第36図 6～ 16の甕形土器、

後半のものとして第36図 17～23の壺形土器、第36図 25～35の甕形土器などが概ねこれにあ

たるものとみられる。なお、後期弥生式土器から古式土Blli器にかけての編年については最
(註 17)

近山陽地方 と山陰地方 との上器型式の対比か ら新たな見解が出 されているが、本遺跡では

この時期の資料が少ない うえ共伴関係が全 く不明であるため、この点については別の機会

に触れることにしたい。

ミニチュア上器 (第37図 )

20点 あま り出土 しているが、時期のわか るものはほとん どない。器形や胎土か らみると

第37図 1～ 3は前期董形土器に、第37図 4は前期甕形土器に類似 している。 (松本岩雄 )

註 1 佐原真編「弥生土器」『 日本の美術』10(昭和51年 )

2 東森市良他「弥生式上器集成J『八雲立つ風上記の丘研究紀要』 I(昭和52年 )

3 門脇俊彦「古代史 。資料編 1」 『瑞穂町誌』第 2集 (昭和41年 )

4 註 2に 同じ。
5 東森市良「八束郡東出雲町磯近弥生遺跡」『季干U文化財』第■号 (昭和45年 )

6 山本清「山陰地方Ⅱ」『弥生式上器集成』本編 1(昭和39年 )

7 東森市良「山陰における農耕文化の開始(ll」 『山陰史談』第 3号 (昭和46年 )

8 出雲市教育委員会『天神遺跡』 (昭和52年 )

9 佐原真「畿内地方」『弥生式上器集成』本編 2(昭和43年 )

10 青木遺跡発掘調査団編『青木遺跡発掘調査報告書 I』 (昭和51年)青木遺跡発掘調査団編『青木

遺跡発掘調査報告書H』 (昭和52年 )

青木遺跡発掘調査団編『青木遺跡発掘調査報告書Ⅲ』 (昭和53年 )

■ 米子市教育委員会「奈喜良遺跡発掘調査報告」『鳥取県米子市埋蔵文化財発掘調査報告 I』 (昭

和51年 )

12 大塚初重「島根県出雲市知井宮遺跡の調査」『考吉学集刊』第 2巻第 1号 (昭和38年 )

13註 21乙 同じ。
14 東森市良「破壊に瀕している低地性遺跡」『季刊文化財』第20号 (昭和48年 )

15 註 6に同じ。
16 内田才他「安来平野における土壊墓」『上代文化』第36輯 (昭和41年 )

17 藤田憲司「山陰「鍵尾式」の再検討とその併行関係」『考古学雑誌』第64巻第 4号 (昭和54年 )
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表 4弥 生 式 上 器 一 覧 表

器 種
(分類)

重

師図番号

21-1

法 量 勁

最大径 (11.6)

形 態 の 特 徴

の
よ

ヽ

部
位
り

ｏ

胴
中
あ
態

胴ヽ
に
形

で
が
下
た

品
径
や
し

型
大
や
定

小
最
り
安

文様の特徴

口縁部に 1条のヘ
ラ描沈線。頸部と
胴部に2条づつの
ヘラ描沈線 を施
し、その間をタテ
方向のヘラ描沈線
で画し、その中に
2～ 3条のヘラ描
重弧文を配す。

手 法 の 特 徴

面
　
　
ヘ

外

　

ｏ痕

の
　
デ
頭

ｏ

部

ｏ
ナ
指
り

胴
き
面
面
あ

”
磨
内
内
痕

部
ラ
部
部
圧

頸

へ
頸
胴
ラ

備 考
‐

一

出土地点

Ⅳ G14

重 21--2

F印
4

小型品で、胴部の
最大径が胴中位よ
りやや下にある。

肩部にかすかな段
をもつ。

外面ていねいなヘ
ラ磨き。頸部内面
ナデ。胴部内面に
指頭圧痕あり。

ｏく
　
帽
黒
部
欠

繭
鰺

む
。磁

ｏ
内面

。
口縁
職

。

焼
砂
含
外
色
色
と
損

II D12
AT0 16

壷 21-3 最大径 (108)
喧径 6.6

小型品で、胴部の
最大径が胴中位よ
りやや下 に あ る
が、全体としてや
や長胴形 底部は
安定した平底

な し 外面ヘラ磨き。内
面ナデと指頭圧痕
あり。

ｏく
灰
に
付
部

麟
鰺

む
。

黒

ｏ
外面
慟
勘

損
。

焼
砂
含
色
炭
着
欠

ED■-4
6ヽ27

重 21-4
口 径  7.
器 高 ■ .

最大径  9.
底 径  5,

小型品で、胴部の
最大径が胴中位よ
りやや下にあり、
安定した平底に終
る。

頸部から肩部に明
瞭な段を施し、そ
の下に2条のヘラ
描洗線を入れる。
胴部下半の底部付
近にも2条のヘラ
描沈線をめぐらす

外面頸部縦方向、
胴部横方向のヘラ
磨き。内面頸部指
によるナデ。

焼成良好。
大粒の砂粒
を合む。
淡灰色。 ⅢＦ

岨

重 21-5 最大径(10.4

と
い
は
考

縁
て
は
と

口
し
径
る

損ヽ
大
あ

ｏ

で
欠
最
に
る

品
を
胴
中
れ

型
部
が
胴
ら

小
底
る
ぼ
え

頸部に4条のヘラ
描沈線。

外面ヘラ磨き。内
面頸都ナデ、胴部
に指頭圧痕がみら
オ■る。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

触
蠅
釣
廟

Ⅲ C13

壺 21--6

外
形
出
は
り

く
球
り
径
な

」
臨
張
款
い

。

は
部
く
部
よ
る

部
胴
き
胴
位
あ

縁
し
大

ｏ中
に

口
反
に
す
胴
下

口縁都と肩部に明
瞭な段をもつ

内外面ともていね
いなヘラ磨き。

焼成きわめ
て良好。
砂粒を多く
含む。

Ⅱ

士望

壼

21-7

21--8

最大径 19.
は 径  7.

径
高
径
径

大

日
器
最
底

も
描
を
条

と
ラ
段
２

ｏ

を

へ
に
に
線

段
の
部
下
沈

に
条
肩
の
描

都
ｌ

ｏ
そ
ラ

縁
う
線
け
ヘ

ロ
な
沈
設
の

口縁部と肩部に段
をもち、肩部段の
直下に 3条のヘラ
描洗線と粗雑な重
弧文を施す。

外面ていねいなヘ
ラ磨き。内面頸部
ナデ。

口縁部外面チデ、
内面ヘラ磨き。頸
部～胴部外面ヘラ
磨き、内面ヘラ磨
きとナデ。

め
　
合
　
　
欠

酌
良好

。能

。絶
劇

。

焼
て
砂
む
灰
口
損

焼成きわめ
て良好。
砂米立を多く
含む。
灰褐色。
完形品。

Ⅲ D10-2
ふ厳1

Ⅲ F12-
h1058
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種
鋤

器
崎 挿図番号 法 量 翻 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 出土地点

重 21--9 最大径 (15.6)

月部に 4条のヘラ
描沈線。

外面ヘラ磨き。内
面ナデ。指頭圧痕
あり。

焼成やや不
良。
砂粒を若干
含む。
黒褐色

Ⅲ C13

重 21-10 最大径(17.3)

頸部と胴部最大径
付近に3条づつの
ヘラ描焼線。

く
不
ナ
痕呻蛉蜘鱒

は

ｏ内
胴

ｏ

面
明

ｏ

りヽ

外
不
良
デ
あ

焼成やや不
良。
砂粒を多く
含む。
茶福色。

I F13-4
N∝41

重 21-11 最大径 (19.

沈

くヽ

ヘ

‐まヘラ描
め
嚇
］

線
。

部
施
て
肩
沈

縁
を

つ
ｏ描

口
繰
削
る
ラ

周外面ともヘラ磨
き。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
暗褐色～明
褐色。

IV F ll

韮 21--12

径
径
径
高

大
国
最
底
器

12.2
19.8
8.8

23.4

口縁部はゆるく外
反し胴部は球形に
張り出し安定した
平底におわる。

の
線
の
重

条
沈
そ
る

２
描

よヽ

ｏ

”
ラ
し
に
す

１
へ
ら
ラ
施

に
な
ぐ

へ
を

部
雑
め
に
文

一月
粗
を
下
弧

内外面ともヘラ磨
き。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰褐色。
完形品。

HD■-4
Nα 18

す電 21-13 径
径

大最
底

胴部は扁球形に大
きく張 り出し、安
定した平底におわ
る。

ヽ
の
れ

け
条
入

つ
１
を

を
に
線

段
下
焼

に
直
結

部
の
ラ

ｏ

一月
そ
へ
る

外面はていねいな
ヘラ磨き。
内面頸部と胴部は
ナデあるいはヘラ
磨きで仕上げ、頸
部と胴部の継ぎ目
付近には刷毛日痕
が残る。

め
　
く
　
　
損

わ

ｏ多

　

ｏ欠

き
好
を

ｏ色
部

成
良
粒
む
褐
縁

焼
て
砂
含
灰
口

Ⅱ E14
配17

鮒 1 21-14

径
径大

口
最
底径
器高

口縁部はゆるく外
反し、胴部は球形
に張り出し平底に
おわる。最大径は
ほぼ胴中位あたり
にある。

口縁部と肩部にか
すかな段をつけ、
肩部段の直下には
貝殻腹縁により粗
雑な2条の沈線を
施す。

な
口
頸
底

い
面

ヽ
”

ね
内
き
部

ｏ

い

ｏ磨
胴
き

て
き
ラ

磨ヽ

は
磨
尺
デ
ラ

面
ラ
部
ナ
ヘ

外
へ
縁
部
部

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰褐色。

Ⅱ D14-1

並 21-15 口 径(17.3)
最大径(27.0)

外
り
続幅蜘雌

部

たヽ

線
し
し

ｏ

国
反
出
く

口縁部 に 段 を も

=,。

全体に風化が著し
く不明瞭であるが
外面はヘラ磨き。
内面頸部は刷毛目
のあとヘラ磨き、
胴部は刷毛目。

ｏ含瑚能
ｏ灰色。

焼
砂
む
自 口F12

董 21--16 最大径 (27

外
形
出
中
あ

く
球
り
は
に

嵯縦
張
雄
軒

は
胴
く
最
や

部

きヽ
胴
り

縁
し
大

ｏよ

ｏ

口
反
に
す
位
る

つ
と
く
を
ラ
葉

も
の
低
段
へ
木

を
も
が
に
に
な

段
の
方
部
下
雑

ｏ

に
常
上
肩
の
粗
す

部
通
り

ｏそ
る
施

縁

異ヽ
る
ち
よ
を

口
が
は
な
も
に
文

外面ヘラ磨き。
面口縁部 ヘ ラ
き。頸部ナデ、
部刷毛目。

利多ふを

ｏ

映粒
む E D13-2

N併 13

一虹 21-17

径
径
径
高

大
口
最
武
器

外
球
出
底
大
や

く
扁
り
平
最
り

る
は
張
た
胴
よ

ｏ

ゆ
部
く
し

ｏ位
る

は
胴
き
定
る
中
あ

部

大ヽ
安
わ
胴
に

縁
し
に

おヽ
は
下

口
反
形
し
に
径
や

口縁郡と肩部にか
すかな段をもつ。

外面ていねいなヘ
ラ磨き。内面頸部
用」毛目、胴部～底
部ヘラ磨き。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
掲 ↑

２３
Ｈ
血

Ⅱ

壺 21-18 量大経 ら

'i81

口縁部はゆるく外
反し、胴部は扁球
形に大きく張り出
し、安定した平底
におわる。胴最大
径は胴中位よりや
や下にある。

口縁部と肩部に 1

条のヘラ描沈線を
施しそのあと段状
|こ 肖」る。

外面刷毛目のあと
ヘラ磨き。内面頸
部～口縁部ヘラ磨
き、胴部刷毛目。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰褐色。 Ⅱ D12-2

N024

- 67 -―



器 種
(分類)

番 法 量 働 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 出土地点

壼 22-一 ユ 径(20.8)

口縁部と肩部に段
をつけ、肩部段の
直下にヘラ描沈線
をめぐらす。

内外面ともヘラ磨
き。

ｏ
む

好
含

ｏ

良
を
色

成
粒
褐

焼
砂
灰

I Ell-3
Nj169

壼 22--2 口 径(16.3)

口縁部はゆるく外
反し、頸領は短く、
肩部は強く張り出
す。

な し 菌
ｒＤ
」
フ
ナ

き、報
膝
珀

翡
酬
朧
〔

面へ臨
部”訪
ｏ

外
面
頸
磨
デ

ｏ含

付

麟
膀

。働

。

焼
砂
む
炭
着

ⅢD13-2
卜磁 0

重 22--3 口 径 (17.4)

な し 外面口縁部ヨコナ
デ、頸部 ヘ ラ磨
き。内面口縁部ヘ
ラ磨き、頸部指ナ
デ調整のあとヘラ
磨き。

好
多

良
を

ｏ
ｏ

成
粒
む
色

焼
砂
含
灰

Ⅲ F13

壷 22-4 口 径(19,4

口縁部に段を も

=)。

ナ
一月
　
ナ

コ
頸
　
と

肺毛目。磨き。都

部
刷
ラ
刷

縁
と
へ
面

ｏ

ロ
デ
部
内
デ

焼成良好。
砂 粒 を含
む。
灰色。

Ⅱ F13-1
Nα 4

壷 22--5

肩部に削り出し状
の段、その直下に
2条のヘラ描沈線
をめぐらす。

肉
磨

皇
フ燐なヘ

ヘ
雑

面
は

ｏ

外
面
き

焼成良好。
砂粒を多く
合む。
灰褐色。

HD■

壷 22-6 径 (21,5

口縁部 に段 を も
つ。顎部に貝殻腹
縁による沈線を2

条めぐらし、その
間に羽 状文 を施
す。

内外面ともヘラ磨
き。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
黒

焼
砂
含
灰

ＥＦ
Ｍ

壷 22--7 ・７
％

径
径大

国
最

外
ま
胴

く
あ
長

る
は
ず

ゆ
部
さ

ｏ

は
胴
出
す

部

りヽ
呈

縁
し
張
を

口
反
り
形

口縁部に 1条のヘ
ラ描沈線。胴部に
2条のヘ ラ描沈
線。

刷
部
　
胴
あ

舶『き。ラ磨き。韓

口

磨ヽ
へ
指

面
ロ
ラ
面
に

ｏ

外
毛
へ
内
部
り

焼成良好。
大粒の砂粒
を含む。
淡茶色。
内外面に炭
化物付着。

Ⅳ

重 22-8
肩部にかすかな段
をつける。

外面ていねいなヘ
ラ磨 き。内面 ナ
デ 。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰褐色。

匹 E14
Nα 21

壷 22--9

肩部に段をつけ、
その直下にヘラに
る2条の沈線と羽
状文を施す。

内外面ともヘラ磨
き。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
福

焼
砂
含
黄

I G12--1
配72

壺 22--10

顎部と肩部に段を
つけ、肩部段の直
下に2条のヘラ描
沈線を施す。

外面刷毛目のあと
ヘラ磨き。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
灰

焼
砂
含
明

I D10--2
N,74

壺 22-11 雀恐(28.2)

線
り

ヽ
へ

ｏに
て

沈
削
け
の
す
雑
し

描
ち
設
条
施
は
周

ラ
の
を
２
を
線
全

ｏ

へ
た
段
に
線
沈
れ
い

に
れ
て
下
沈
描
ら
な

部
入

つ
の
描
ラ
け
い

顎
を
取
そ
ラ
ヘ
つ
は

外面ていねいなヘ
ラ磨き。内面粗い
刷毛目のあとヘラ
磨き。

め
　
多

　

ｏ

わ

ｏを

ｏ色

き
好
粒
む
褐

成
良
砂
含
灰

焼
て
少
く
明

Ⅲ Ell-3
No14
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法 量 協 1形 態 の 特 徴 1文 様 の 特 徴称琴卜図番 手 法 の 特 徴
1備

考 1出土地点

22-121最大径(26.4

胴部に約 3協の間
隔をおいて 2条づ
つのヘラ描腕線を
めぐらし、この間
を3条のヘラ描沈
線を縦 方 向に引
く。

外面は風化が著し
く不明瞭であるが
ヘラ磨きの痕跡あ
り。内面刷毛目の
あとナデ。

径(14.1)

蝉嵯含む。灰色。一呻呻椰
焼成良好。
灰褐色。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
暗黄灰色。

口榊
1 1型

陛 も

口縁部に刷毛 目原
体によって段をつ
ける。

ナ

ラ

日
巾

ｏ

コ
ヘ
毛
き

ヨ
部
刷
磨

部
顕
面
ラ

縁
面
内
ヘ

ロ

ｏ

ｏ
と

面
外
き
あ

外
デ
磨
の

壷  122-16口 径 (16.2)

重  122-17 宅ζ(14.7)

22-18重 ‐ｋ
ｌ

Ｆ

一‐

口

|

引
口縁部に折り返し
た段をもつ。

口縁部内外面とも
ヨコナデ。

gξ
:多

rl ⅣE13

灰褐色。

22-19

壷

壷  122-21

星二   十 22--22

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
暗灰褐色。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
黒灰色。

I D14--2
N駐73

I F13-4

Ⅱ Fll―

董

口縁部 に段 を も
た段をもつ。

内外面ともヘラ磨
き。

BF部
に折り返t/1最悠げ雰擦占森習

ともヘラ磨きとみ
られる。

口縁部に 1条のヘ
ラ描沈線。

外面は風化著しく
不明。内面はヘラ
磨き。

径(16.

径(16.

斗斗引

ⅢF3-2

gξ
:多

rl 罷:0

黒灰色。

瞥怒争
多く

IIF14-2

口縁部に折り返し 1風化が著 し く不
た段をもつ。   1明。

只督甦硯壕:条
の

1會

g二
号馨:;邊 1富

g:写k

国縁部に段をつけ
その直上に 1条の
ヘラ描沈線をめぐ
らす。

口縁部ヨコナデ。
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種
勧

器
翰 挿図番号 法 量 朋 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 出土地点

重 22--25 口 径 (18.5)

口縁部に 1条のヘ
ラ描沈線。

外面口縁部吊U毛目
のあとヘラ磨き、
頸部ヘラ磨き。内
面ヘラ磨き。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。

Ｅ

２２

Ⅲ

配

重

壷

22--26

22--27

径

口 径 (15,6)

口縁部に 1条の太
いヘラ描沈線。

頸部に4条のヘラ
描沈線

外面ヘラ磨き。内
面口縁部ナデ、頸
部ヘラ磨き。

外面刷毛目のあと
ヘラ磨き。
内面口縁部ナデの
あとヘラ磨き。顎
部刷毛目。

焼成良好。
砂粒は少な
い 。

焼成良好。
大粒の砂を
多く含む。
黒灰帽色。

C12・

Ⅲ E13

謹 22--28

|
口 径 (16)

頸部に巾0,7朋 の
削り出し突帯をつ
くりその中央に 1

条のヘラ描沈線を
施す。

外面刷毛目のあと
雑なナデあるいは
ヘラ磨き。内面ヘ
ラ磨き。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
灰

焼
砂
含
黒

E14-3
N811

並 23--1 |≡I  ぞと(18,91

口縁部はゆるやか
に外反し、頸部は
何状にやや長い。

頸部に幅約 0.6勁
間隔で 3条のヘラ
描沈線をめぐらし
上の 3沈線の間を
刺突文で飾る。

内外面ともヘラ磨
き。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
暗褐色。

I G12--5
N,120

重 23--2 |ヨ 径

日縁部はゆるいカ
ーブで大きく外反
し、顎部は筒状に
やや長い。

頸部にヘラ描沈線
をら線状に施し、
その間を竹管状エ
具による刺突文で
うめる。

面
磨
外

坤
”
榊

コナデ
。

縦
向
ロ
ヨ

面
方

ｏも

外
横
き
と

響摯:グ
klⅡ

D14-4
灰色。   |

|

電 23--3 十日

|

|ゆ るいカーブで大

1鼻∫外反す
る口縁

径(20.3)|

|
|

へ
た
刻
顕
船
の

ｏ
い
線

の
し
る

ｏ
ラ
そ
る
浅
沈

条
施
よ
る
へ

なヽ
に
描

１
を
に
え
の
し
に
面
ラ

に
線
ラ
加
条
施
段
内

ヘ

部
沈
へ
を
２
を
は
部
の

唇
描
ち
目
に
線
下
縁
条

ロ
ラ
の
み
部
腕
直
ロ
ー

外面は刷毛目のあ
とヘラ磨き。内面
横方向ヘラ磨き。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
灰

焼
砂
含
褐

一

９
Ｄ．
血

Ｈ

望 23--4

段
３
に
ぐ

な
に
具
め

か
下
工
を

す
の
状
文

か
そ
管
突

に
け
竹
刺

ｏ

部
設
に
る
す

一月
を
列
よ
ら

外面ヘラ磨き。隅
面ナデ。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
暗灰褐色。

Ⅱ E12
Nj17

重 23-5 口 径 (15.3)

国縁部はゆるく開
き、頸部は短 く、
肩は張る。

頸部に削り出し状
の突帯を設けその
上に2条の沈線を
めぐらす。

内
磨
圧ラ磨き。部ヘラ蜘

へ
縁
頸

面
口

ヽ
ｏ

外
面
き
痕

焼成良好。
砂粒を多 く
含む。
灰自色。

Ⅱ Fll-4
No 8

董 23--6 口 径 (18.9)

口縁部はゆるく開
き、顎部はやや長
く筒状を呈す。

へ
に
洗

効
瑯
瑚

回線。ヘ

端
沈
の

縁
描
条

ｏ

ロ

ラ

５

線

風化が著しく不明
瞭であるが外面ヘ
ラ磨き、内面ナデ
あるいはヘラ磨き
と思われる。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
褐

焼
砂
合
黄

IFユー
h161

重 23--7 口 径 (16.4)

頸部に2条の浅い
ヘラ描沈線。

風化が著しく不明
瞭であるが、内外
面ともナデと思わ
nる 。

砂粒を多く
含む。
灰褐色。

I Fll-2
hTo177
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器 種
(分類)

挿図番号 法 量 朋 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 出土地点

壷 23-8 径 (17.5)

外
や

く
や

る
部

ゆ
唇

は
口

部

ヽ
ｏ

縁
し
厚

口
反
肥

へ

よヽ
え
条

ヤ乙． 条の
魏
］
蜘

縁部‐こ３
描沈線

。

部
沈
上
み
ロ
ラ

唇
描
の
刻

ｏ
ヘ

ロ
ラ
そ
る
る
の

風化が著しく不明
瞭であるが、内外
面ともナデと思わ
れる。 I Ell-4

重 23-9 口 径 (19.0

口縁部はゆるく外
反し、頸部は短か
い 。

頸部に6条のヘラ
描沈線。

不明瞭であるが内
外面ともヘラ磨き
と思われる。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
褐

焼
砂
含
灰

I Fll-1
N■ 102

壼 23-10 口 径 (19.8)
口縁部はゆるく外
反する。

頸部に 5条の浅い
ヘラ描沈線。

不明瞭であるが内
外面ともナデか。

砂粒を含な
灰褐色。 Ⅲ F10-1

重 23-11 国 径 (23)

口縁部はやや大き
く外反し、筒状に
長い頸部に続 く。

頸部に 5条以上の
太いヘラ描洗線。

外面刷毛目のあと
ヘラ磨き。内面ヘ
ラ磨き。

不
　
含

　

ｏ

麟
。膀
。聴

焼
良
砂
む
暗

I(】 12--4
N029

壷 23--12 径

口縁部はやや大き
く外反し、筒状に
長い頸部に続く。

頸部に 5条以上の
ヘラ描洗線。

外面ヘラ磨き。内
面は摩減が苦しく
不明。

ｏ
の

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
褐

焼
砂
含
灰

I E14-3
N∝ 27

壷

電

23--13

23--14

|]  径 (22.2)

口 径 (13)

き
郡

ｏ

大
唇
厚

や
口
肥

や

ヽ
に

は
し
か

部
反
ず

縁
外
わ

口
く
は

口唇部に 1条のヘ
ラ梢沈線。

国唇部に 1条のヘ
ラ描沈線、頸部に
1条以上のヘラ描
沈線。

磨
に

ラ
面

ｏ

へ
外
り

も
部
あ

と
縁
痕

面
口
圧

外

ｏ頭

内
き
指

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
褐

焼
砂
合
灰

I 一
４

Ｈ
沌

風化が著しく不明
1疎。

焼成良好。
砂粒を合む
茶褐色。 Ｅ．

Ｍ

壺 23--15 口 径 (16.2)

|コ 糸豪音|はメミきくタト
反し、日唇部はわ
ずかに肥厚。

口唇部に 1条のヘ
ラ描沈線。
口縁内部に段をも
イフ 。

内外面ともヘラpwi

き。
好
多

良
を

ｏ
ｏ

成
粒
む
色

焼
砂
含
灰

Ⅳ D12

通 23-16 I二i 径  (11 塁掃薯じξ言争|&

口唇部にヘラによ
る斜格子文、頸部
に3条の沈線を施
す。

内外面ともナデと
みられる。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。

I E12-3
N,120

壼 23-17 径(20,6)

口縁部は大きく外
反し、口唇部に平
坦面をもつ9頸部
|ま匁豆かい。

よ
部
線

に
頸
沈

ラ

ヽ
の

へ
文
上

に
子
以

ｏ

部
格
条
す

唇
斜
５
施

口
る
に
を

内外面ともヘラ磨
き。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
外面
黄灰色。

内面
暗灰色。

F12-1
卜b79

重 23--18
「

I  径 (27.6)

口縁部は大きく外
反し、口唇部はや
や肥厚。

へ
施
え韓鞭蜘

し
よ
み

厚
に
刻

ｏ

肥
ラ
し
る

内外面ともヘラ磨
き。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
褐

焼
砂
含
灰

３
．
６０

Ｇ‐

血

壷 23--19 口引
口縁部は大きく外
反し、国唇部はや
や肥厚し、平坦部
をもつ。

よ
施

に
をい数

部
格

唇
斜

ｏ

口
る
す

會含冒接轟爺忌篇
外面と もヨコナ
ア 。

焼成良好。
砂 粒 を 含
む。
赤褐色。

E14-4
配96
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法 量 翻
1形

態 の 特 徴
1文

様 の 特 徴
1手

法 の 特 徴

口縁部は大きく外
反し、口唇部はや
や平坦面をもつ。

口縁部は大きく外
反し、日層部はや
や平坦面をもつ。

頸部に3条の貼り
付け突帯。

剰
％
９

径
径

大

胴部は球形に大き
く張り出し、安定
した平 底 にお わ
る。

球形に大きく張り
出す胴部。

扁球形に大きく張
り出す胴部。

突
に
２
め

し
近
た
を

出
付
れ
帯

り
径
入
突

削
大
を
付

ｏ

に
最
目
貼
す

部

ｏ
み
の
ら

肩
帯
刻
条
ぐ

外面はていねいな
ヘラ磨き。
内面刷毛目のあと
ナデ。

焼成きわめ
て良好。
砂粒を多く
含む。

Ⅱ D14
Ni31

コIG10

H D12

I D13-1
Nd144

23--25

麟
修

。髄

成
粒
む
灰

焼
砂
含
暗皆大帥D

|

め
　
含
　
　
ｏ
　
　
一

い
て良好

。孵
む
。踊
鱒

踊
灰褐色

。
一

男軽壕梨Z昂符尖
帯をめぐらす。

胴部最大径付近に
即i付突帯をめぐら
し、その上方に2
条のヘラ描沈線、
その上にヘラによ
る羽状文をめぐら
す。

外面ていねいなヘ
ラ磨 き。 内面 ナ
デ、指頭圧痕がみ
られる。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
褐

焼
砂
含
黄

肉
Ｔ
フ

ヽ
ヘ

き

と

磨
あ

ラ
の

へ
【ダ
　
ｏ

面
ナ
き

外
面
磨

３．
２

Ｃ．

沌
大径
径

Ⅲ
岨

外面ヘラ磨き。
内面刷毛目のあと
ナデ。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰褐色。

無頸の重。 口縁部ヨコナデ。 焼成良好。
砂 粒 を含
む。
灰褐色

へ

よヽ

ｏ

の
れ
に
す

条
入
ラ
施

４
を

へ
を

に
線
に
文

部
沈
下
葉

縁
描
の
木

ロ
ラ
そ
る

肩部に段をつけ、
その下にヘラによ
る木葉文を施す。

外面ヘラ磨き。内
面ナデ。
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法 量 9JJ I形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴

外面ヘラ磨き。内
面刷毛目。

外面ヘラ磨き。ラ
そ
に
施
の

ｏ

４条のへ
猟
鑢
嘩
韓
妙

に
線
に
羽
さ
を

部
洗
下
る

線ヽ

頸
描
の
よ
し
浣

焼成良好。
大粒の砂粒

峯良也: IⅡ E13-3

重

外面ヘラ磨き。

外面ヘラ磨き。中
面刷毛目のあとナ
ラ
ざ

。

肩部に段を設け、
その下に貝殻腹縁
による沈線と羽状
文を施す。

ラ
ら
方
て
そ
に
す

へ
ぐ
縦
れ

縁ヽ
施

］
鉤
戦
鰺
ｍ
魏
陣

に
線
そ
沈
帯
に
羽

副
撤
し
、離
鎌
蝋
堪

付

よヽ
を

貼
し
に
文

の
ら
ラ
状

ｏ

条
ぐ
へ
羽
す

１
め
に
と
施

に
を
下
線
に

部
帯
の
沈
互

肩
突
そ
る
交

ⅢD13

|

ｏ合囀脱
ｏ灰色。

焼
砂
む
白騨 ―-5

24-7

24--8

24--9

そ:::::子 kl ⅡF12

ⅢG■

焼成良好。
砂 粒 を含
む。
明灰色。 Ⅲ G10

焼成やや不
良。
月ヽ砂卜立を含 ⅢG12-3
む。
灰色。

ｏ粒
含麟動ス

。他

焼
大
を
む
灰

24--10 1 憬効鶴判
叫翡
外面ヘラ磨き。
内面ナデ。

辣量狭色。I 
Шω2

肩部にヘラ描沈線
と貝殻腹縁による
羽状文を交互にめ
ぐらす。

g徘面ともヘラ磨
1誓暮a伊粒
―

・

内外面ともヘラ磨
き。

焼成やや不
良。
砂粒を多く
含む。

- 73 -
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称 眉 脂
図番

ヨ
法 量 翻

1形
態 の 特 徴

外面ヘラ磨き。 不
　
く

や
　
多

　

ｏ

や
　
を

ｏ色

成

ｏ粒
む
灰

焼
良
砂
含
黄

を
中
描
そ
に
子
す

帯
の
ラ

ｏ縁
格
施

骰

ヽ
そ
鉢
経
級
難
立

貼
し
条
入
貝
状
交

に
ら
１
を
に
羽
を

部
ぐ
に
線
下
る
文

肩
め
央
沈
の
よ
日

外面ヘラ磨き。 焼成やや不
良。
大粒の砂粒

24--18 を 多 く含 I HD14
む。
黄褐色。

甕251屋魯揺1触
碑 なし。 面

頸
内

ヽ

ｏ
目

ｏ

日
毛
デ

毛
刷
ナ

刷
部
下

面
縁
以

外
国
部

|

1口

径 引蛸棚
なし。

露笹F兵争
刷毛目

1害富
g争

多

IⅢ

氏話
「

1
甕 25--2

卜3「 径劇E掃辞墳:雪蓼||れ
°

員§ぞ]称目宮|1督攣:磐キ

言晉事ヨ全1尉討豊富gttk
Ⅳ醒　一　‐Ｄ．‐ｍ

矛4「 引
なし。

奏

なし。

25-51口  径

|

奏 あ 6隠
大径協 引 埋]馨::誓

嵩む
1転

冒督ヂ姿徘吊蕪丸1霧建暑多kl ⅣD13
面刷毛目。    1含 む。

好
多

良
を

ｏ
ｏ

成
粒
む
色

焼
砂
合
灰

電  124-14

|

24-15

文 様 の 特 徴

肩部にヘラによる
横方向沈線、縦方
向沈線を交互に施
し、その下に重弧
文をめぐらす。

手 法 の 特 徴

外面ヘラ磨き。内
面刷毛国。

備  考
 1出

土地点

焼成良好。
砂粒を多く
合む。
灰褐色ω

焼成長好。
大粒の砂粒
を含む。
茶福色。

Ⅳ Dll

ID■

112--1
Nα 157

突
に
線

し
上
沈

出
の
描

り
そ
ラ

削
け
へ

ｏ

に
設
の
す

部
を
条
施

一月
帯
２
を

外面ヘラ磨き。

肉面刷毛 日のあと
ナデ。

24--16

|

24--17

肩部にヘラ描沈線
と貝殻腹縁による
縦方向の洗線と斜
行文をめぐらす。

肩部に横方向のヘ
ラ描沈線をめぐら
し、その下に縦方
向、斜方向の沈線
をめぐらす。

不
　
く

や
　
多

　
ｏ

や
　
を

ｏ色

成

ｏ粒
む
灰

焼
良
砂
合
黄

なし。
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器 種
(分類)

番号 法 量 働 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 出土地点

奏 25--8 口 径  (29

口縁部がL字状に
折れ、胴部は直線
ぎみにすぼまる。

なし。 口縁部内外面とも
ヨコナデ。
胴都は内外面とも
刷毛目。

焼成良好。
砂粒を多く
含t」 。
暗灰色。
外面に炭化
物付着。

Π D13
Nα20

甕 25--9 脇経監3
胴部がやや張り出
す。

なし。 摩滅が 苦 し く不
明。

砂粒多く合
む。灰色。 ⅢＤ．

Ｍ

奏 25--10 ぞと(28.4

なし。 口縁部内外面とも
ヨコナデ。胴部内
タト面とも刷毛日。

焼成良好。
砂粒は少な
い。
黒灰色。

ｍ
峨

奏 25--11 径 (28)

口唇部にヘラによ
る刻み目文。口縁
部に段をもつ。

胴部外面刷毛目。
内面は刷毛目痕を
をかすかに残す。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
灰

焼
砂
合
淡

I F13-4
No91

甕 25--12 宿乙(40,6)

大型品 よ
部
も韓目。国縁韓

部
み
瞭

唇
刻
明

ｏ

口
る
に
つ

口縁部外面は粗い
刷毛 日。内面 ナ

好
多
　
色

良
を

ｏ褐

成
粒
む
灰

焼
砂
合
明

‐Ｅ
岨

蕎 25--13
日 径(18.2)
最大径(16.4)

胴部がわずかに張
り出す。

口縁部にかすかな
段をもつ。

外面口縁部 ヨコナ
デ、胴部刷毛目。
内面国縁部ヘラ磨
き。胴部刷毛日の
あとナデ。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
明灰福色

一
１

Ｇ．
沌

Ⅲ

奏 25--14
1口
 径  (22)

最大径  (21)

胴部がわずかに張
り出す。

口縁部にかすかな
段をつける。

口縁部内外面とも
ヨコナデ。胴部外
面刷毛目。

焼成良好。
砂粒を多く
合む。
灰色。
口縁部に炭
化物付着。

Π E14

甕 25-15 口 径 (24

口縁部にかすかな
段をもつ。

外面口縁部刷毛目
のあとナデ、胴部
刷毛国。内面口縁
部刷毛日、胴部ナ
デ 。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰色。
胴部に炭化
物付着。

ⅡF■-4

奏 25--16 口 径(15
最大径(16

口縁部はゆるく外
反し、胴部は口径
をわずかに上まわ
るほど張り出す。

頸部に 1条の刷毛
目を施す工:果によ
って押しつけた沈
線あり。

も
外
胴

と
部

ｏ
ｏ

面
胴
ロ
デ

外

ｏ毛
ナ

内
デ
刷
指

部
ナ
い
面

縁

コ
粗
内

ロ
ヨ
面
部

ⅢＤ
Ｍ

甕 25--17 口 径 (20,8)

頸部に1条のヘラ
描沈線。

口縁部ヨコナデ。
外面頸部以下刷毛
目。内面刷毛目の
あとナデ。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰色。

Ⅱ F12-3
血 8

甕 25--18 口 径 (19。 2

頸部に1条のヘラ
描沈線。

口縁部内外面とも
ヨコナデ。胴部外
面は摩減が著しく
不明瞭であるがナ
デか。胴部内面刷
毛目のあとナデ。 1脅

懲gttk H D14

甕 25--19 ぞ乙(23.3
大径 (22.7

胴部がわずかに張
り出す。

頸部に1条のヘラ
描沈線。

口縁部内外面とも
ヨコナデ。胴部外
面刷毛目。胴部内
面ナデ。

好
多
　
　
色

良
を

ｏ　
褐
　
色

成
粒
む
面
灰
面
福

焼
砂
含
外
明
内
灰

３．
２

Ｅ．

血
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種
鋤 1形

態 の 特 徴
|

文 様 の 特 徴
1手

法 の 特 徴器
翰

一

Ｄ
唖

奏

甕

徽引
|

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰色。

111--4
No217

‐Ｄ
唖

ｏ大
を

　

ｏ

麟勘螂む。細

焼
石
粒
含
暗

の
部

向
胴

方

ｏ

醐
報
・ア。

外
刷
ナ

部
い
面

胴
粗
内

一ＤⅢ

好
多

良
を

ｏ色

成
粒
む
褐

焼
砂
含
灰

一

７
Ｅ．
血

良
　
く

や
　
多

　

ｏ

や
　
を

ｏ色

成

ｏ粒
む
褐

焼
好
砂
含
黄

口

　

　

　

一

なし。

頸部に3条のヘラ
描沈線。

頸部に8条のヘラ
描沈線。

頸部に 5条のヘラ
描沈線。

頸部に6条のヘラ
描洗線を施す。

摩滅が著 し く不
明。

胴部は鉢状に直線
的にすぼまる。

胴部がかなり張 り
出し、口径をうわ
まわる。

口引

コ|

焼成良好。
砂粒を多く
合む。
明灰褐色。
内面に布目
がついてい
る。

ｏく
　

ｏく
付

好
多
　
色
多
物

良
を

ｏ褐
に
化

成
粒
む
茶
面
炭

ｏ

焼
砂
含
暗
外
の
着

頸部に3条のヘラ
猫沈線。

箋冒あ示と寮邸『
」
1霧硫屏ダ巻

焼成良好。
砂粒を多く

骨ζ箔色。IIミ

諾『4
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謡
閣

法 量 働
1形

違 扇

切識ずクず
かに張

26--5 口 径(20.1)

文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴

榊
1

|

暴§酵|:魚葦寧信
まる。

口唇部にヘラによ
る刻み目をめぐら
す。

口居部にヘラによ
る刻み目をめぐら
す。

フ

も
外
あ
面

と
部
の
内

面
胴
目
部

ｏ

外

ｏ毛
胴
目

内
デ
刷

ｏ毛

部
ナ
い
デ
刷

縁

コ
粗
ナ
い

ロ
ヨ
面
と
れ

26--7 Ⅲ F14-3
N誂 18

徽
1

胴部がわずかに張
り出す。 霧建暑グk

含む。
暗茶褐色。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰色。外面
口縁部付近
に炭化物付
着。

1口狂

十

一

甕

　

一

餐彦
1雪

督試宴斜
面とも

争長
1員号島量拿目喜4

は
口

ｏ

部
し
る

胴
出
な

ず
一２６．．０
‐口廿
�
鳳

__J_____L__

目、
あと

好
多

良
を

ｏ
ｏ

成
粒
む
色

焼
砂
含
灰

め
　
合的良好。膀

ｏ雁

焼
て
砂
む
淡1口

径

向つてすぼ
1曇暴勢皆8二好占1島雷群量目善ヨi

口縁部ヨコナデ。

四譜そ好宅:紫看昆と
1条のヘラ |ナ デ。

旦  螂甥
暑最騒;梁

Z貝レ
1騎
解
が著しく不

警採争多
ュ|

秘
1旨

F宅
膠前皇

歩
1騎

解
が著しく不

暑最譜Ⅲ梨2貝レ1曇景識鼻吾をご号
I Ell

口唇部にヘラによ
る刻み目をめぐら
す。

好。家
　
　
ｏ　
色。財
―こ付

良
を

ｏ　
色
　
福
に
量

廟拗
釣獅鶏砺醸姉疹着。
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26-161口  径

|

26--18 径 (26)

1猥
識TPず

かに張

Qつ
|

|

手 法 の 特 徴

口縁部ヨコナデ。
胴部外面縦方向刷
毛日、内面横方向
刷毛目。

胴部外面刷毛目、
内面ナデ。

国唇部に刻み日、
胴部に 6条のヘラ
納沈線を施す。

２．
５６

Ｆ．

血

ｏく
　

ｏ化
付

好
多
　
色
炭
に

良
を

ｏ褐
に
量

成
粒
む
茶
面
多

ｏ

焼
砂
含
暗
外
物
着

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
灰

焼
砂
合
淡

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
握

焼
砂
含
灰

ｏ毛
指
れ”］帷瑯

部
外
内
痕

縁
部

圧ヽ

ｏ

口
胴
目
頭
る

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
淡灰色。

３．
６４

Ｅ．

血

Ц

口 径(17.3)
最大径 (20)

胴部がかなり張り
出し、口径を大き
くうわまわる。

国唇部に刻み日、
頸部に4条のヘラ
描沈線。

口縁部ヨコナデ。
胴部外面刷毛日、
内面ナデ。

好
多
　
色

良
を

ｏ褐

成
粒
む
茶

焼
砂
含
暗

口唇部に刻み目、
頸部に5条のヘラ
描沈線。

胴部外面刷毛目、
内面刷毛目のあと
ナデ。

Ⅲ C13

II靴

:ァ
2

一
５

Ｅ．

血

剰

知
く

径
径大

国
最

Ｌ
フ
と
っ

ロ

ヘ
ぐ嚇ω効

部
に
線

醍朗徹
ｉ

国
最

蝉脚細　一騨螂細
具状

田
ラ
み

へ
刻

部
る

后
よ

口
に

に
わ

ｏ

状
は
す

字
部
出

Ｌ
胴
り

は

張ヽ

部
し
に

縁
厚
か

口
肥
ず

胴部がわずかに張
り出す。

26--20

径(18,7)

口唇部ヘラ
による刻み
郡 4条のヘ
線。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰黒色。

I E13-2
hT027

切甜TPず
かに張

1足蜃習劾ス
口縁部はヨヨナデ

リで禁刷伊弔鏃萬
而縦方向刷毛「

J。

内外面とも刷毛日
のあとナデ。

内外面 と も刷 毛
ILI。

部 3条のヘ

線。

焼成良好。
砂粒を多く
合む。
灰褐色

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
暗茶褐色

I F14-4
No75

I E13-1
N089

|

刹
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　́　　　　　　　、

一　
　
　
径

一　

　

　

口

で
に
か

状
卜
ず

字

ツ
わ

ｏ

Ｌ
ラ
は
す

は
フ
部
出

部
が
胴
り

臨

・
」面
勒
醗

焼成良好。
砂粒を考干
合む。
灰黒色。
炭 化 物 付
着。

ⅢD13

1口縁部はL字状で
|_L面 力償フラッ トに

口 径 (21.

なり胴部はわずか
に張り出す。
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器 種
(分類)

番号
1 

法 量 勤

径   (24)

口縁部ヨコナデ。
胴部内外面とも粗
いFll毛目。

内外面ともナデ。

外面ナデ。肉面刷
毛日のあとナデ。

外面は器面の摩滅
が著しく不明。
内面ナデ。

器面の摩滅が著し
く不明。

焼成良好。
砂粒を多く
合む。
灰色。
炭 化 物 付
着。

形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴

頸部に2条のヘラ
描沈線を施し、そ
の間に棒状工具に
よる刺突文をめぐ
らす。

口唇部刻み目。頸
肩部は7条のヘラ
描沈線を施し、そ
の下にヘラによる
三角形列点文をめ
ぐらす。

27--3

引
「
‐

口 径  (30) ⅡＥ
Ｍ

よ
に
線
に
刺

ｏ

に
部
沈
間
る
す

ラ
頸
描
の
よ
ら

へ

ヽ
ラ
そ
に
ぐ

に
ロ

ヘ

具ヽ
め

部
み
の
し
工
を

唇
刻
条
施
状
文

口
る
２
を
棒
突

具

ヽ
へ
ら
突

工
文
の
ぐ
刺

状
目
条
め
に

ラ
み
４
を
段

ｏ

へ
刻
部
線
下
す

部
る
肩
沈
最
施

唇
よ
”
描

をヽ

国
に
頸
ラ
し
文

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰色。
内外面とも
に炭化物付
着。

焼成良好。
大粒の砂粒
を 多 く合
む。
黒色～暗灰
色。

焼成良好。
砂粒を多く
合む。
暗茶褐色。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰褐色。

焼成やや不
良。
砂粒を多 く
含む

Ⅱ D13-4

I D14
血38

‐Ｅ
Ｍ

|日徽
引

一一
一

五砺一呻呈す。
０
・

２

・
２

７
．

３

径
径
高

I F12-2
N019

I G14--2
Nα 15

手 法 の 特 徴
 1備

  考
 1出

土地点

警ξF象 IIM「
2

‐

Ｆ可 径く．．

‐

口 径く‐４27-■
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法 量 勤 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴

Ｇ・２．Ｍ
　
　
一、Ｆ・・．購

Ｉ

　

　

　

　

一

Ｉ

好
多
　
色

　

ｏ

良
を

ｏ黒
　
色

成
粒
む
面
面
褐

焼
砂
含
外
内
暗

―
‐‐叩
‐‐Ｉ
Ｔ
申
‐

２７．　
　
　
　
一　

２７．

内外面ともナデ。

３

　

　

　

　

一

１

鉢
 |

ぞ登(16.4)I

|

ⅢD13
Nb48

頸部に 5条のヘラ
描沈線。

I E14-2
M4

外
ぎ
平

ⅢＥ・３峨Ｃ・４．咸
なし。

Ｅ

Ｇ

Ⅳ

Ⅳ

ｏ合棘脱
。

焼
砂
む

Ｃ

昂

一ア
学
も

ナ

と
コ
面

ヨ
外

部
内

ｏ

縁
部
日

口
胴
毛

焼成良好。
大粒の砂粒
を含む。
灰色。

口唇部に
み目。頸
のヘラ描

刻
条

の
６

ｏ

状
に
線

羽
部
沈

二巨:三::I露墾雲躍翻歪弾霧司
乱L

霧説癬
条のヘラ

1内

外面ともナデ。

 1誓ξ:夢
k

L___輩墾■

FIど正1雖31:ビ
冒選吾我

姫

1各暮a『
絶 m望

L__陛 二 雙
景調鼻証f子

1睡,FG総
が

属げ夕ず
かに張り「

そF啓
隻∴桑急

封
曇写識風吾

とで与

1磐

馨a伊粒
F'(昴

B

一

― ―

一

― ― ― 一
面

階
督

g子

Ⅲ

望|  十二『啓鞠長唖モ
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手 法 の 特 徴

口縁部が短い。

口縁部貝殻腹縁に
よる刻み目。
頸部に8条のヘラ
描沈線を施し、そ
の下に刺突文を入
nる 。

口唇部に刻み目。
頸部に6条のヘラ
描沈線を入れ、そ
の間に束」突文をめ
ぐらす。

国唇部貝殻腹縁に
よる亥」み目。外面
にヘラ拍沈線と刺
突文を施し、口縁
部内面にも刺突文
をめぐらす。

同 上

口縁部ヨコナデ。 焼成良好。
砂 粒 は少
い ぉ

乗鴇色。 ドF13-3

甕 28--7

甕

寮

引 |

蓋

一

‐
‐

・．‐
‐
■
‐
‐

・―
‐
‐

Ｉ
Ｆ
匡
―

嘩引F紳

小型で笠形 を呈
す。

小型で笠 形 を呈
し、天丼部がやや
くぼむ。 子しが 4穴
あけられている。

天丼部に乳頭状の
突起を2つ もつ。

内外面ともナデ。
 1彗ぞg争巻

I Ell-4
No 130

蓋  129-2
なし。

なし。

なし。

蓋 2

129-3
累讐 磨ヽ

ァ^
ラ

扮

ヘ

と
は

面

い

外
る

ｏ

内
あ
き

29-4

蓋  129-6 同 上

天丼部は平坦面を
もち、末広がりに
なる。

を
が

部
広

題
末

平
く

ｏ

は
き
る

部
大
な

井
ち
に

天
も
り

なし。

内外面ともナデ。

争事:」謁昌賀9蓬
き。

び要!1壱
目立テあ更ア千

焼成良好。
大粒の砂粒
を 多 く含
む。
暗茶褐色。

焼成良好。
大粒の砂粒
を 多 く含
む。
灰黒色。

焼成良好。

I G14--4

I 
Ⅲ C13

蓋

なし。

なし。

蓋  129-7

臨 爺昼1蝉
う

1警ξヨ象[G卜 3

3B負 會́:爺封
口縁部ヨコナデ。

 1豊ζgttkFG13-3証~~F画
  「τ

４

一
４ＤＨ

ｏ粒
好
砂

ｏ
ｏ

良
の
む
色

成
粒
含
灰

焼
大
を
黄

ｏ

用

ｏ

本方
ユ
ｏ
一ア

ナ
と
ナ

コ
面
と

ヨ
外
あ

部
内
の

縁
部
目

口
胴
毛

警増倉争デIID14-1

督ぞ3グk lttit〒 2

る
頸
摘
の
ぐ

よ

ｏ
ラ
そ
め

に
ロ

ヘ

をヽ

ラ
み
の
れ
文

へ
刻
条
入
突

部
の
３
を
刺

ｏ

縁
状
に
線
に
す

口
羽
部
沈
間
ら

誓憲FttklⅢ E話ぁ2

ヨ:き會iR善宮1喜

g:争警

-81-
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穆減覇 挿図番号
1 

法 量 勤
 1 

形 態 の 特 徴
 1 

文 様 の 特 徴
 1 

手 法 の 特 徴
1備

 考

輪状のつまみをも
ち底面に向って大
きく末広が りにな
る。

天丼部は上面、側
面とも指頭圧痕あ
り。なし。その他
の部分は摩滅が著
しく不明。

内外面ともナデ

29--10 1

|

30--2

30--3

30-5底  径

焼成良好。
小砂粒を多
く含む。
外面
黄褐色。

内面
灰褐色。

I D14
N,52

申卜引 日今F善
亀余屋

科書暮
g子

粒

IE12-1

1笑建属霧粒IT"_.

底面にヘラで 3条
の線を十字形に描
く。

卜ぱ
韓ω

径 61蜀
写懸弩

'1初

の

|

の
後

勤
成

１
焼

約

ｏ

径
つ

ｏ

に
も
孔

面
を
穿

底
孔
に

外面縦方向ヘラ磨
き。

を含む。
灰自色。

焼成良好。
大粒の砂粒
を含む。
外面
灰自色。

内面
黒色。

焼成良好。
砂粒をほと
んど含まな
い 。

黄灰色。

なし。 外面縦方向のヘラ
磨き。

外面刷毛目。内面
刷毛日の あ とナ
ラゴ。

ｏ粒
好
砂

ｏ
ｏ

良
の
む
色

成
粒
含
自

焼
大
を
灰

底面に径約 1,2勤
の孔をもつ。焼成
後に穿孔。

側
あ

ｏ

痕ヽ
目

ｏ

面
圧
毛
き

上
頭
刷
磨

は
指
面
ラ

部
も
外
ヘ

井
と

ｏ面

天
面
り
内

底面に径約 1.2勁
の孔をもつ。

側-61底  径  8.

辟71径
J雛
饗働

|

- 82 -



器 種
(分類)

番号 法 量 磁 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 出土地点

30-8 径  6.
底面に径約0,9勁
の孔をもつ。焼成
後に穿孔。

なし。 外面縦方向のヘラ
磨き。

焼成良好。
I Fll-1

壷 31--1 口径 (164)

外
ず
も

帷
睡
哨

部

平ヽ

縁
し
な

ｏ

口
反
か
つ

口縁部端に、ヘラ
による斜格子文
頸部に櫛描直線文
をめぐらす。

外面ヘラ磨き。
ｏく
面
　
色

好
多
外
　
灰

良
を

ｏ
ｏ茶

成
粒
む
色
面

焼
砂
含
黒
内

D12--3
N儀201

I

謹

並

重

重

重

壷

重

31--2

1凱

-3

|

31-4

|

31-5

31--6

31--7

31-8

口 径 (16.4

口 径(11.2)

8,0
12.0
4.4
12.7

11.6
13.9
5。 9
13.5

一‐‐呻‐‐径く‐５
．
２＞

　

一　

　

径て‐４
．
２＞

旧
―
―
一―

―
―
「

嘩鶏嘩勝一嘩鵡囀鶴

田縁部は外反し、
頸部はやや長い。

上同

るヽ
す

く
が
出

短
ま
り

は
に
張

部
状
は

縁
字
都

口
の
一月

立
最
上

直
胴
り

く

ヽ
よ

短
ち
位

は
立
中

ｏ

部
に
は
る

縁
み
径
あ

口
ぎ
大
に

口頸部はコの字形
に近く折れまがり
胴最大径はほぼ中
位にある。

|二a:自
掻室З標

1晉
烈各撃ヨ異蟹語

し。

し。

上同

ｏ描
ら
裁
刺

目
櫛
ぐ
半
で

叫
］
効
蚊
蝉

施す
。

部
に
文
そ
状
を

唇
部
線

管ヽ
文

口
肩
直
し
竹
突

な

な

器面の摩滅が著し
く不明。

外面ヘラ磨き。
内面ナデ。

外面は摩滅が著し
く不明。内面はナ
デ。肩部内面には
指頭圧痕あり。

上同

ｏき
の

デ
磨
き

ナ
ラ
磨

コ
ヘ
ラ
　
ｏ

ヨ
言ロ
ヘ
デ

部
外
面
ナ

縁
部
内
と

口
胴

あヽ

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰茶色

焼成やや不
良。小砂粒
を含む。灰
褐色。

焼成良好。
砂粒を含む

ｏむ
好
含

ｏ

良
を
色

成
粒
褐

焼
砂
茶

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

触
蠅
釣
鏑

焼成やや不
良。
小砂粒を含
む。
灰褐色。

焼成良好。
砂粒を含む

I Dll-2
N防125

H D13-2
N`16

I G13--3
N叫33

一
・３

５
Ｇ
配

Ｄ
３７

Ｉ
配

I Ell-4

Ⅱ Fll-1
血 2

重 31--9 口 径 (24.2)

口縁部は朝顔形に
大きく開き、端部
はL字形に折れ曲
がる。

内
工
文

と
状
子

面
櫛
格

外
の
斜

部
条
る

端
３
よ

縁
に
に

口
面
具

器面の摩滅が著し
く不明。

焼成良好。
小砂粒を多
く含む。 ⅣGll

並 31--10 |コ  径 (32.4

口縁部は朝顔形に
大きく開き、端部
は肥厚して平坦面
をもつ。

４
よ
に

すヽ

に
に
面
文
ら

面
具
内
行
ぐ

外
工

ｏ斜
め

部
状
文

をヽ

端
櫛
行
文
文

縁
の
斜
状
状

口
条
る
波
波

外面は刷毛目のあ
とナデ。

好
多

良
を

ｏ
ｏ

成
粒
む
色

焼
砂
含
灰

I F13-2

堕 31--11 口 径(31.5)

口縁部は朝顔形に
大きく開き、端部
はL字形に折れ曲
がる。

口縁端部の内外面
に3条の櫛状工具
による羽状文を施
す。

器面の摩滅が著し
く不明。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
灰

焼
砂
含
暗

Ⅳ
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種
鋤

器
翰 挿図番号

|

法 量 切 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 出土地点

壺 31-12 口 径 (27.6)

開
し

ｏ

く
厚
つ

き
肥
も

大
は
を

は
部
面

部
端
坦

縁

平ヽ

口
き
て

に
文
え
行

面
行
加
斜

ｏ

外
斜
を
と
す

の
と
圧
帯
施

部
文
押
突
を

端
子
に
付
文

縁
格
面
貼
突

口
斜
内
た
刺

器面の摩滅が著し
く不明。

焼成良好。
小砂粒を多
く含む。
灰自色。

ШE■

重 31-13 ぞ騒(31 6)
口縁部が大きく開
き、端部が肥厚し
て平坦面をなす。

しな _L同
く I G13--2

Nd52

壷 31-14

口縁部から頸部に
かけて 1条以上、
頸部から肩部にか
けて 2条の貼り付
け突帯。

外面縦 方 向のヘ
ラ磨き。
内面刷毛目とナデ

焼成きわめ
て良好。
小砂粒を多
く含む。
暗褐色。

I G13--4
Nは93

壺 31-15 口 径(34.0

こ形顔

ｏ

朝
く

は
開

部
く

縁
き

口
大

形
を
し
縦
付

角
帯
ら
を
り

三
突
ぐ
帯
貼

面
け
め
突
条

断
付
上
に
２

に
り
以
上
に

ｏ

都
貼
条
の
向
る

頸
の
５
そ
方
け

外面縦方向の荒い
刷毛目。

ｏ多

　

ｏ

好
を

ｏ色

良
粒
む
褐

成
砂
含
黄

焼
小
く
暗

Ｆ

２３
Ｉ
配

壷

壷

壼

重

壷

31-16

31-17

31-18

31-19

31--20

聖
聖

‐口径く．８．０，
一―口径ぐ２４．０＞臨

上

口縁部は大きく開
き、端部は肥厚し
て平壇面をもつ。

上同

同

上

上

同

同

な

口縁端部外面に山
形文、内面に波状
文と刺突文。

一あ
に
子一い嘲輔一脚枷鞠

口縁端部に波状文
と刻み目文、その
下部に 3条の貼り
付け突帯。

国縁端部に斜格子
文刻み目文を加え
、その下に刻み目
をもつ貼り付け突
帯をめぐらす。

し

外面刷毛目。内面
刷毛目の あ とナ
ラ
ゞ

。

器面の摩滅が著し
く不明。

|

外面刷毛目。内面
1横方向のヘ ラ磨

1乱

口縁部ヨコナデ。
頸部外面刷毛目。

1口縁部ヨコナデ。

焼成良好。
砂粒をわず
かに含む。
青灰色。

|を

書g争多

1魯
ζg争巻

1擁
詈3督と。

1鍵辞と。

I Dll

I D13
Nd55

|

1Ⅳ

IIFll-4

11鰍拓
3

霊 31-21 口 径 (22.4 上同

山
格
め

に
斜
を

面
に
文

外
面
突

部
内
刺

ｏ

端

とヽ
す

縁
文
文
ら

口
形
子
ぐ

器面の摩滅が著し
く不明。

ｏ多
好
を

ｏ
ｏ

良
粒
む
色

成
砂
含
福

焼
小
く
暗

I E12-3
Nα 3

壷

壷

重

31--22

31-…23

31--24

口

口

宅≧(16.4)

ぞき(24.2)

卜徴り

上

上

同

同

同 上

口縁部内外面とも
ヨコナデ。外面頸
部ヘラ磨き。

器面の摩滅が著し
く不明。

上同

1繁侵目ξ愁。

|§
拿g::

I

I

F10-4
配137

D14--2
N063

-34-



器 種
(分類) 1挿

図番将 法 量 初 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 出土地点

重 31--25 口 径 (21.4

開
し

ｏ

く
厚
つ

き
肥
も

大
は
を

は
部
面

部
端
坦

縁

平ヽ

口
き
て

頸部に押圧を加え
た貼り付け突帯を
めぐらす。

器面の摩滅が著し
く不明。

焼成やや不
良。
砂粒を多 く
含む。
青灰褐色。

Ｆ

２５
Ｉ
陥

壼 31--26 口 径 (21,5) 同 上

頸部に押圧を加え
た貼り付け突帯。 ｏ毛ガ

卸却印
部
外

縁
部

ｏ

口
頸
目

焼成やや不
良。砂粒を
わずかに含
む。
黄灰色。

I F13-4

歳 31--27 口 径(18,8) 1司 上 同 上

器面の摩滅が著し
く不明。

焼成良好。
砂粒を含む
暗赤褐色。

I G12--4
血112

重 31--28 口 径(20,2) 1刊 上

突
の
刻

け
そ
る

ｏ

付
し
よ
る

り
ら
に
え

貼
ぐ
ラ
加

に
め
へ
を

部
を
に
目

頸
帯
上
み

口縁部ヨヨナデ。
頸部外面刷毛目。

焼成良好。
小砂粒を含
む。
茶灰色。

Ш

壷 31--29 口 径 (30.2)

外
内

く
や

き
や

大
ち

は
の

ｏ

部
た
る

縁
し
す

口
反
湾

口縁端面に3条の
凹線文と刻み目。
その下に貼り付け
突帯。

内面ヘラ磨き。 め
　
多

わ

ｏを

ｏ
ｏ

き
好
粒
む
色

成
良
砂
含
褐

焼
て
小
く
黄

一Ｇ．
岬

壷 31--30 口 径(21.4) 1司 上

口縁端部に3条の
凹線文を施したの
ち、斜行文と円形
浮文を加える。そ
の下に 2条の刻み
目をもつ貼り付け
突帯。

口縁部ヨコナデ。 焼成良好。
小砂粒を合
む。
黄灰褐色。

Ⅲ

霊 32--1

頸部はゆるく湾曲
し口縁部は内傾し
て立ち上る。

口縁部に凹線文状
の沈線を施したの
ち、ヘラによる斜
行文を加える。頸
部は押圧を加えた
貼り付け突帯をめ
ぐらす。肩部は櫛
描直線文 と波状
文を交互にめぐら
す。

ｏむ
好
含

ｏ

良
を
色

成
砂
褐

焼
細
茶 I Dll-3

N6186

壷 32--2 口 ぞ騒(36.8)

口縁部は朝顔形に
大きく外反し、口
縁端部は幅広い平
垣面をもつ。

口縁端部に凹線文
を施し、その上に
円形浮文を加える
国縁端部上面に押
圧を加えた貼り付
け突帯。日縁部内
面に 2条の刻み目
をもつ貼り付け突
帯。

外面ヘラ磨き。 ｏず

ｏ色
色

好
わ
む
灰
灰

良
を
含
黄
褐

成
粒
に
面
面

焼
砂
か
内
外

ⅣGll

重 32--3 鵬0 1司 上

文

文ヽ
る
の

線
し
浮
え
状

凹
施
形
加
文

に
を
円
を
線

部
線
に
文
凹

端
沈
上
浮
に

ｏ

縁
の
の
状
部
線

口
状
そ
棒
頸
沈

内外面ともに刷毛
目。

焼成良好。
砂粒を含む
灰福色。

]II)12
Ⅲ E13-4
Nj13

壷 32--4 口 径 (24.6 1司 上

を
ラ
円

ｏ突

文
へ

るヽ
け

線
に
文
え
付

凹
上
行
加
り

に
の
斜
を
貼

部
そ
る
文
に

縁
し
よ
浮
部

ｏ

口
施
に
形
頸
帯

外面縦方向の刷毛
目。

ｏ多

褐

褐

好
を

ｏ灰
　
灰

良
粒
む
黒
　
暗

触勒鈴姉
色。師
色。

Ｄ
５．

Ｉ
配
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穆減爵
1挿

図番号
1 

法 量 tvPJ 文 様 の 特 徴
1手

法 の 特 徴 考
 1出

土地点形 態 の 特 徴

引織騨
口縁端部に凹線文
状の沈線を入れ、
その上に棒状浮文
を加える。

胴部最大径付近に
櫛状工具による刺
突文。

子文。
に亥Jみ

目をもつ突帯を5
条めぐらす。

器面の摩滅が著し
く不明。

焼成良好。
細砂粒を合
む。
灰色。

I Dll

口 径 (18.

大径 (20.

坦
や

平
は

に
部

ｏ

面
胴
す

上
ち
出

部
も
り

縁
を
張

口
面
や

内面刷毛目のあと
ナデ。

籐露ゲ落怒施森器
ともナデか。

器面の摩滅が著し
く不明。

ζ豊ぞζ: II盈
うち万4

|を書g争
多榜

1 

孟昇11

32-171口

風:鶉郵鰤呵
1奪宮ζζ争

Ⅲ C13
Nα 3

焼成良好。
大粒の砂粒
を含む。
外面暗茶褐
色。
内面暗黄褐
色。

呂籟雙評
に3条の

1曇累識鼻吾在憲子

蟹電自ξ引珊》3

I「ll な

口 径(14,0)
最大径(19.0)

抒9卜1脚
解

1鴨
孵随器面の摩滅がをし

く不明。
焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰褐色。

口縁部ヨヨナデ。
1接
贈昼『

。
|れ-3

ｏ

子

目
に

み
面

刻
坦

に
一半

ｏ

部
部

つ

唇
縁
も

口
口
を

内外面ともナデ。 焼成良好。
砂粒を含J」 。
黄褐色。

H Ell
Nα12

同 上
橙膝卜み

ｏ多

　

ｏ

好
を

ｏ色

良
粒
む
褐

成
砂
含
茶

焼
小
く
暗

上司 IE-11
血48

大矮t舞 i4;具§離笠写言拳:
か
文

ｏ
る
の

に
突
る
す
つ

部
刺
え
対
づ

胴
と
加
相
個

ら
線
に
の
２

ｏ

か
沈
互
部
に
り

部
て
交
編
置
あ

肩
け
を
口
位
孔

必多II E13-3

御

1同

-86-

内面ヘラ磨き。



番号
1 

法 量 勤
 | )レ

態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 1手 法 の 特 徴

|

口欲弘烈
口縁部は直口ぎみ
に立ち上 り、上部
に平坦面をもつ。

に
の
付
れ

ラ
そ
り
入

へ

ｏ貼
を

に
目
を
目

部
み
帯
み

端
刻
突
刻

縁
る
に

ヽ
ｏ

口
よ
下
け
る

器面の摩滅が著し
く不明。

ｏ多
好
を

ｏ
ｏ

良
粒
む
色

成
砂
含
褐

焼
小
く
淡

諺‐9信 径司 B縁識毎顎彗争
口縁端部に 3条の
凹線文。 彗ぞ:子各II魚

話-1

備  考 1出土地点

32-211口  径 (15。 2)

凹
対
づ

の
相
孔

条

２ヽ

２
し
に

に
施
置

ｏ

部
を
位
孔

縁
文
る
穿

回
線
す
つ ;F辞

'含

層まヨ
1暮拿a綴桂

凹線文状の沈線を
施し、その間に竹
管状の工具によつ
て12個刺突してい
るが貫通していな
い 。

外面ヘラ磨きか。 焼成良好。
小砂粒を多
く含む。
内面暗茶褐
色。
外面黄褐色

径(11.4)

口縁部はゆるく外
反し端部は肥厚す
る。

_fと      上
1具

縁悩譲斐Ⅳω
l

l l !§二甥景
;号ヨタヨ:啓争

内外面ともナデ。 焼成良好。
小砂粒を多
く含む。
暗褐色。

径(44.2)

7hD面 ナデか。

外面刷毛目のあと
ナデ。内面ナデの
あとヘラ削りの痕
跡かすかにあり。

焼成良好。
小砂粒を多
く合む。
暗灰褐色。

焼成良好。
砂粒を含む。
暗茶褐色。

I G13-3
hlo l17

I Fll-1
沌 103

|

重

 132-26

２

の
に
条

面
“

上
闘

。

部
外
文

縁

線ヽ

口
条
凹

1口

ｏ粒
に

好
砂
か
　

ｏ

良
の
ず

ｏ色

成
粒
わ
む
褐

焼
大
を
含
黄

る
ぐ
６
と
よ
施

よ
め
に
位
に
回

に
条
間
単
具
３

ラ
２
の
１
工
を

へ
を
そ
を
状
文

に
文

本ヽ
櫛
線

突
し
７
る
直

文
突
ら

線
刺
ぐ

直
る
め

描
よ
に

櫛
に
互

に
ラ
一父

部
へ
を

ｏ

頸
と
文
す

ぞ乙   7

器面の摩滅が著し
く不明。

外面ヘラ磨き。
内面ナデ。

焼成良好。
小砂粒を多
く含む。
茶掲色。

I E12-2
Nα 13

I Ell
血76

E ll-4
Nα 120

¨
す
る

―- 87 -―



器 種
(分類)

番号 法 量 傷 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 出土地点

重 33-3
流水文とみられる 外面ヘラ磨き。 焼成良好。

砂粒を含む
茶褐色。

４

‐Ｄ陀

壼 33-4

肩部に櫛描直線文
と波状文を交互に
めぐらす。

内面ナデ。 焼成良好。
大粒の砂粒
を若千含む。
外面明黄灰
色。
内面茶灰色。

ⅢD13
MO

重 33--5

櫛描直線文と波状
文をめぐらす。

内面ナデ。 焼成良好。
大粒の砂粒
を若千合む。
暗黄褐色。

I F12-2
Nd101

!亜 33-6

櫛描直線文と波状
文を交互にめぐら
しその下に斜格子
文を施す。

内面刷毛目。 め

多

灰

色

わ

ｏを

ｏ黄
　
灰

藤
餅
蠅
釣
醐

。醸

焼
て
小
く
外
色
内

ⅢG12

奏

甕

奏

奏

鉢

鉢

皿
Ｌ

ト

ト

顧

34-6

陸
‐口径く２３．５＞脇
‐一‐口径＜２．，
一ぞ陰(24.0)

２

４

０

径
径
高

底部が台状につく
られ、きわめて厚
い 。

1署

馨隻F条
の櫛描

|:ヨ:::i豊
室

|二
:B搭
呂色甚な

1内外面ともナデ。

口縁部ヨコナデ。
胴部外面ナデ。
胴部内面刷毛目と
ナデ。

外面ナデ。内面指
で押圧したのち雑
なヘラ磨き。

ｏし
が

デ
著
る

ナ
が
あ

コ
滅
で

ヨ
摩
瞭

ｏ

部
は
明
か

縁
面
不
デ

国
内
く
ナ

焼成良好。
砂粒を多く

1亀
溌機色。

1脅

ぞgttk

l脅ζgttk

ｏず

ｏ
ｏ

好
わ
む
色

良
を
含
帽

成
粒
に
黄

焼
砂
か
暗

一膝

I G14--2
Nα 3

1 

ⅢC12

|

Ⅲ

1乱緞
|

|

I Ⅱ

一・２

粥

Ｇ

醜
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種
鋤

器
翰 法 量 効

径制:線

°
|

口 径 (g

最大径G7.

形 態 の 特 徴
1文

様 の 特 徴

し

1手
法 の 特 徴

1備
考

甕

 134-7

な

は

張ヽ

部
り
に

縁
な
か

国
に
ず

ｏ形
わ

ｏ

品
字
は
す

形
Ｌ
部
出

大
逆
胴
り

口縁端部にヘラに
よる刻み国。頸部
に 1条の突帯をめ
ぐらしその上に刻
み目を加える。

膏静指黍塵農警鳥
ん皇た興琴層杢箸刺突文をめぐらす。

口縁部ヨコナデ。
胴部外面ナデ。
胴部内面刷毛目。

ID■-4

I Dll

I Ell

胴部に先端を半円
形にしたヘラ状エ
具によって刺突文
をめぐらす。

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
褐

焼
砂
含
灰

ｏ
か
向

デ
本ア
｝力
　
ｏ

ナ
ナ
め
日

コ
は
斜
毛

ヨ
面
面
刷

部
外
内
い

縁
部
部
荒

口
胴
胴
の
　

一 一焼成良好
。叫

帆
蝉
］

色
。

ゲ^
日
Ｈ　
ｏ

ナ
毛
デ

コ
刷
ナ

ヨ
面
面

鰯翻
納

口
胴
胴

|

IF 

径(25

覇嵐瞬夢「冨
口 径 (20.4)

口縁部ヨコナデ。
胴部外面刷毛目。

口縁部ヨコナデ。
外面胴部上半刷毛
日、下半ナデある
いはヘラ磨き。内
面刷毛目のあとナ
デ 。

貝筈指黄掲I No109
色 。

内面暗茶福
色。

焼成良好。
石英、長石
等の細砂を
含む。
暗灰色。

I F12-1

月同部にヘラによる
列点文。

外面胴部上半は刷
毛日、下半はナデ。
胴部内面ナデ。

ｏ多

ｏ

好
を
む

ｏ

良
粒
含
色

触
勒
歌
鶏 I D12--3

月同部にヘラによる
刺突文 をめ ぐら
す。

口飩
判
辣動購 纂期珊♂

暗茶褐色。 |
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頸部はくの字状に
折れ、口縁端部は
やや肥厚する。胴
部はわずかに張り
出す。

口縁端部に 2条の
凹線文。

口縁端部にヘラに
よる斜格子文。

口縁端部に回線文
状のかすか な沈
線。

ナ
面
く

コ
外
し

ヨ
内
著

部
は
が

縁
部
滅

口
胴
摩

本方

＞
ｃ

35--1

35--3

・８

２０

径
径大

口
最

に
は
胴
す

状
部

ｏ出

字
端
る
り

の
縁
す
張

く
口
厚
く

は

肥ヽ
強

部
れ
や
は

頸
折
や
部

径口

1口

上
 1咎

p長詈争

焼成良好。
石英、長石
等を多 く含
む。
明灰褐色。

I E13-1
醜89

F12-2
卜b149

Ｄ

５

Ш

血

峯型1引 同
口縁部ヨコナデ。

口縁都ヨコナデ。
胴部外面用」毛目、
内面ナデ。

口縁部ヨコナデ。
胴部内外面ともに
摩滅が著 し く不
明。

ｏ英
砂
含

好
石
の
く

　

ｏ

良

等ヽ
多
　
色

成
石
母
を

ｏ幅

焼
長
雲
粒
む
明

露尋絶書拿唇争橘
部はわずかに張り
出す。

ｏ英
小
ず

ｏ
ｏ

好
石
の
わ
む
色

良

等ヽ
を
含
福

賊
覇
鄭
帥
泣
醸

好
多

　

ｏ

良
を

ｏ色

成
粒
む
自

焼
砂
含
灰

I E13-2
N&62

器 種
(分類)

番号
1 

法 量 勁 形 態 の 特 徴
1文

様 の 特 徴
1手

法 の 特 徴
1備

口縁部ヨコナデ。
胴部内外面ともナ
デか。

ｏ英
粒
む

好
石
砂
含

ｏ

良

小ヽ
く
色

成
石
の
多
褐

焼
長
等
を
灰

口縁部は大きく折
れ曲がり、胴部は
わずかに張 り出
す。

胴部にヘラによる
列点文を 2条めぐ
らす。|

34-181口

ｏ英
粒
に

好
石
砂
か
　

ｏ

良

小ヽ
ず

ｏ色

成
石
の
わ
む
褐

焼
長
等
を
含
赤

I(313-2
Nllll

IG4-1
M9

焼成やや不
良。
石英、長石
等の砂粒を
含む。
茶褐色。

縁
頸
付
え］刻み目。鋤蜘

部
る
突
押

縁
よ
に

ヽ
ｏ

口
に
部
け
る

ｏ英
を

ｏ

鱗
石ヽ斑
釣色。

触
節効家酪

―- 90 -―
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穆逮覇
1挿

隠番号
1 

法 量 効
 1 

形 態 の 特 徴

に
は
胴
す

状
部

ｏ出

字
端
る
り

の
縁
す
張

く
口
厚
く

は

肥ヽ
強

部
れ
や
は

頸
折
や
部

径口 :憂啓響語学毒ヨ
|:写

き3i争膏警

文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴

口縁部ヨコナデ。
胴部は摩滅が祐し
く不明。

ｏ英
を

好
石
粒

　

ｏ

良

砂ヽ

ｏ色

成
石
の
む
灰

焼
長
等
含
青

り
圧

貼
押

を
に

帯
上

ｏ

突
の
る

に
そ
え

部
け
加

頸
付
を

盈担聖樫藝睡製_ピ

~籐
卜

F__L:_[_三十』―aa:::藍
与

1暴

受計
に倒

1据

尉含翻取

:g8:坤
炉

4

員§愁畠邑著Fi l雪
aa毎
悲‐Ｆ・２．４Ｍ　　　一　　‐Ｆ・３．．２岨

奏

1蜘
3卜 径

刺

向 上 同 上

1  陵 書E吾引

I

|             ___1灰 自色。
_|

炭鵜色。
|

|

密

 135-

奏  135-161口 径 (18)
り出|         11カ

ψ
      l香とr14こ 1 血銘

___L ttm月 _ 1暴授評桶魚奮冥副  厖覇簗藪雰示
甕 135-171量大篠t】::な;1 同    上 1符造た朔Rttr＼

1・

1習識警:以千表ち旨‖1拶母琢多役
り。       1合 む。

口縁部に 2条の凹
線文を入れ、その
上にヘラによる刻
み日。

め
　
小
く

　

ｏ

わ

ｏ
の
多
　
色

藤
朗
碍能
む。輔

焼
て
長
砂
含
暗

口
抹
「ラ

＝

・

⇔蝉磨き。　　　　一-91-



称懇卜図番 法 量 錫
1形

態 の 特 徴
1文

様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 1備 考
 |

|

口縁端部にヘラに
よる刻み目。 裕碧R怒買与基百。焼成きわめ

て良好。
長石等の小
砂粒を含む
明褐色。中　　一　　中　　一

35--25

|
ナ不

135-26
|

邦

135-27

35--28

口縁上面の平坦部
と側面に浅い凹線

向魯たふ歩写擦農
浮文を貼り付け、
刻み目をつける。

脚部上端に断面三
角形の突帯を2条
貼り付t)る 。

焼成良好。
長石等の小
砂粒を含む。
黄灰褐色。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
黄灰色。

II紀

i:「
4

緒
の
土
内
い
部

一
部
粘

ｏね
脚

ｏ

を
杯
の
る
い

ｏ
リ

部

状ヽ
け
て
き
削

郭
り
板
付
も
磨
ラ

と
く
円
り
と
ラ
ヘ

部
つ
に
貼
面
へ
面

脚
に
底
を
外
な
内

35-241樫 荘

め
　
小
む
　

一　
ｏず

ｏ

諦好。物鈴
色。一朗
め釣
‐色。

賊
敬覇恥綿
一触蜘
泣願

て
き

も
磨

工⊆
ラ

面

ヘ

外
な

内
い

部
ね

郭
い味嚇　　　一帷

脚部の破片。

尼督柔謝畠苫岳雲
文を入れ、その上
に円形浮文を加え
る。国縁端部にヘ
ラによる刻み自。

摩滅が著しく不明
瞭であるが内外面
ともヘラ磨きか。

外面ヘラ磨き。

I Ell
Nよ31

一
５

Ｉ

血

I E13-4

I E13-3
N航116

I E14-4

I D13--3
N,178

径
　
　
一　
　
径

的噂瑯　　一帥蝉
筒部に数条の凹線
文。

摩滅が著しく不明

35--29

鋼騨螂
|

口縁部に3条の凹
線文状の沈線。
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頸部は八の字状に

口縁部はくの字状
に折れ端部は上下
に拡大。肩部は強
く張り出す。

口縁部は強く湾曲

ヱ雫露晟夫p部は

顎部はゆるいくの

三曇雫程義奥曇修

頸部はくの字状に
折れ、口縁端部は
直立ぎみに上下に
拡大。

口縁部に3条の凹
線文。

I D13
醜116

脅
g§

子

klIF14-3

焼成良好。
砂粒を多量
に含む。
黒掲色。

聰‐01舅ヨ覇患霊早溺
暴晏駅あ麗霧F凹

口縁部ヨコナデ。

齋書讐属写!薯5k
不明。

ｏ英
を

ｏ

好
石
粒
む

ｏ

良

・
砂
含
色

成
石
の
く
褐

焼
長
等
多
茶

口径 (13.4)

甕  136-10

|

口縁部に4条の凹
線文状の洗線。

口縁部に3条の凹
線文状の沈線。

口頸部に2条の凹
線文状の沈線。頸
部に刷毛目原1本に
よる刺突列点文。

口縁部に4条の凹
縁文状の沈線。

部
頸

ｏ

縁
面
り

国
内
削

_空
凱卜つ

1写
真二εヨ三雑

|

■
フ

デ

ヘ

ナ
下

コ
以

ヨ
部

部
頸

ｏ

縁
面
り

国
内
削

恒
口径 (19.0)

口径 (26.0)

口頸部はくの字状
に曲がり、肩部は

口径(15.3)|あま
′
ち義ち掘ざ遷

い 。

口径 (16.0)

口径 (18.0)

口縁部はゆるやか
に湾曲して開き、
端部はわずかに肥
厚する。

口縁部に4条の凹
線文状の沈線。

頸部に数条の沈線。

口縁部に2条の凹
線文状の沈線。

口縁部に 3条の凹
線文状の沈線。

口縁部に 3条の凹
線文状の沈線。

口縁部ヨコナデ。

口縁部ヨコナデ。
外面頸～肩部刷毛
目。内面頸部指に
よる押圧、それ以
下はヘラ削り。

寄]烈靴β界
|

内面頸部以下ヘラ
肖1り 。

頸部頸部刷毛目。
内面頸部刷毛目。

新評
以下 ヘ ラ削

焼成良好。
砂粒を多量
に含む。
青灰色。

I G13--3

文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴
 1備

  考
 1出

土地点

焼成やや不
良。
砂粒を多 く
含む。
灰色。

焼成良好
。長石． 石英

鋤
多く含む

。聴

一
焼成良好

。嵯
含む

。灰色
。

るヽ
は

デ
よ
下

ナ
に
以

コ
指
れ

ｏ

ヨ
部
そ
り

部
頸

削ヽ

縁
面
圧
ラ

国
内
押

ヘ

鼻夙辛為
1警
ζgttk

36-141口 径(14.0) Ⅲ G12-3



一Ｄ
ｏむ

好
合

ｏ

良
を
色

成
粒
褐

焼
砂
灰

好
砂

ｏ
ｏ

良
の
む
色

成
粒
含
自

焼
大
を
灰

ｏ
　
Ｌ
フ

一ア
由
ロ
ヘ

ナ
毛
下

コ
刷
以

ヨ
面
部

部
外
顕

ｏ

縁
都
面
り

国
胴
内
削

不
　
わ
む

や
　
を
含

や
　
粒
に

ｏ

成

ｏ砂
か
色

焼
良
小
ず
灰

デ
ロ
削

ナ
毛
ラ

コ
酎‐Ｉｊｕ
へ
　
ｏ

ヨ
部
部
日

部
頸
頸
毛

縁
面
面
刷

日
外
内
と

ｏ粒
含醐動ス

。他

焼
大
を
む
暗

ｏ部
以

ギ
頸
部

ナ
”
頸

ｏ

コ
部

りヽ

ヨ
縁
き
削

部
口
磨
ラ

縁
面
ラ
ヘ

国
内
へ
下

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰褐色。

1焼

成良好。

|

|

I Fll-3
N,192

I G12--2
こヽ126

I D13

ｏ
　
Ｌ
フ

デ

田
［
ヘ

ナ
毛
下

コ
刷
以

ヨ
面
部

部
外
頸

ｏ

縁
部
面
り

口
胴
内
削口径 (13.0)

口径 (15.6)

口径 (16.6)

36--19 口径 (14.5) 同

口径 (14.6)

口径(13.0)

口径(12.0)

文 様 の 特 徴
1手

法 の 特 徴

口縁部に3条の凹
線文状の洗線。
胴部に列点文。

口縁部に3条の四
線文状の沈線。
日同部1乙 夕け}魚文。

口縁部に4条の凹
線文状の沈線。

|ヨ 縁部に 3条の凹
線文状の沈線。

口縁部に6条の平
行沈線。顕部に沈
線。

口縁部に9条の凹
線文状の沈線。

口縁部に 8条の平
行焼線。頸部に沈
線。

口縁部 ヨコナデ。

露用薮牟忌寮ヨ営1
り。

口縁部に6条の凹
線文状の沈線。

口編部に4条の凹
線文状の沈線。

ヨヨナデ。
面刷毛日。
部以

~下
ヘラ

「
Iイ壬(14.0)

頸部はくの字状に

を犠貫3僑豊啓捺
形に張り出す。

頸部はゆるいくの
字‖犬ヤこ曲がり

「
I縁

端部はやや内傾し
て上下に拡大。口
縁部は強く張り出
す。

態 の 特 徴

頸部は外方に強く
折れ、日縁端部は
わずかに内傾して
上方に拡大。

不‐
劇
引
ヨ

。・
―
川
到
劉

韓　
骸む。色。一朗効修
。級醒

む
色

一
罠
等
を

ｏ茶
灰

孵良。螂御鞭一麟器嘘合む。憾帥

成

ｏ砂
含
灰

一
成
石

焼
良
小
く
黄

一
焼
長
砂
合
外
内

矮

痺

４ア
国
Ｈ　
ｏ

ナ
毛
り

コ
刷
削

ヨ
〓ロ
ラ

部
外

ヘ

頸
都
面

日
頸
内

長
き
上
は

こ
大
は
部

ｏ

帥
融
帥

大
。

肩
岬

は
口
き
拡
張

部

開ヽ
に
く

顎
く
く
下
強

。

ラ

一ア

ヘ

ナ

ド
コ
以

ヨ
部

部
頸

ｏ

縁
面
り

国
内
削

０
磨

一デ
ラ

ナ

＼
一
酪

部
頸

縁
面

ｏ

口
内
き

II)12--2
Nα 140

七
フ

デ

ヘ

ナ
下

コ
以

ヨ
部

部
頸

ｏ

縁
面
り

口
内
削

の
口
傾
拡

く

内ヽ
こ

い醐膊坤

は
に
部
に

部
状
端
み

ｏ

頸
字
縁
ぎ
大

部
外
頸

ｏ

縁
部
面
り

口
肩
内
削

凹
一月
よ

の

ｏ
に

条
線
縁

３
沈
腹

ｏ

に
の
殻
文

部
状
貝
点

縁
文
に
列

口
線
部
る

称蕃卜区番

36-221口 径 (11.8)
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器 種
(分類)

口径 (19,8)

「Jぞ盈(21.0)

口径 (25。 2)

口径 (23.8)

1鞘経_塑:
回縁部に 4条の凹
線文状の沈線。

朋凄誘領移
躍量2割 m.

I 

Ⅲコ
以

ヨ
部

部
頸

ｏ

縁
面
り

国
内
削

焼成良好。
石英・長石
等の砂粒を
含む。

E ll―-4
Nは 8

I E14-3
N∝ 1

量笑毒;::|1塁写きまヨ尋e樗 1号

縁撃塚曳寄皇卜
1昂

写ヨ最夙手岳

上 1橘最辞場魯金:凹

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
赤褐色。

lζ
ぞ自争〕

|

・Ｅ．．聰
　
一

一

日径 (12.0)
最大径

(11,4)

小型品。口縁部は
やや外傾して上方
に立ち上り、胴部
は球形に張り出す
が口径より小さい

口縁部に 3条の凹
線文状の沈線。胴
部に列点文。

デ
ロ
削

ナ
毛
ラ

コ
Ｅ‐‐州
へ
　
ｏ

ヨ
画
面
目

部
外
内
毛

縁
部
部
刷

口
胴
胴
と

36--35
Ｑ
径
ｅ

径
大

国
最

顎部はくの字状に
折れ、口縁端部は
外傾して上方にの
びる。胴部はやや
張り出す。

筒部下半から
'脇

〕台
部の破片。

口縁部に 4条の沈
線。肩部に刷毛日
を施す工具のよう
なもので列点文を
めぐらす。

底径 (15.8)

|

|
|

4督与否歯文をめ

|

焼成きわめ
て良好。
砂粒を多 く
含む。
淡黒褐色。

法 量 働
1形

態 の 特 徴
1文

様 の 特 徴 手 法 の 特 徴
 1備

  考
 1出

土地点

口縁部ヨコナデ。
胴部外面刷毛目の
あとナデ。
内面頸部以下ヘラ
音1り 。

1与 :与::子

路立
I ID13

焼成良好。

な軽♀留督
む。
明黄褐色。

L_
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器 種
(分類)

器 台

器 台

口径(13.6)
器高 (10.8)
底径(9.6)

番号
1 

法 量 働 形 態 の 特 徴
1文

様 の 特 徴
|

手 法 の 特 徴

外面刷毛目のあと
ナデ。内面ヘラ削
り。

筒部の破片。筒部
は細く、底部にむ
けて大きく開く。

口径 (10.8)

器受部 に平行 洗
線。筒部に6個の
円形透し。

焼成良好。
砂粒を多く
含む。
灰自色。

1脚台部の破片。

醒 鶴 01

|

壷の把手とみられ
る。

口径 (2.1)
器高 (5.9)
底径 (3.0)

前期の壷形土器に
類似。口縁部はゆ
るく外反し、最大
径は胴中位よりや
や下にあり、平底
におわる。

なし。

なし。

口縁部に2ケ所孔
を穿つ。

指によるナデ。

なし。

警富gttklI盈:3~3

I(〕 13--2
配121

焼成良好。
長石・石英
等の砂粒を
多く含む。
灰褐色。

焼成良好。
砂 粒 を含
む。
灰色。

皿E14-1

I(313--3

焼成良好。
長石・石英
等の砂粒を
含む。
茶褐色。

H E13-2

き
痕

磨
り

ラ
ぼ

へ
し

面
面

外
内

ｏ多
好
を

ｏ
ｏ

良
粒
む
色

触
勒
恰
購

滅
器
磨
ラ騨靱面ヘラ研

は
し
内
筒

ｏ

面
者
部

ｏり

外
が
受
き
削

口
長てヽ

し

し

。

呈
傾
る

を
外
上

状
は
ち

ネ
部
立

高
縁
く

条
沈陣中

部
線

台
凹

ｏ

脚
の
線

一

・４２

一　
　
　
箭

ヘラ描沈線と員殻
腹縁による刺突文
を交互に施す。

内面ヘラ削り。

外面にヘラ磨き痕
あり。内面ナデ。

一
Ｖア

ニ

チ
ュ

． 霊

ｏ粒
に

好
砂
か
　

ｏ

良
の
ず

ｏ色

成
粒
わ
む
灰

焼
大
を
含
黄

ア
|

|

|

ニ
チュ壷

1同
上

|

く
径
く
く
く

径
大
　
径
高

国
最
　
底
器

径
径
高

口
底
器

(5,9)
(3.9)
(3.8)

備  考
 1出

土地点

焼成やや不
良。
砂粒を多く
含む。
灰色。

ⅢFll-9
6ヽ5

鉢形を呈す。
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穆滅覇 陪図番司 法 量 働 1形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 1手 法 の 特 徴

指による押圧。
ｏ含

好
を
　

ｏ

良
粒
　
色

成
砂

ｏ灰

焼
小
む
黄

底径 (3.8)1 同
器高 (5.1)

I Gll― -1

奏形を呈す。   |なし。
口径 (9,0)3791鰭

檻3

底径 (4.2)

ｏ小
く

好
の
多

　

ｏ

良
等
を

ｏ色

廟
覇
魏
釣
醒

雪吾a毎警I 
ⅢD14

焼成良好。
石英等の大
粒の砂を合
む。
暗茶褐色。

ｏ英
を

好
石
粒

　

ｏ

良

・
砂

ｏ色

成
石
の
む
褐

焼
長
等
含
茶

底径 (2.8) 内外面ともナデ。 焼成良好。
長石等の小
砂粒を含む。
黄褐色。

くニ

チ ュ ア

ミニ

チ ュア

I D13
N駐99

ｏ小
む

好
の
含

ｏ

良
等
を
色

成
石
粒
褐

焼
長
砂
明

I E12--2
血91

キ 41離
徳

|

ョ

押圧
。

一
る

一
よ

焼成良好。
小砂粒を多
く含む。
暗茶褐色。

Ｄ

５３

Ｉ

醜

焼成良好。
大粒の砂粒
を多く含む
灰褐色。

司蜘
|

底径 (2.5) 底部はあげ底にな
る。

焼成良好。
長石等の砂
粒を含む。
茶褐色。

I E12--2
沌80

底径 (3.2) 内外面ともナデ。

上

ｏ大
を
　
色
色

好
の
粒
　
福
褐

良
等
砂

ｏ灰
暗

成
英
の
む
面
面

焼
石
粒
含
内
外

ｏ小
く

好
の
多

　

ｏ

良
等
を

ｏ色

触
誦
開
舘
級

ミ
ヨュァ

137-17

底径 (3.1)

I G12--2
醜 127
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瀞的
法 量 卵 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考 1出土地点

ミニ

テュア 37--20

喧径 建.9 内外面 とも Fl」 毛
目。

鰯
I F13-2
聴l15

ミニ

チュア
37--21

底径 (2.0) 螂

極

部
か
に
様

胴
に
角
文

め
　
く蝉韓睦鉱灰黒色。

肛C12-■〔

※法量 ( )内の数価は復原径を示す。
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器師土

弥生式土器などに比べると、土師器の出土量はきわめて少なく、この点、須恵器が僅少

であるのによく符合するが、それでも第 I～第Ⅲの二つの調査区にはほぼまんべんなくみ

られ、特に第 I調査区と第Ⅲ調査区ではかなりまとまった資料が得 られている。すなわち、

他の遺物同様、各時代各時期の遺物と混在 し、層位関係は明確さを欠 くが、第 I調査区と

第Ⅲ調査には複合口縁を有する古式タイプの霊、甕類が目立ち、第 1調査区のD ll・ 12、

E12・ 13、 F13・ 14、 G13では小型の丸底霊がまとまって出土し、かつそれらには完形を

保つものが多かった。しか もそれら小型重の出土区域には同時に従来県下では検出例の少

なかった畿内布留式系統の甕の出上のみられたことが注意された。また第Ⅲ調査区では西

南区域で検出されたしがらみ状の杭列遺構付近に新しいタイプの甕、椀類がみられ、それ

らは、のちに掲げる第49図、第50図 の歴史時代の須恵器類とはば共存するものとみて誤 り

ない出土状態を示していた。このほか第Ⅲ調査では円筒と形象埴輪の破片 も検出されてい

る。

以下、それらについて器lH_別に形態的な分類を行ない、それぞれの特徴を摘記すること

にする。なお、1』 々については表 5の土師器一覧表を参照されたい。

壷形土器 山陰では弥生後期後半以降、器形の上で壺形土器 と甕形土器の区別が次第に

に不明瞭になっていくことが知 られているが、その中でなお壺 としての形制をとどめる古

式土師器 としてタテチョウ遺跡には口縁部の作 りを目安にすると、大 きく次のようにA、

Bの 2種がみられる。

A類 まず、弥生後期以来の くりあげ日縁が発達した、いわゆる「 5」 の字形の複合口

縁移有するもので、さらに 2種に細別される。

Al(第 38図 1～ 5)頸 部が長 くゆるやかに彎曲し、日縁は外傾してたちあがる整正

な複合日縁を形成するもので、日縁端部はやや肥厚 して平坦面をなす。肩はかな り張 り、

全体に倒卵形をなして底は丸底ないしそれに近いものとみられる。口縁部の内外面はとも

にヨコナデ、頸部以下の内面にはヘラ削 りが著 しい。日頸部 と肩部以下 との接合、成形に

伴い頸部の内面に細長 く指頭圧痕を残す ものがある。黄褐色の明るい画一的な色調で、焼

成 も良好である。

A2(第 39図12) 口縁と頸部となす稜がにぶく不明瞭な退化複合口縁を有するもので、

図示し得るものがわずかに 1点認められる(口縁部内外面ともヨコナデ、頸部の内面には

指頭圧痕をとどめる。形態的に複合口縁系統の最終末の ものとみられる。

B類 直国の単純日縁壺形土器で、これも2種に細別される。

Bl(第 38図11) 日頸部がゆるく外彎 しながら細長 くのびるもので、 1点 ある。日縁
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端部に稜面を残 し、全体に器肉が厚い。内外面 ともていねいな刷毛目調整ののちナデで仕

上げる。

B2(第 39図 19。 20) 口頸部がBlよ り短 く、直線的にたちあが り、上部でやや強 く

屈折して外反する。胴部は球形ないしやや下脹れ気味になるものとみられる。肩部内面に

成形に伴 う指頭圧痕が残 され、調整は口縁部 ヨコナデ、胴部外面は刷毛日、内面は横方向

に大 きなヘラ削 り痕をとどめている。

甕形土器 タテチョウ遺跡出上の甕形土器には大 きく三つの形態が認められる。その 1

は「 5」 の字形の複合口縁を有するもので、弥生後期以来の甕形土器の形制を保つもの、

その 2は、「 く」の字形の単純日縁で端部を特徴的に作る、いわゆる布留式系統の甕を主

体とする一群、その 3は、「 く」の字形の単純日縁をもち、全体に流れ肩で下脹れする器

形のものである。その 1か ら順次A、 B、 C類 とすると、それらは次のような特徴をもっ

ている。

A類「 5」 の字形の複合口縁を有するもので、整正な複合口縁を形成し、胴部最大径が

やや上位にあって倒卵形に近い形状をなすAlと 、退化の傾向を示す複合口縁で球形に近

い胴部をもつA2の 2種に大別され、前者はさらに以下の 3種に細別することができる。

Al― a(第38図 6～ 10、 12) 肩部に文様帯をもつ一群で、櫛状工具あるいは二枚貝

の腹縁による平行線文、波状文、刺突文を施している。

国径15～ 17勁 の間で大 きさにバラつきが少ない。日縁部は内外ともヨコナデ、胴部には

細かい縦方向の刷毛目が観察され、内面の頸部以下にはヘラ削 りが著しく、薄い作 りとな

っている。胎土はよく選ばれ、固い焼きである。

Al― b(第 38図 13、 14、 第39図 1～ 6) 装飾的要素が全 くなく、Al― aに比べ口

縁部がややぶ厚 く整正さを欠 くものである。大 きさに若干バラツキがみられるが、成形や

調整法はAl― aと 同様で、頸都以下の内面はヘラ削り放しとなっている。底は丸底のも

のが大半とみられる。

Al― C(第39図10)頸 部から内傾してたちあがる複合口縁を有するもので、 1点 あ

る。「 5」 の字形口縁の変形で山陰には時折みられるものである。口縁部は内外 ともてい

ねいなヨコナデがなされている。

以上は、大まかにみてさきの壺形土器Alと はば併行するものとみられる。

A2(第 39図 11、 13～18) 複合口縁の稜が丸味を帯びてにぶくなるもので、形態的に

はAlの退化形式とみられる。日縁部内外面はヨコナデ、頸部以下の内面には横方向の粗

いヘラ削 り痕が残 り、胴部外面は縦方向のやや粗い刷毛目で調整される。底は完全な丸底

とみられる。黄褐色ないし赤47J色 を呈し、胎土中には若子の粗砂粒を混じ、焼 きは比較的

堅い。時期的な問題 としてさきのAl― bや Al― C、 さらに次にあげるC類などとの併

行関係が興味をひくところである。
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第38図 土 師 器 実
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B類 (第40図 1～17) B類は「 く」の字状に外反し、かつ、「 5」 の字口縁を僅かに

とどめ、肩部から胴部にかけて丸 く張る形態をもつ。また、日縁部と胴部との接合面には

指頭圧痕が明際に残 り、文様を全 く有しないのも特徴の一つである。

さて、この類は日縁部の作 りより以下の 5形態に区別できる。

Bl(1～ 4) 口縁部はゆるいカーブを描き、その日唇部は肥大 し、かつ内側に屈曲

している。これは畿内の布留式の影響と考えられるが、当地方では出土例は極少である。

口径は13～18勁。口縁部の内、外面はヨコナデ、胴の外面はナデ、内面はヘラ削 りで仕上

げている。胎土は密で、焼成は良 く、黄褐色ないし灰褐色を呈す。

B2(5～ 10) 口縁部なかほどにかすかな段を有し、日唇部の端面は平坦で凹状にな

っている。この手法は当地方ではほとんど知 られていない。国径は12～17切。口縁部は内外

ともヨコナデ、胴部は外面が細い刷毛目、内面はヘラ削 りで仕上げられている。 6の みは内

面が縦方向に荒 くナデられている。胎土は粗で、焼成は良 く、茶褐色ないし黄褐色を呈す。

B3(11～ 13)単 純な「 く」の字日縁をもち、日径14翻前後の小型品である。11、 13

の口縁部は内外ともヨコナデ、12は刷毛目で調整され、胴部の外面は刷毛日、内面はヘラ

削 りを施す。胎土は粗で、焼成は良 く、黒ないし灰掲色を呈す。

B4(14～ 16) 頸部からゆるやかなカーブでやゃ外反する。中程にかすかな段を有す。

日径は14勁。日縁部はヨコナデ、胴部の外面は刷毛日、内面はヘラ削 りで仕_Lげ る。胎土

は粗で、焼成は良 く、黄褐色ないし茶褐色を呈す。

B5(17) 口縁部は大きく外反し、幾分反 り気味である。国径16勁。口縁部はヨコナ

デ、胴部外面は刷毛日の後ナデで調整し、内面はヘラ削 りを荒 く施す。胎土はやや雑で、

焼成は良 く、黄褐色を呈す。

このC類の時期は複合口縁の退化と文様を有しない点から須恵器出現期およびそれ以前

と推定される。正確な位置付けは今後の資料増加に待ちたい。

C類 (第41図 1～12) 「 く」の字口縁をもち、ほとんど肩都が張 らない甕である。器

の大小により2区分できる。

Cl(1～ 3) 「 く」の字で直線状の口縁をもつ小型の甕である。日径は12～18Mで

肩はあまり張 らない。口縁部は内外面ともヨコナデ、胴部は外面刷毛目、内面はヘラ削 り

を施す。胎土は密 (3は粗)で、焼成は良 く、黄褐色から灰褐色を呈す。 2は第 I調査区、

他は第Ш調査区出土。

C2(4～ 12) 日縁部は大きく外反し、幾分張 りをもつ。肩はCl類 と同様あまり張

らず、流れ肩 となるのが特徴である。日径は20～30勁。
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第41図 土 師 器 実
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口縁都は内外面 ともヨコナデ、

肩部以下は外面縦方向の刷毛目

調整、内面はヘラ削 りを施す。

胎土は*Rで 、焼成は良 く黄褐色、

灰褐色を呈す。出土地は第■、

Ⅲ調査区が多く、大型の破片は

第Ⅲ調査区のしがらみ付近に集

中してお り、この地点で出土し

ている須恵器ILTな どと同時代 と

推定される。

小型壺 (第42図 1～16)本遺

跡か らは16個体以上が出上して

いる。これらの半数は口縁都を

欠損し、形態上にも大 きな変化

が認められないので、ここでは

器形の大小で 2区分するにとど

める。

A類 口縁部にかすかな段を

有するもの (1、 2、 3、 7)

延どじこと」!!ξ∫眩 印
1∫

罵三:テ719凛繁与笙象魂と写

'蟄

≧
｀

第42図 土師器実測図 (小型壼と手4土器)
では日縁部の内外面は 3を除き

ヨコナデであり、 3の み内面は刷毛目で仕上げる。体部は外面刷毛日、内面ヘラ削 りを施

し、 2・ 3・ 4の 表面には指頭圧痕が多く残る。また、10の 内面には細かな布目が随所に

みられ、 ヘラ削 りの後 簡単に布でナデたであろう。 日径は 7～ 9.6翻 、 胴径は最大径で

8.5～ 12.5翻、器高は8.2～ 10,7勤を測る。胎土はやや組で、焼成は良 く黄褐色、灰褐色を

呈す。出土地点はすべて第 I調査区である。時期は口縁部の形態より吉墳時代中期以降と

考えられるが、各々については不明である。なお 5・ 4・ 10は焼成後なんらかの目的で胴

および底部を穿孔している。

B類 口径は6.5～7.3初、胴径は5.7～8.0勁 、器高は6.0～6.4例 を測 り、小型品である。

これらは口縁部を欠損したものが多い。形態では口縁部にかすかな段を有す もの(11)と 大

きく外反するもの(14)と があり、また胴部はA類 と同様に球形をなす。日縁部はヨコナデ。
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体部の外面は用J毛目が多く、ナデや磨き(11)も みられる。内面は削 りの後ナデ。全体につ

くりは丁寧であるが、14の外面には指頭圧痕が残る。胎土は粗密まちまちで、焼成は良 く

黄褐色、灰褐色を呈す。出土地は15の みが第Ⅲ調査区で他はすべて第 I調査区である。12

は肩が張 り、全体に楕円形の胴をもち、いわゆる小型丸底靖と呼ばれるものであり、古式

土師器と共伴する。

手控上器 (第 42図 17、 18、 19) タテチョウ遺跡からは 3個の完形品が出土している。

これらはいずれ も指オサエにより成形され、表面には凹凸が残 る粗製品である。大きさ

は日径3.2～4.4勁 移測る小型品である。時期は不明。

17は平底をもつ鉢形のものであり、指頭圧痕が器の内外とも明瞭に残 る。器肉は厚 く、

胎土中には砂粒を多く合み、焼成は良 く茶帽色を呈す。第 I調査区出土。

18は成形後にナデによって丁寧に調整された椀形のもので、日縁部は指先でのつまみに

より仕_Lげ られ器の内外には段が生じている。胎土は密、焼成は良好で灰福色を呈す。

第Ⅲ調査区の土馬出土地に近接して発見されており、両者の関係が注目される。

19は丸底をもつ鉢形のもので、他の二個よりやや大きい。作 りは雑で、日縁部は上下に

起伏し、表面には凹凸が著しい。胎土中には砂粒を多く含み、焼成は良 く黒色を呈す。

第Ш調査区出土。

高不形土器 不部の形態を目安にするとタテチョウ遺跡出土の高界には、邸部が底面外

側に稜を作 りながら段をなし、上方に外反する日縁をもつものと、無段で全体に内彎する

郵部を有するものの 2種がある。

A類 (第43図 1～ 3) 平坦ないし内彎気味にのびる底面外側に稜を作 り出す有段式の

もので、古式の壺、甕類にみる「 5」 の字形の複合口縁の系統をひくものである。内外面

ともヘラ磨 きによる調整が顕著で、 3に は邪部内面に滑択のある細い暗文が浮 き出されて

いるo郷部と筒脚部の取 り付は、円形粘土板を中空の取付部に充壊して接合、成形する式

のものである。筒脚部としては18な どが考えられる。

B類 郷部外側に段がなく、底面から口縁にかけて内彎する式のもので、さらに次の 3

種に分けられる。

Bl(第 43図 4・ 5) 郷部底面が瑞で屈折、内彎しながら立ち上 り、上端でさらに外

反し、丸味をもって終るものである。全体に薄い作 りとなっている。胎土はよく選ばれ、

焼成 も良好で、邸部内面の入念なヘラ磨 きなど、さきのA類 と共通点が多い。 5は筒脚部

を邪部底面に差し込んで接合した式のもののようである。なお、筒脚部としては14、 15、

17(円板充填式)な どが取 り付 くものとみられる。
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第43図 土 師 器 実 測 図 (高然形土器)
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B2(第 43図 7

～ 9、 12) 邪部

が底面から浅 く、

ゆるやかに内彎し

ながら開き、日縁

をやや外反 り気味

に作るものである。

郷部と筒脚部の接

合には円板充摸式

(7～ 9)と 差込

み式 (12)の二種がみられ、うち円板充嘆式の 7は 、充填用の円形粘土板 と筒部の接着面

にヘラで放射状に刻み目を入れ、接合を強力にしている。薄い作 りのこの 7は 周外面とも

ヘラ磨きによる調整がゆきとどき、A類やさきのBlと の時期的な併行関係が うかがえる。

8、 9は 器肉の厚い作 りである。

B3(第 43図 6、 10、 11、 13) 邪部が椀状に内彎するもので、筒脚部は完形考保つ11、

13の ように下方で「 く」の字状に大きく裾広が りする。接合にはやは り円板充填式 (6、

10、 13)と た込み式 (11)の 二つがあり、収付部の外面にはITX底 部から筒部上半にかけて粗

い刷毛目がみられる。また■、13に は筒部内面に絞 り痕、11の裾脚部内面には指頭痕、13

には半Rい刷毛目調整痕が残されている。20～23な どもこの式の郷部に取 り付 くものとみら

れる。

器 実 測 図 (器台形土器)
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なお、筒脚部のうち16は、円板充頃式の薄手大型品で、胎上は精選され、焼成 も良好で

弥生式上器の可能性 もある。

低脚付杯型土器 低い脚部に浅い酒杯形の邪部を付す器形で、次の 3種に細別される。

Al(第 44図 1、 4) 全体に小ぶりで、日縁瑞部および脚端部が肥厚してわずかに外

方へ折れ曲る式のものである。内外面ともヘラ磨 き調整がなされる。

A2(第 44図 2・ 3、 5～ 10、 12)器高に対し口径がAlよ りかなり大 きく、好 部 が

浅く内彎して、日縁端部および脚瑞部を丸 く単純におさめるものである。規格に大小のバ

ラエテイーがあるが、不部内面は例外なくヘラ磨き、外面はヨコナデで調整されている。

A3(第 44図 ■、13) 1/h部 は底が比較的深 くなるもので、器高が日径をうわまわる。

底面の立ち上 り具合いをみると11も この式に属するものとみられる。13は 内面ヘラ磨き、

外面ココナデで仕上げている。

器台形土器  「 5」 の字形の複合口縁に類似した梯形台を上下に接合した、いわゆる鼓

形の器台で、弥生後期後半の器形に祖形をもち、以後、古墳時代の中頃まで山陰地方を中

心に盛行する器種である。これは次の 3種に分けられる。

Al(第 45図 1～ 6) 規格に大小の 2つがみられるが、いずれも器受郡 と脚台都移つ

なぐ筒部が太 く、短か く、日径に対して器高が低 くなり、口縁部、脚瑞は丸味をもってお

わる。内面は器髭部ヘラ磨き、筒部、脚台部はヘラ削りが著しい。外面はヨコナデで仕上

げる。

A2(第 45図 7) 上下をつなぐ筒部が縮まり、器受部と脚台部の外側稜線 も退化して

不明瞭となるものである。鼓形器台の最終末の形状をとどめるものとみられる。

鉢形上器 (第46図 1) 土師器の鉢はこの 1個 体のみ出土している。口縁部は大 きく外

反し、中程に段を有す もので、外面はヨコナデ、内面はヘラ磨きで仕上げられている。胎

土は密で、焼成は良 く黒色を呈す。第Ⅱ調査区出土。時期は吉墳時代中期頃と想定される。

〔三三:こ::::::]EI:::::'''8
土 師 器 実 測第46図
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郭・椀 (第46図 2・ 3・ 4・ 5。 6・ 7,8) 郷・椀は形態から4類に区分 される。

器高が日径の 2分の 1以上のものは椀、以下のものは好として区別しているが、ここでは

一括して紹介する。

A類 (2)平 い底部から緩やかなカーブで、ゃゃ外反する日縁部につながる形態をも

つ。口径は14.2初、器高は 5.7翻で比較的深い邸である。調整は内外両面 とも荒い刷毛目

が施され、内面はさらに放射状のヘラ磨 きが一面に認められる。胎土は粗 く、焼成は良 く

灰福色を呈す。第 1調査区出土。

B類 (3)丸 い底をもち、日縁部に向かって大きく外反する邸で、口径14.2勁、器高

47勤を測る。外面は全面ヘラ磨 き、口縁部には指先の凹凸を残 している。内面には荒い刷

毛によるナデが施され、 7条以上の渦巻き状の文様となっている。胎土は密で、焼成は良

く黄褐色を呈す。第 1調査区出土。

C類 (4・ 5・ 6・ 7) 内彎する日縁部と丸い底をもつ。日縁部は直立するものと内

彎するものの 2形態が存在する。内彎の度合はさまざまで、 6の ように口縁部と体部との

境界に僅かに稜をもつもの もある。日径は 10～12.5勁 、器高は 5～6.3勁 を測る。内面は

ヨコナデおよびヘラ磨 き、外面はほとんどヨコナデで底部付近にヘラ削 りが認められる。

胎土は密で焼成はまちまちであ り、 灰色および責褐色を呈す。 出土地点は 5が第 I調査

区、他はすべて第Ⅲ調査区である。なお、 4・ 6の 内には植物 (藻か)が ラセン状に遺存

Cm

していた。同様のものは須

恵器中の新しい時期の野に

も認められ、ともに同じ状

況で放棄されたことを示し

ている。時期は不明。

D類 (3)器 肉は薄 く浅

い邸で、口縁部は直立する。

日径13.OM、 器高 3,9朋を

測る。前者とは異な り丁寧

な手法である。胎土は密で、

焼成は悪 く責褐色を呈す。

第 1調査区出土。時期不明。

把手付壷 (第47図 1)

口縁部が僅かに内彎する壺第47図 土師器実測図 (把手付壷形土器)
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第48図 土 mi器・埴 輪 実 沢1図

把手 (第 47図 3・ 4・ 5) 3は 把手部のみで体部を欠 く。

なし、全体に丁寧に作られている。胎土はやや粗で焼成はよく

か。第 I調査区出土。

蘭‐５

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

０

ｒ

＝

＝

＝

Ｈ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

＝

＝

Ｈ

Ｈ

Ｌ

で、肩に環状の把手をもつ。

把手の作 りは雑で全体に指

頭圧痕を残しているが、竜

自体の調整は内外 とも荒い

刷毛目が 施され、 日唇 部

のみナデで仕上げられてい

る。胎土はやや粗で、焼成

は良 く灰褐色を呈す。日径

10M。 第 I調査区出土。

注目上器 (第47図 2)

注目部のみで体部を欠 く。

湖iざ 日はlF‐径 1,4初、 根元

部付近は刷毛日が施されて

いる。胎土は密で、焼成は

良 く灰褐血を呈す。なお、

接合都付近の体部の1政片は

ヘラによる3条の羽状文が

施され、これらの点より古

式上師器に属すると考えら

れる。第 I調査区出土。

形は環状で瞬面は楕円形を

、黄褐色を呈す。甑の把手

4は把手付壺で体部を欠 く。形は 1と 同様であるが大形である。調整は丁寧で全体にナ

デで仕上げられ、胎土は粗で、焼成は良 く茶褐色を呈す。第 I調査区出土。

5は コブ状の把手で体部を欠 く。全体に雑につ くられ、表面には凹凸が若しい。胎土は

組く、焼成は良 く灰裾色を呈す。第Ⅲ調査区出土。甑の把手か。

甑 (第47図 6) 丸底に 5朋大の穴が 2 1hlあ り、一つは穿孔され、これか ら甑の底郡と

Ⅲ■`{‖ 1`'ド‖w‖

-112-



考えられる。内面はヘラ削 り、外面は不明。胎土はやや粗で、焼成は良 く灰褐色を呈す。

第Ⅲ調査区出土。

土製支脚 (第47図 7) 土製支脚の足部で、突起部を欠 く。山陰地方では通例のもので

ある。胎土は粗で、焼成は良 く茶褐色を呈す。第 I調査区出土。

大型壺形土器 (第48図 1・ 2) 大型の霊形土器の口縁部破片で、 1は 日径38.1勁、 2

は36.0切 ある。ともに「 5」の字形の複合口縁を有するもので、 1は 口縁端部が逆 L字状に

反 り返える。 2は頸部を櫛状工具による綾杉文で飾る。類例などからすると飯石郡三刀屋

町松本 1号墳出土の墳丘表飾用とみられる大型壺、あるいは当該時期に山陰で出土例の多

い棺器としての壺棺の破片と考えられるものである。次にあげる円筒および形象埴輪同様、

古墳など埋葬遺跡の立地にむかない低湿地からの出土が注意され、これらが明らかに周辺

地か らの流入、混入品であることの-1待をうかがわせる。

埴輪 (第48図 3、 4、 5、 6) 破片のみ 8片が第皿調査区より出土 している。 3・ 4

は円筒埴輪のタガ部である。径は 3が 25初、 4が21防であり、 4の場合はその上に円形

の透 しをもつ。タガの断面は三角形 (3)と 台形状 (4)と なっている。外面は刷毛日、内面は

lllll毛 目およびナデで仕上げ、タガ付近には指頭圧痕が認められる。胎土は 3がやや粗、 4

が密で焼成は良 く、色調は赤褐色、灰色を呈す。

5は 円筒埴輸の底部で径26翻 を測る。表面は風化が著しく、調整は不明。内面は裾がナ

デ、その上方は斜方向の刷毛目を施す。胎土はやや粗で焼成は良 く、黄褐色を呈す。

6は表面に櫛による6本以上の沈線が認められ、形象埴輪の破片と考えられる。調整等

は風化が著しく不明。胎土はやや密で焼成は良 く赤褐色を呈す。(前島己基 。西尾克己)
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表 5 土 師 器 一 覧 表

口径 18.5

口径 17.1
胴部最大径

18.8

頸部はゆるやかにカ
ーブを描く。

頸部はゆるやかに屈
曲。口縁は段をなし
て、外傾する。

頸部は「 く」の字状
に屈曲。国縁は段を
つけて、凹凸しなが
ら外傾する。胴は球
形に近い。

口縁部は内外面とも
ヨコナデ。

口縁部。表
面に鉄分が
付着。

下腹部を欠
く。

Ш F12

I Ell-4

Ⅲ E12-1コ
ヘ
文
向

ヨ
は
は
方

は
面
面
整

ｏ

面
内
外
不
り

外
部
同
横
あ

内
胴

ｏ
に
目

部

ｏり
下
毛

縁
デ
削
以
刷

ロ
ナ
ラ
様
の

肩部に17条以
上の波状文あ
り。(櫛 状工
具)

器肉は薄手。頸部は
強く屈曲し、直線的
な国縁がつく。

頸部は「 く」の字状
に屈曲。肩は張らず
直線的に下向する。
口縁は段をなし、直
線的に外傾しておる

ヨ
指
ラ
縦

も
は
へ

ヽ

と
面
コ
は

面
内

ヨ
面

外
頸
下
外

内

ｏ以
胴

ｏ

部
デ

ヽ
ｏ目

縁
ナ
痕
り
毛

ロ
コ
頭
削
刷

ら
あ
工的鵬棚

に
る

ｏ，

一月
な
り
具

口縁菩Бから
肩にかけて。

Ⅲ C12

口径 14.5

口径 16.4

は
曲
な
口

部
屈
と
る

額
に
瞭
す

ｏ状
明
立

手
字
不
直

ｏ

薄
の
や
ぼ
つ

は
Ｊ
や
ほ
も

肉
く
は
が
を

器
Ｆ
段
る
縁

る
稜
え的ヽ端部‐乙辮

直
し
こ

は
反
残

縁
外
を

口
く
面

口縁部の内外面はヨ
コナデ。肩の内面は
横方向のヘラ削り。
肩外面ヨコナデか。

肩にヘラエ具
による一条の
沈線と右下り
の貝殻刺突文
あり。

肩部に 5条の
沈線が 2段に
走り、その間
に貝殻刺突文
がヌ、る。

口縁部か ら
月 1こ か1)て Ⅲ F14-3

同上。 I Gll-1ヨ
面
内
ラ

閣醐蜘鉢

外
肩
調
り

内

ｏ目
上

部
デ
毛
右

ｏ

縁
ナ
刷
は
り

ロ
コ
は
面
削

一世
稿

器肉は薄手。直線的
で外傾する国縁がつ
く。

コ

ラ
ヨ
ヘ

ｉｂ
に

と
面

面
内

ｏ

外
肩
り

内

ｏ
あ

縁
デ
リ

ロ
ナ
削 昂与

将綻懇

封

口縁部。

壷
形
土
器

手 法 の 特 徴
 1 

文様の特徴
 1 

備  考
 1出

土地点

I E12-3

直

ｏ反
の

ｏ

や長く
、韓

畑
蝉
態

や
格
急
線
口

が
る
で
直
い

部
す
端

きヽ

頸
立
上
し
大

コ
ナ
リ

ヨ
は
削

は
面
ラ

面
内

ヘ

外
部
は

内
頸
下

部

ｏ以

縁
デ

ヽ

国
ナ
デ

最優傘浄割IHた 2

口縁部内外面ともヨ
コナデ。頸部内面は
ヨコナデ、指頭圧痕
頸部以下は横方向の
ヘラ削り。

I E14-1

る
部
線
唇

す
縁
直
口

立
口

ヽ
ｏ
ｏ

直

ｏけ
る
る

く
る
う
す
入

長
あ
も
傾
が

は
で
を
外
線

部
ど
段
に
凹

頸
ほ
は
的
に

コ
コ
外
後
下

ナ

ナ

面

ヨ

潮腕脚ナデ。制

デ
デ
は
コ
面

ヨ

ヨ
同

の

口径 21.2

る。器肉はやや厚
手。

一-114‐一



諺鍵覇1類署1法伽)量
形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴

 1 
文様の特徴 備

口径 16.4

剰 口径 3.6

口径 13.8

‖
呻

頸部は「 く」の字状
に屈曲。口縁は直線
的に立ち上がるわゞ、
端部で外縁が脹む。

頸部は「 く」の字状
に屈折。日縁は段を
つけ、樫かに屈曲し
ながら外傾する。

頸部は「 く」の字に
屈折。口縁は直立ぎ
みに立ちあがる。薄
手。

頸部は「 く」の字状
に屈曲。口縁は段を
なして直線的に立ち
上が る。     |

「 く」の字の頸部に
外反する口縁部がつ
く。比較的薄手。

口縁部内面ヨコナデc

肩部内面に横方向の
ヘラ削り。

口縁部内外面ともヨ
コナデ。頸部内面に
ヘラ削り。

口縁か ら肩
|こ 力>1)て風
化すすむ。

I Gll―
-1

奏

器肉は薄手。頸部は
強く折り曲げられ、
明瞭な段に直立ぎみ
の口縁がつく。口唇
は外縁が脹む。

器肉は比較的厚手。
頸部は「 く」の字状
に屈折。国縁は段を
なし短かく、ほぼ重
直的に立ち上がる。

口縁部 のみ。

IIG14-3

ヨ
ヨ
ヘ

も
は
は

と
面
面

面
外
内

外
肩
同

内

ｏ
ｏ
ｏ

部
デ
デ
リ

縁
ナ
ナ
削

ロ
コ
コ
ラ

部のみ。臨
　
　
　
一

一

―

―

―

―

―

―

Al

肩に波状文が
あるか。

形 ‖
中

1縫蜂鯉|

‖
申

1魏歎矮|

口縁部。表
面にスス付
着。

I F12-4
一　

　

二

Ⅲ F14-3

‖
呻

口径 19.0

口径 14.4

口径 12.4

口縁部周外面と
コナデ。

1螂 仁
中

円

高

もヨ 口縁部。

口縁部。

口縁部。

ⅡD■-24

ⅢD13-4

I Ell

I(313--4

冒晏饗P外
面ともヨ

|

|

|

器

口縁部内外面はヨコ
ナデ。肩以下内面は
ヘラ削り。

口縁部内外面ともヨ
コナデ。頸部以下内
面は指頭痕、ヘラ削
りあり。

口縁 面と
部以コナデ。

ナ
は
面

^ヽ フ面は
り。
刷毛目。

口縁部のみ。
I ⅢF10-1

コ
面
外
国

い

ヨ
内
部
毛

る
下
肩
刷

以

ヽ
の

部
り
向

頸
削
方

ｏ
ラ
横

本ア
ヘ
は 1螂

1口 径

“

お

121

頸部は「 く」の字状
に屈曲。口縁は段を
なして、ほぼ直立す
る。

旱伝癸9$写募事列 
『

,あ
究撥去

1口

縁部のみ。
IⅢ

D■-12

ご竜しIIF■-1脚端は低く外方へ張 1調整不明。

ススに

ｏ

面
着

表
付
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種
鋤

器
崎

挿図
番号

法  量
(協 )

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 文様の特徴 備  考 出土地点

甕
型
器

Bl 39-1 口径
口縁部は段をなさず
頸部から曲線を描い
て立ち上がる。

口縁部内外面はヨコ
ナデ。

口縁部。 I F12-3

重
形
土
器

A2 39-121 口径 14.8
口縁部はほぼ直線的
に外傾する。

内外面はヨコナデ。 口縁部。 Ⅲ F12-2

奏

形

土

器

Bュ

口径 18.0 頸部はゆるやかに反
転。口縁複合化の稜
線が不明瞭となる。
器肉は比較的厚手。

に
面
同
デ

も
内

ｏ
ナ

と
部
す
に

面
肩
施
目

外

ｏを
毛

ｏ

内
デ
リ
刷
る

部
ム
ス
は
え

縁

コ
ス
面
加

ロ
ヨ
は
外
を

部
外
磨
が
か

顎

ラヽ
筋
文

ら
で
へ
縦
暗

か
け
は
の

ｏ

縁
か
に
状
る

日
に
面
き
走

口縁部のみ。 I F12-2

1

口径 0 頸部は「 く」の字状
に屈折。口縁中ほど
に複合化のふくらみ
をのこす。

口縁部内外面ともヨ
コナデか。月内面は
ヘラ削り、のちナデ
か。同外面はナデか。

肩から口縁
部にか 1)て

Ⅲ

1

口径
頸部は「 く」の宇状
に屈折。口縁はゆる
やかな「 S」 字を描
く。

内外面ともヨコナデ 口縁部。
Ⅲ E-10

-16
口径 16.8 器腐は厚手。短い口

縁は反転角度が比較
的大きい。日唇は鈍
く尖る。

口縁部内外面はヨコ
ナデ。肩内面はヘラ
削り。同外面は刷毛
目。

口縁部から
肩にかけて ⅢD-14

1

口径
頸部は「 く」の字状
に屈折。口縁中ほど
に複合化のふくらみ
をもつ。

口縁部内外面ともヨ
コナデ。肩内面は横
方向のヘラ削り。同
外面は刷毛目調整。

肩から口縁
I乙 力>t,て。
表面一部に
黒斑あり。

ID-13

壷

形

土

器

Bl

口径 15.6
口縁は中ほどまで直
立するが、端部に至
って外反する。胴部
は球形か。

ヨ
は
面
削
合

ｏ

も
面
内
ラ
接
す

と
外
同

へ
に
残

＾

向
部

ｏ
の
面
に
ｂ

榔『聾蜘。肩部内翔”

ロ
コ
刷
は
り
部
指

口
け
外
ス

ら
か

ｏ
ス

か
に
存
に

ｏ

部
部
残
面
着

胴
縁
て
表
付

Ⅲ E10-3

39--2C

口径
口縁は直立ぎみに外
反する。

口縁部内外 ヨコナ
デ、以下ヘラ削り。

肩か ら口縁
|こか 1)<「残
存。

Ⅲ F―■

甕

形

土

号:

B
・

２

　

　

　

二

３

口径 18.5

|コ 4至 17.4

口径 16.4

閥外面はヨコナデ。

口縁部内外面をヨ
ナデ。

内外面はヨコナデか(

|

口縁部のみ

口縁部のみ

「
1縁部のみ (

I F13-2

I G13-1
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器 種
(分類)

図
号

挿
番

法
(ω )量 1 

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 文様の特徴

Bl

B2

B3

B4

力>

41口
径12.0 1ョ

骨鼻告二写a魯
ぞ

1昌
縁翼ヨ含予F晨

丹
言存。口縁
]面に布目
あり6

銀譜ゑF露 I ID12-2
残存。

力>t)て I Fll

I F13-2

I F13-2

51口
径12,4 

十三::8:与看:gl言景き:傘]gatt。

口径 13.4

口径 17.2

15.5

口径 16.7

口径 13.0

口径 14.2

口唇に凹線が入る。
頸部は「 く」の字状
に屈折。口縁部はlgi

かに凸凹する。なで
眉。

口縁内外面はヨコナ
デ。肩内面はヘラ削
りのあとタテナデ。
同外面は刷毛目調整。

口縁部内外面はヨコ
ナデ。肩部外面は丁
寧なナデ仕上げ。同
内面は左_Lり のヘラ
肖1り 。

暑躍飛静宅I IG13-3
残存。   |

縁
て

口
け

ら
か

ｏ

か
に
存

肩
部
残

息§構ョa鼻:ョ i。 |こ写暮鼻A宮:a三

肩か ら口縁
部にか t)て
残存。

に
外

ｏ
一

に

ど
ヽ
カ

り
字
的
つ
な

あ
の
線
が
か

線
ど
直
縁
ら

ｏ

焼
く

口ヽ
だ

に
Ｆ
し
る
な

は
折
す
は

部
屈
傾
肩
ブ

口縁内外面ともヨコ
ナデ。

頸部は「 く」の字に
屈折。口縁は直線的
に外傾する。

頸部は「 く」の字に
屈折。口縁は部直線
的に外傾する。

頸部は鋭角に属折し
直線的な口縁部がつ
く。

同上。表面
にスス付着。

I G13-1

口縁部のみ。
正G14-1

I G18--3

昂茫ゑ層修I IG13-2
残存。

寸
寸

縁
て

口
け

ら
か

。

か
に
存

肩
部
残

コ
横
同

ヨ
は

ｏ
ｏ

は
面
り
か

面
内
削
目

外
肩
ラ
毛

周

災

刷

部
か
の
は

縁
デ
向
面

ロ
ナ
方
外

日
向
は

ｏ

毛
方
面
り

刷
テ
内
削

は
夕
同
ラ

面
は

ｏ
ヘ

外
面
目
の

肉
外
毛
向

縁
部
刷
方

口
肩
の
横

H中
口縁内外面はヨコナ
デ。内面下方にヘラ
肖」り。

口径 14.6

口径 14.8

方形口唇の頸部器肉
が厚手。

口縁内外面はヨコナ
デか。肩内面はヘラ
肖」り。

口縁部内外面はヨコ
ナデ。肩外面はタテ
方向の用」毛目。同内
面はヘラ削り。

愚阜:it恵寡唇燥|:§B會与尋宮き:

昌曇]移宅IID14-2

雇1:急畢鏡IⅢ
F-10
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形 態 の 特 徴 備  考
 1出

土地点

口縁部内外面ヨコナ
デ。胴部内面はタテ
方向のヘラ削り。同
外面はハケロのあと
ナデ仕上げ。引引

口径18.0 1毒

啓景言享著:書
壕

IB[尊鳥拿目
F宮島

頸部は「 く」の字を
なし、口縁部が短か
く外反する。肩はゆ
るやかな球面をなす

口縁部のみ。I I F14-2

働}1-21略
互21展畢菅伊醜珈こ外

1義藝栗境群
く磨耗し

1--3
口径 12.0 頸部はゆるやかな「

く」の字をなす。口
縁部は短い。

同上。

-41口
径

1-7

-81口
径

月同部か ら口
縁に力>t'て

現存。外表
面にスス付
着。

Ⅲ E16

卜
…口径 22.4

口径

20.2

日径 24.7 1写塚F籍 |ま警猿織居
下向する。

1夏

脊磐塀そ‖
ⅢD10

1自白:宮31Ш

D2-3

脚尉
mW

口
の
湾

い
Ｊ
肉
中
ｏ

短
く
く
傾

Ｆヽ
深
内

く
は

ｏ
は

厚
部
曲
唇

が
頸
屈
口

内向
ｏ
に

ヽ

器
縁
字
し

1--5

コ
ほ
削
向

ヨ
は
ラ
方

は
面

へ
縦

面
内
の
は翻柳鰤。同外面臨

ロ
ナ
ば
り
の

ナ
定
面
り

コ
不
内
削

ヨ
は
同
ラ

は
面

ｏ
ヘ

デ
の

ナ
縦

の

ヽ

ｏ向
横

デ
方
は

昼写ど燃母科勇
>翌埒

1鼻3鵞:宮]林自:

250 1尋せ員橿き伊字鍮参
同_L。 胴部外面は13
条以上の細い刷毛日 暑縁球#宅 IⅢ

E■

現存。

トー9

口縁部は外反する。
肩は張り出ず。

ヨ
は
面
ラ

も
面
内

ヘ

と
外
同
の

面
部

ｏ向

外
肩
整
方

内

ｏ調
り

部
デ
ロ
上

ｏ

縁
ナ
ケ
右
リ

ロ
コ
ハ
は
削

ⅡD■-3

ヨ
は
り
刷

も
面
削
の

と
内
ラ
向

面
部

へ
方

外
肩
の
縦

内

ｏ向
は

部
デ
方
面

ｏ

縁
ナ
定
外
目

ロ
コ
不
同
毛

口縁部はゆるやかに
外反する。肩はほぼ
直線的。

l同剖
`力

>ら 口
縁菩Бイこかt,

て現存。外
表面にスス
付着。

口径 21,6
口縁部は短か く、大
きく外反する。器肉
はやや厚手。

口縁部内外面はヨコ
ナデ。胴部内面は縦
方向のヘラ削り。同
外面は縦方向の荒い
刷毛目。

同 上。き
形

大
の二

月
は

ｏ

部
る

ｏ

縁
す
上

回
反
同

い
外
は

短
く
状引

呻
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器 種
(分類)

図
号

挿
番

法  量
(協 )

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 文様の特徴 備  考 出土地点

/」ヽ

A

型

壷

B

1

口径 9。 6
胴部最大径

9,6
器高 8,7

指頭圧による成形の
あとが窺える。

口縁部内外面ともヨ
ヨナデ。

完 形。
I Dll― 1

口径 7.0
胴部最大径

8.8
器高 8.2

同 上。 ヨ
は
は
底

も
面
面

ｏ

と
内
外
デ

面
部
同
ナ

外
胴

ｏ後

ｏ

内

ｏり
の
る

部
デ
削
目
削

縁
ナ
ラ
毛
を

ロ
コ
ヘ
刷
部

完 形。 I Dll

径。
２
大

，
６

，
０

９
最
９
９

径
部
　
高

口
胴
　
器

全体を手担成形。表
面に指頭圧多く残る

口縁部内外面ともヨ
コナデ。胴部外面荒
い刷毛目調整。同内
面はヘラ削り。

完 形。 I F13-3

-4

口径 7.8
胴部最大径

8,3
器高 8.4

全体に手控成形。 ヨ
は
は

も
画
面

と
内
外

面
部
同

外
胴

ｏ
ｏ

内

ｏり
り

部
デ
削
削

縁
ナ
ラ
ラ

ロ
コ
ヘ
ヘ

完形。底部
は焼成後に
穿子し。

I E12-4

42--5
径・

０
大

・
５

・
５

８
最
８
８

径
部
　
工局

口
胴
　
器

全体の形状において
若干の起伏がある。

外

ｏ
ｏ

部
か
り

ｏ

胴
げ
削
形

上ヽ
ラ
整

面
仕

へ
圧

外
デ
面
指

内
ナ
閑
に

縁
は
部
部

口
面
胴
頸

底欠を一部
部く。

I E12-1

2-6

胴部最大径
9.7

外面は粗い刷毛ナデ
ヨコナデ。内面は上
部がヨコナデ、下方
が横方 向のヘラ削
り。

口部縁、底
部を欠く。

I D12

2-7

口径 9.3
最大径

10.4
器高 10.7

丸  底 外面一口縁部ヨコナ
デ、以下は扁」毛目。内
面の口縁部と肩はナ
デ。以下は削り放し
胴部に指頭圧痕。

I E12-4

42--8

胴部最大径
10.2

胴がやや張った楕円
形を呈す。

胴部外面は縦、横、
斜方向の糧い刷毛目
同内面はヘラ削り。

口縁部を欠
く。

I E12-3

42--9
胴部最大径

12.5
同 上。

母≧F層
纂含乱聖旨

° 欠
に
着

を
表
付

部
器
物

縁

ｏ化

口
く
炭

I Dll― -4

と2--10

口径
最大径

器高

９

　

９

８

外面と内面の口縁部
がヨコナデ、内部は
上部は削り放し、下
部は削りの後ナデ、
及び磨き。

後
孔
に

瑛
な
面

焼
形
内
り

に
整

あヽ

部
不
り
跡

胴
の
あ
布

I E13-4

[2-1

口径 6.5
胴部最大径

6.7
器高 6.4

口縁部下方にかすか
な稜あり。胴部以下
に指頭圧痕残る。

ョ
横
面

も
面
外

と
内
同

ｏ

面
部

ｏ整

外
胴
り
調

内

ｏ削
目

部
デ
の
毛

縁
ナ
向
刷

ロ
コ
方
は

完 形。 I F13-4

[2--12

胴部最大径
7.3

体部は楕円。 部
下
　
か
は
デ

ｏ

肩
以

ｏ目
部
ナ
で

と
胴
デ
毛
上
コ
な

部

ヽ
ナ
刷

ｏ
ヨ
後

縁
き
び
縁
で
ら
り

口
磨
及
口
な
か
削

の
ラ
ロ
の
コ
ロ
は

面
へ
毛
面
ヨ
毛
部

外
は
刷
内
ら
刷
下

底部にヘラ
状工具によ
る×印あり
小型丸底重

I(313--2

Ｉ

Ｌ
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器 種
(分類)

挿図
番号 (働 )

法 量
形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 文様の特徴 備  考 出土地点

手

控

土

器

高

lTh

形

土

器

B

A

Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｂ．―
ト
ー
Ｂ３」
に
Ｆ

……13

胴部最大径
7.9

頸部に沈線あり。 整
同
ラ

調

ｏ
ヘ

いて
り
の

ナ
削
向

は
ラ
方

面

へ
横

外
を
は

ｏ

部
部
面
り

胴
底
内
削

口縁部を欠
く。

l F14-1

一
　

生２． ．Ｅ

　

一
　

４２． ．て

　

一

４２． ．‐

一

４２． ．モ

一

４２． ．‘

庁
　

一

43--4

1璧I:::!?::と::」
¶評L I殿

やL

口径18,4 1ar:ζ

gi:3ョ
|:ど

口径17.1 1§

酵魯暴;¥tt｀失

1完

脇

1陣
卜 1

―

1輯
脇

IЩ

[乱 1中

1外

 部。

  1皿

F■-3

鋼郁「乱
rn

可 四 孟
響| 1邦

鵠
IIG12 3

]ヱそ
]「

~~~~~耳凛ξttF竜ミ
|〔

とri二互

ξttξ景「
~~~~~~~~口了~~~十二~ri:二互
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秘聾 1雲腎

B啓ユ尋二三i:ヨ|

引
芥部と筒脚部接合し
たのち外面に刷毛目

闘諾胞徳3番写饗著
残す。

Ⅱ F14-1

邦部全形は大きく弧
を描くが、国唇でや
や外反りする。

ID■ -1

脚部はスカー ト状に
末広がりする。

外面はヨコナデ。内
面はヨコヘラ削り、
ヨコナデ、指頭圧痕
あり。

一つの小孔あ
り。 (3方透
しか)。

脚部破片。 I F12-2

唇巨吾憲a耳竜雪昇
粗
面
同
調

内ヽ

ｏ日

デ

ｏり
毛

ナ
整
削
刷

コ
調
ラ
い

ヨ
ロ

ヘ
粗

は
毛
は
は

面
刷
方
方

ｏ

外
い
上
下
整

I G12-4底径 12.0

引
く
部
に
脚

ｏ

し
縁
別
を
る

著
口
々
部
す

化

ｏ各
縁
合

風
明
を
口
接

は
不
都

せヽ

面
等
脚
り
の

表
整
向
く
に

器
調
と
つ
部

I Fll-1

磨
夕
面
に

ラ
は
内
部

へ
面
同

一

は
外

ｏ
ヽ
ｏ

面
部
き
り
か

内
脚
磨
削
デ

部

ｏ
ラ
ラ
ナ

縁
か
ヘ
ヘ
コ

ロ
き
テ
は
ヨ

器面風化調整不明。
内面は上からヘラヨ
コナデ、しぼり日、
刷毛目調整。

I G13--2

寸
酪m

201底

径 10.3

底径 10.4

脚据は平たくのびる

筒部はほぼ直立する
が、下端で急激に広
く。

外面はヘラナデ、
コナデ。内面はヨ
ヘラ削 り。

脚部のみ。 EF■-4

き。同外面はヘラナ
デあげ。脚部外面は
ヨコナデか。同内面
はヨコヘラ削 り。一

い ヨコナデ。

か

脚部外面に
かけてスス

IⅢ

G12-4
脚部裾を急激に大き
く広げる。

-121-
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形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴
 1 

文様の特徴雲腎1法∽
量

脚裾の形状は同上だ
が、器周が比較的厚
手。

2J底
径 9.9 1樫舞弼嫁。

「 く」の字

|   |    _

釜躍晨「 島蕎忌上螺
がしぼり目、下方は
刷毛目調整。

底径 9.3

脚部を欠く。

IⅢ

c12

I F13-1

芹
　

一
Ⅲ F■-2を

瑞
に

ｏ

縁
脚
面
り

口

ｏ外
あ

部
く
内
斑

芥
欠
部
黒

43-231底

径  10.3

ナ
面
ナ

ラ
肉
い

へ

ｏ粗

テ

一ア
と

タ

ナ

リ

ヽ
コ
卸
酬

肘
い
ヨ
ラ

面
と
へ

ｏ

白外
デ
は
デ

底径 10,0
２４

‐

一
　

２５

‐

‐

3-

底径

底径 11.4

脚部断面は「 く」の
字をなし、裾が急激
に広がる。

簡部と脚部との境を

蜜微争集領藤;涯界
る。

脚部外面は、タテヘ

ラナデ、ヨコナデ。
同内面はヘラ削 り、
ヨコナデ。

器面調整は不明。
厄重ぞこ 12.3

口径 11.4
底径 6.0
器高 4.5

器肉が厚く、脚は「
ハ」の字に大きく開
く。

盈諺侯葎媛静なと属
部は短く、厚手につ
くる。

径
径
高

底
口
器

3.6
12.5
4.2

一J酪 榎
|

寸購
側

|

祭青F胃嫌雷島ぴみ
脚部内外面はヨコナ
デ か 。

脚部内外面ともヨコ
ナデ。杯内底はヘラ
磨き。

口径 108 杯部にややひずみあ
り。

底径 6.6 脚は低 く、「ハ」 の
字に広がる。

底径 5.6 脚端を広げる。 全面ナデか。

内
底０

郭
ア^
　
。

ナ
デ

コ
ナ

ｏ

ヨ
コ
か

は
ヨ
き

面
も
磨

外
面
は

調整不明。 留祀豊後引

号写牙rは
平適面を

|:昌:且,貫
え魯ζ

l

脚部裾が急激に折れ
平たく延びる。

脚裾は「 く」の字を
なして広がる。

隈馨無層縞是目義塞
緊藝!剛 目

継異

`;余

民各至魏ご
ヨコヘラケズリ、同
下部はハケヨコナデ

脚 部。

Ⅲ F12-1

I Dll

完 形。 I Ell

ほぼ完形。

I D12--2

同上。風化
すすむ。

I Fll―-3

の
外
ち

の
同
の

デ

ｏ
の

ナ
か
ゲ

ｏ

は
き
ア
か

面
磨
デ
デ

内

ラ

ナ

ナ

部
へ
は
コ

必
ち
面
ヨ

な

ｏ

か
る

を

え
部
ら

邪
脚

し
く

比
さ

に
小

脚は端部を強く折 り
返し、裾を広げる。
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形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴

デで仕上 t

ヘラ磨き。

外面は荒い刷毛目調
整。内面は放射状の
ヘラ磨きが一面にあ
り。国唇部は荒い刷
毛目。

1脚
台部。  I I G14-2

1蜘 ID乾

1嚇 lm騨

1嗚 IIEl1 4

1胎
ふ 常。

IШ
H4-3

1螂 ID勝

2

瓢

IIG13 2

I F12-2

文様の特徴
 1 

備

Ⅲ E13

引

引

呻　　一］

ナ
端
り
り

一
ヨ
面

コ

ｏ

は
脚
よ
削

一
は
内

ヨ
げ

踊
師
印
彰
一姉
眺り、仕

眺
デ。雛
　
一世
剃
が

上
ナ
丁

　
一
デ
ヘ

ヽ

仕
は
は

　

一
ナ

ヽ
デ

デ
部
上

ｏ
一
コ
は
ナ

部
を
　
　
一
字

筒
形

　

　

一
の

字ヽ
　
　
一
Ｊ

煮
脚
　
　
一Ｆ′、る。

薄
ほ
　
　
一
は
が

騨触なす。　一呻陣

椀
　
。　
郭 径

高
口
器

口唇部を指で軽くつ
まむ。

外面はヘラ磨き。 内面には、7
条以上の櫛状
工具による渦
巻様の文様。

」醍h6ドの強戦拓す
la母二暴景F客呼

口径 14.2
器高 5.7

―-123-―
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器 種
(分類)

図
号

挿
番

法  量
(勁 )

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 文様の特徴 備  考 出土地点

Cl

C2

椀

杯

D

引
46-71

唯絲　
　
一　
略
絲　
　
一　
醒
綿

11,0
5,0

1.0
5.8

10.7
6.3

|

口径 12.2 1

1,ま,4摩
ヒち倉姶

|

壌乞gttζ晶の境に
|

鍮害療}｀

口唇は
|

ら
お

つ
丸

に
を

手
唇

厚
口

ｏ

は

ｏ
る

肉
る
め

器
れ
さ :昂手写高禁環き巽

|

会耳勢Fコ
ナデおよ

|

内面と口縁外面はヨ
|

鵬 脇
|

甕秦厨伊
磨耗し、調

|

文様なし。

:3ζ
警奏

|

疑
部を欠く

|

郭　　　一『蜘”中椀

ⅢD■

I D12

Ⅲ G14-2

ⅢEll

国径 13.0
器高 3.9

り

る
く
す

つ
立

く
直

た
ぼ

平
ほ

を
が

体
部
手

全
端
薄

風化著しい
郭

I F12-4

―
-1 口径 10,0 口縁部内湾する。 内面、外面荒、刷毛目。 把手付壷 II)12--3

-2
田部は12翻 を測 り
岳 い 6

注目部は困向外向ナ 肩部に羽状文
あり。

注国土器 ICユ 13--2

17--3 環状の把手 全体に丁寧に入る。 把手 (甑か) I E12-1

7--4 把手付壷か II)14

17-5 コブ状の把手 全体に雑につくる。 把手(甑か) Ⅲ

47--6
音[に 5朋大の子しあ 内面ヘラ削り。 甑の底部 Ⅱ

47-7

津8-1

1正 ;

呻

|

1口径 36.0 1

を曇:テ
:啓F:暑浅子ξ

l

器肉の厚手な大型品。
頸部はゆるやかに反
転。口縁は角度をか
えて直線的に外傾す
る。

表面調整は不明。  |

調整不明。     |

口縁部内外面ヨコナ
デ。頸部内面はヨコ
ナデ。同外面は刷毛
目にヨコナデを加え
る。

頸部に櫛によ
る稜杉文あり

脚部下端。

 |

口縁部

  |

曇緒穀,?。|

I Ell-4

H F14-1

1D■

輪
|

埴

48--3 最大径 26.0
逆「ハ」の字状にひ
らく。

内面荒い刷毛目。 Ⅲ C12

48--4

最大径 23,0
逆「ハJの字状にひ
らく。

ガ

ｏ
な

タ
デ
で

ヽ
ナ
指

ロ

コ
を

毛
ヨ
土

刷
は
粘

は
分

ヽ

面
部
面
す

外
の
内
ら

円い透孔 Ⅲ F13-2

!8--5
最大径 26. 裾にむかいやや外に

ひらく。
内面、刷毛目。 Ⅲ E14-1

-6
1会字l芳隻繰1禅

ぞ筋お歳ⅢHll
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4須 恵 器

須恵器は第皿調査区の南西拡張区を中心に第Ⅲ調査区から第■調奎区にかけて出土して

いるが、全体的に数量はそう多くない。また時期的には古墳時代のものと飛鳥・自鳳期以

降のいわゆる歴史時代のものを含むが、首墳時代のものは、各期数個体づつが出上 してい

るにすぎない。ただし、注意すべ きは、大半が完形を保って出土していることで、これは

他の器物より硬質であることにもよるが、この時期あるいは地形が安定し、この地が実際

に生活空間として利用されていたことを窺わせる。

まず、古墳時代の須恵器はごく少量であるが、山陰第 I期から第Ⅳ期のものがある。第

49図に示す邪 3は 、立ちあが りが直立し、 2段口唇をもつこと、 1の高邪は口唇部が 2段

であり、短脚であると思われることなどから、ともに第 I期 (5世紀後半)に当てること

ができる。邪 2は 内傾 した低い立ちあが りなど第Ⅳ期 (六世紀後半)の特徴をもつ。 4は

蓋であるが、稜 線 は全 く痕跡を残 さず 天丼部のヘラ削 りは施されないことから、第Ⅳ期

(7世期前半)で も新 しく位置するのであろう。 7の短頸壺 と5、 6の蓋は時期判定の明

確な資料を持ち合わせないが、第皿期から第Ⅳ期にかけてのものと思われる。

歴史時代の須恵器は、本遺跡出土須恵器の中心をなす ものである。出雲における歴史時

代須恵器については、さきに出雲国庁跡出土品に関して一応の編年試案が示されたが、出

土品の一部をとりあげた観察にもとづ くものであって、なお不充分な点があり、この編年

をただちにあてはめることは、困難というのが現状 といえる。したがって、詳細な編年的

位置については今後の検討をまつこととし、ここでは畿内その他の地域の研究成果を参考

にして大略の時期を把握するにとどめることにした。

出土須恵器は郭を中心とし鉄鉢形土器、皿などがある。 rThは高台の有無によってA.B

の 2種 に分けられ、 それぞれさらに 2つ に細別される。Alは高 く外傾する高台がつき体

部が丸 くなるもの (第49図 8～ 13)、 A21ま 低い高台がつき体部が直線的なもの (第49図 14

～16)、 Blは高台がつかず口縁部が くびれるもの (第49図 17～ 30、 第50図 1～ 17)、 B2は

高台がつかず口縁部 もくびれないもの (第 50図 18～ 24、 26)で ある。

底部は糸切 り痕を残す ものがほとんどであり大半が同時期のものと考えられる。しかし、

わずかながらそれらの前後に位置するものが存在する。出雲において確認できる歴史時代

須恵器の初源的な邸 Allよ第49図 8の形態をとるものである。これらは若干鋭 さは欠ける

が高台が高 く外傾することなど、出雲国庁第 1形式とはば同時期と考えられる(1類 )。 第49

図 8よ りやや新 しいと思われるものが同 9で ある。体部が内湾し高台はやや低 くなるが外
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第49図 須 恵 器 実 測
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第50図 須 恵 器 実 測 図 C)
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方に高 くムんばる。底部はヘラ切 り手法により切離され、明離し後に粗 くなでる (2類 )。

本遺跡では 2類は郵 Alの みである。 3類は糸切 りによって底部を切離 し、その後調整 し

て糸切 り痕を消去するものである。 本遺跡ではAl、  Bl、 B2の 3形態が存在する。第49

図の10は ナデにより調整 し、同18は全面ヘラ削 り調整、第50図 26は周辺ヘラ削 り調整する。

ヘラ削 り調整は前者が後者より先行すると思われる。

一般に出雲地方の歴史時代須恵器はヘラ削 りによる調整は稀であり、ほとんどがナデ調整

による。周辺ヘラ削 りは出雲国庁など県内他遺跡の例を合わせても10例 に満たず、やや数

は多 くなるにしても全面ヘラ削 りも同様に数が少い。 これは ヘラ削 り調整を主体とする

他地方 と著しく相違するものである。 4類は糸切 り痕をとどめるもので本遺麟で最 も多い

須恵器である。郷Al・ A2・ Bl・ B2と 形態 も多様である。糸切 りには静止糸切 りと回転

糸切 りの 2手法があり、静止糸切 り痕をもつ ものはAl、 Bl、 B2に限 られ数 も少ない。

なお静止糸切 り痕をもつ郷の過少性 も他遺跡と共通している。私見によれば出雲国庁の資

料でも静止糸切 りは邪Al、 Bl、 B2の みで郵A21ま 全て回転糸切りによる。また糸切 り痕

をもつ郷でAl形態 とA2形態を比較すると圧倒的にA2形態が多い。 一方、横穴出土資料

をみると高台のつ く郷はAl形態のみ存在 し、A2形態は確認 していない。これらのことか

ら郷Allま古い伝統的な形態であるが、郷A21ま新 しい要素をもち糸切 り手法出現以後みら

れる形態であると考えられる。また静止糸切り手法は郷Allこ みられるがA21こ みられない

ことやその絶対数が少ないことから、回転糸切 り手法と同時併存 したとして も糸切 り導入

期に一部で使用された手法であろう。

第 5類は須恵器が粗雑に作 られる時期で出雲における須恵器生産の末期である。歪みが

ひどく口縁部が広が り器高 も減じてくる (第 50図 23・ 24)。  焼成の非常に悪いもの もある

(同 23)。 以_Lの 1～ 5類はそのまま年代差であると考えてよい。
(註 3)

さて、これらの実年代であるが、 第 1類の不は高台付郷の初現であり陶邑T K217式

(新)に似る。T K217式 (新)は、ほば 7世紀中葉以後に当たる。 第 2類は出雲国庁第

(註 4)

2形式に当たり、出雲国庁出土木簡より7世紀末から8世紀前葉に時期が求められる。第

3、4類の年代は糸切 りの出現時期とのかかわりが問題となる。比較には適当ではないが千

葉県山田水呑遺跡では回転、静止糸切 りの両者とも周辺ヘラ削りの段階を8世紀末から9

(註 6)

世紀前半としてお り、糸切 り手法は遅 くとも8世紀後半代には導入されていたと考えられ

(註 6)

る。さらに多賀城 とその周辺では 8世紀中頃まで遡 らせることができる。各地飯で糸切り

手法導入時期が違 うことは当然考えねばならないが、出雲ではヘラ切 り手法の発達がみら

れないことから糸切り手法の導入は早 く、 8世紀中頃には使用されていたのではなかろう
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か。第 5類は実年代を求める手段はないが、ゴヒ九州では須恵器生産の終焉が10世紀代とさ

れ〔陶邑でも9世紀末には生産は壊滅状態となったと考えられている。西日本の須恵器生

産衰退の共通性を考えると第 5類は 9世紀末から10世紀代であろう。

以上界に限って述べてきたが、他に鉄鉢形土器、椀が各一個体存在する。鉄 鉢 形 土 器

(第 50図 25)は県内では例をみないものであるが、底部がこの種の上器に一般的な突底に

ならず丸底風であることから平城宮Ш期 (750年 )以前のものと考えられる。

第50図 27は黒色を呈するもろい瓦質の土器であり、焼成後にあけたと思われる小孔が中

央にある。この種の土器は出雲ではまとまった資料がなく詳細は不明である。

なお本遺跡出土須恵器の成形技法については判別し難いがこの問題について若干述べて

おきたい。従来糸切 り手法導入以前は粘土紐巻上げ、それ以後はいわゆる一本ビキ (水挽

き)に よる成形、という考えが一般的であったよ ぅに思 う。しかし最近の報告では歴史時

代のロクロ使用上器でも体部に巻上げ痕が残 り、底部と体部の接合痕が確認されること、

調整不良から底部内外両面に糸切 り痕が確認されることから、糸切 り痕をもっていても巻

上げ成形ではないかという疑間が提出されているとこれは東日本でのことであり、そのま

ま西日本、さらには出雲地方に適用できるとは考えないが糸切 り=一本 ビキ (水挽き)成

形という図式は再考を要する。ただし出雲地方出土の糸切 りをもつ歴史時代須恵器につい

て現在のところ巻上げ痕跡、底部と体部の接合痕跡などを明瞭に残す ものを確認していな

いことから、一本 ビキ (水挽き)成形の可能性 も完全に否定できない。いずれにしても現

段階では結論を出すことは不可能であり、さらに詳細な観察を必要とするのである。

(柳浦俊一)

記1 山本 清 「山陰の須恵器」 F山陰古墳文化の研究』 (昭和46年)以下古墳時代須恵器の編
年観はこの山本編年に従う。

2 松江市教育委員会 『出雲国庁発掘調査概報』 (昭和46年 )

3 日辺昭三『陶邑古窯址群 I』 (昭和41年 )

4 「大原評」木簡、註2

5 日本道路公団遺跡発掘調査団『山田水呑遺跡』 (昭和52年)

6 宮城県教育委員会『日の出山窯跡辞』 (昭和45年 )

岡田茂弘・桑原滋郎「多賀城周辺の古代ネ形土器の変遷」『研究紀要』 (昭和49年 )

7 北九州市埋蔵文化財調査会『天観寺山古窯址群』 (昭和52年 )

8 田中琢「畿内と東国」『日本史研究』90(昭和42年 )

9 奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調査報告Ⅶ』 (昭和53年 )

10 大阪府理蔵文化財センター『陶邑Ⅲ』 (昭和54年 )V型式を一本ビキとしているが、一本ビ
キの痕跡については明記していない。

■ 大坪宣雄「歴史時代土師器郭の一製作技法一神奈川県川崎市影向寺遺跡出土土器をめぐって
一」『法政考古学』第2集 (昭和53年)松本富雄「国分期における一製作技法一俣埜遺跡新
開遺跡出上の須恵器郭の紹介―」『埼玉考古』第18号 (昭和54年)服部敬史、福田健司「南
多摩窯址群出上の須恵器とその編年」『神奈川考古』第6号 (昭和54年)服部・福田氏はこれ
らの痕跡から「底部円柱づくりJを提唱した。但しこのような技法が普遍的に存在するか否
かは不明である。
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表 6 須 恵 器 一 覧 表

器  種
(分類)

図
号

挿
番

法
(M)

量 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備 出土地点

一局
　
芥

生9--1
口径 16.1
器高 6(現存)

杯部丸底。体部は内湾し
てたちあがり口縁部で外
反する。2段 口唇。方形
3方透し。

調整 体部回転ナデ
必底都回転ヘ
ラ削 り底部内
面仕上げナデ

焼成非常に不良。
脚部欠損。

ⅢE-13

必

49-2

49--3

１
４

径
高

口
器

い
に
状

短
方
弧

ｏ

し
外
は
底

傾
上
部
丸

内
く
体
は

は
長

ｏ部

り
や
る
底

が
や
終

ヽ

上
は
て
き

ち
部
び
描

立
受
の
を

ヘラ切 り。
同上。

し離
整

切
調

完 形。 Ⅱ D12-1

口径
立ち上がりはほぼ重直に
のび、口唇は2段 となる
体部は弧を描きながら底
部に至る。

調整  同上。 口縁～体部片。
焼成やや不良。

Ⅲ F12-2

-4
口径 9。 1

器高 3.2

天丼部から丸く弧状に口
縁都に至り半球状を呈す
体都中程に凹帯の痕跡。

肉
部

り
部
井

切
井
天

ラ
ギ
ハ
　
デヽ

ヘ
　
」デ
ナ

部ヽ
ナ
く

し
体
転
粗

離
整
回
面

切
調
面
外

完 形。 Ⅲ F-10

蓋

-6

5

口径 9.2
器高 3.2

口径 12.0
器高 3.7

やや丸味をもつ平坦な天
井部。体部はやや外反気
味に落ちる。

禿育腎空3¢穀弩争旨濠
部は僅かに外反する。

鉛難し写甘]ξ群焉蕎こ
上げナデ、同
外面回転ヘラ
首」り。

切離し、調整とも同
上。

IⅡ D■ -1

H F14-3

短

頸

重

口径 7.4
器高 8.0

肩が張り、口縁は僅かに
内傾して立ち_ヒがる。口
唇は丸く終る。

山ｎ
Ｏ
に

部
デ
都

ｏ

胴
ナ
底
り

ｏ転
ら
削

上
国
か
ラ

同
も
半

ヘ

し
と
下
て

離
面
部
け

切
外
胴
か

口縁部の一部を
欠く。

H E13-1

郭

Al 8

口径 14.6
器高 5.8

く
高
湾

高
た
内

ｏ

しヽ
は
る

に
り
部
が

部
か
体
上

底

つ
ｏち

な
し
る
立

坦
た
け
ら

平
し
付
が

ぼ
傾
を
な

ほ
外
台
し

切離し 同上
調整

 倭載民審と正
げナデ、同外
面回転ナデ

焼成不良。完形 ⅢG3-4

Al

Al

Al

Ｆ
属
‐
一‐
４９．．‐‐

1累
讐既

|

‖雫班
‖鰭寝

|:三:鳥
二:啓ξttg哲

lε
已ξヨg]三景:1歯

1言二言F瞥杉三考暑塗9

1望

暫
し、調整とも同

1累

藍
し
台望

り

/C

1完

脇

1豪雰皆をPのひ

形 。
IⅢ

D■-2

|

|

1 ⅢD10-1

ⅢG-10
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手 法 の 特 徴 出土地点

口径 11～ 13
器高 4.8

口径 12.6
器高 4.0

す不

く
湾
口
ぼ

ｏ

丸
内

ｏ
ほ
る

はヽ
る

ばヽ

め
部
が
れ
角

た
体
上
び
や

の

ｏち
く
や

み
部
立
で
ち

ず
底
ら
く
た

ひ
た
が
近
に

成

つ
な
部
直

焼
な
し
縁
重

Bl

体部は 内湾 しながらた
ちあがる。口縁部近 くで
くびれ、外反しやや角ば
る。

ほぼ平垣な底部に外方に
ムんばる高台を付ける。
体部は内湾しながら立ち
上がる。

望評
し、調整とも同

1香髪色伊
成不良

I 
ⅢD10-4

足℃蟄14・Z  I醤ギユ【,号腰唇

'と

措ヨぞざイ【指暴膏上五:ゥ
  1最 ::全窯彗Fttε慮ボ】

切離し、調整とも同 1完 形。

塚届涯揆魯唇繋将写予屎1累整
し
 目至糸

切り
暴嵩

・互:志

  1曳写置惨F尼
釜げ生み徐

1調

整  同上口径 12.7

望
離し、調整とも同

1完
 形。

    I ⅡF12-3に
け
に
く

方
付
的
丸

外
を
線
は

に
台
直
唇

手型
局
ば
口

底
い
ほ

ヽ

な
低
は
り

垣
る
部
が

平
ば
体
上

ｏ

ぼ
ん

ｏ
ち
る

ほ
ム
る
立
終

・６
．

６

６
．

２

　

　

　

一
　

・・
・

４

４
．

６

　

　

一
　

・３
．

０

３
．

８

略
綿
　
　
　
一　
醒
縮
　
　
一　
唯
縮

‐‐
‐

・〓‐¶
‐
‐
‐
―
「
―
十
日
判
―
―
　
―
―
週
１７‐

ｒ

一‐卜

一ト

Ａ２
　
　
　
一　
　
Ａ２
　
　
一　
　
ＢＩ

調整とも同
1綴形者燃藉:口 IHE-13

口径 12.0
器高 4.2

鉛難
し
 臀上台

切 り。

1笞

写長許
嫁塵爾

IHE13-2

デ
上
外
削

ナ
仕
同
ラ

転
面

ヽ
ヘ

国
内
デ
転

部
部
ナ
回

体
底
げ
面
り

平底。体部は内湾しなが
ら立ち上がる。口縁部近
くでわずかにくびれて外
反し丸く終る。

練警盃屍き覆γ
o E12

ほぼ平坦な底部に外方に
ふんばる低い高台が付
く。 体菩Бはほぼ直線的に
立ち上がる。

口径 19.0
器高 7.5

累魯12::  |二

暑を:辞博]鼻営3鮮
切離し 回転糸切り。1完 形。
調整  同上    1焼 成不良。

切離し 静止糸切り
調整  体部及び底

部内面回転
ナデ、底部
外面未調整

Ш F12-3完形。かさね焼
き痕。焼成ひず

リ
ナ
内
ナ
面

切
転
部
げ
外

糸
回
底
上
部
整

転
部

仕ヽ
底
調

回
体
デ
面
デ
未

―-131-―

ⅢD■-1



形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴図
号

挿
番

種
＞類分

器
＜ 蜘

引
岡0累審1と

5  1号
:哲ぞ穣Eと拿鵞こと。1望

警し`調整とも同

完 形。 IVE 10

口径 12.3
器高 3.8

口径 ■ ,7

Bュ 器高 3.8

平底。体部は内湾しなが
ら立ち上がる。口縁部近
くでくびれほぼ重直にた
ち、丸く終る。

晋蜃ち埜課ぢF奮壊象ど
くで くびれ、ほぼ垂直に
たち丸 く終る。

切離し、調整とも同
上 。

切離し、調整とも同
上 。

一　

　

　

一　
一

完形。　　　　一”き痕。

調整 同上 口縁部のみ残存

,そ欠損。

ち

く

ヽ

立
で
ち

ら
く
た

が
近
に

な
部
直

し
縁
垂

湾
口
ぼ

ｏ

内

ｏ
ほ
る

は
る

終ヽ

脚
い
帥
ポ

h日 隅 書藩朗鼻髯甚築
1件

調

Y

一砕

H F14-3

修な振告量を塗諜ぢρ冒|ヱ警
しヽ調整とも同

しながら立ち上がる。国
縁部近くでくびれ、外反
して丸く終る。

切離し、調整とも同
J二 。

良
ね

不
さ

成
か

焼

ｏ
ｏ

ｏ色
痕

形
灰
き

完
自
焼累讐12:i  l二

三を:辞ヒF鼻整3欝
口径 14.6

暴轡121:  |:尊

:室::揆
辞舞暑91書第と貧∃§拿!ま

望暫
し、調整とも同

1栗質:練晉冦癌
き痕。底部に板
目。擦痕。

樫かに凸状の底部。体部
は内湾しながら立ち上が
る。口縁部近くでくびれ
ほぼ垂直にたち丸く終る

21暴審
lZi息

ヨ幸拿星≧:侯
酵舞豊

引
望警

し`調整とも同

切離し、調整とも同 1完形9焼成不良

も同
1琴乎k省鶏伊湾

口
に

内

ｏ
か

は
る
僅

ｏ

部
が
れ
る

体
上
び
終

ｏち
く
く

底
立
で
丸

上
ら
く
て

に
が
近
し

か
な
部
反

催
し
縁
外

Ⅲ F五-1

h日鼈4 調整とも同
1森髪施沈線状の IⅢ

E■-1やや凸状の底部。体部は
内湾しながら立ち上がる
日縁部近くでくびれ、僅
かに外反して丸く終る。
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器  種
(分類)

図
号

挿
番 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考 出土地点

Bl

13.4
4.6

口径 13.1
器高 4.2

50-101累答と,4

50--11

口径 13.0
器高 4.9

12.6
4.0

口径 13.0
器高 4,1

口径 11.9
器高 4,0

口径 14.6
器高 5.3

口径 15.3
器高 6.3

ξζξ息二与景辞漁全]、
|

|

平底。体部は内湾しなが
らたちあがり、口縁部近
くでくびれ外反する。

晋量ち埜課嫁P管態象ど
くで くびれほぼ垂直にた
ちやや月E厚して丸 く終
る。

やや上底。体部は内湾し

爺ど?著そ歩爾鳥族g『

丸く終る。

平底。体部は内湾しなが

ぞ孝そか爾え及ETttf
終る。

ヨ:脅
怠阜続言§と言言

1里

詳
し`調整とも同

径
高

口
器Bュ

切離し、調整とも同
上。

完形。焼成不良。
灰自色。
体部に沈線状の
線が入る。

ⅢG12-1

Bl

Bl

Bl

完形。焼成不良。
かさね焼き痕。

Ⅲ G14-2

留
し、罐とも同

1完
光究

望暫
し、調整とも同

1完
形。

切離し、調整とも同 1完形。
上 。

書葺と算目
g静李雰

1乗

貨:錠督雹デⅢD10-14

・３

　

　

一
　

一

剛
　
　
一　
ｍ

焼成不良

一　

　

　

一

Ｄ
　
　
　
　
一

＝

・

径
高

口
器

¶

　

　

・４

‐

　

　

・５

‐

‐

５０．

一‐

５〇一

一‐
‐ト

:ヨヨ雀各:ヨュ
枠舜捜

1塑

暫
し｀調整とも同

|%欠

損。

ご葺尊塗
曇:蜃獣冗

1諌

写み育手笹成

IⅢ

G12-3

Ш Ell
Ｂ．

一

Ｂ．

一

Ｂ．

一

Ｂ．

一

Ｂ．

:算ξ‡三盈二惑二:列
里警

し`調整とも同

1焼

設示華餐振Ъ

口径 ■.1

:奮薯:こ:酵ュ稔BFI望群
し`調整とも同

馬据Y選森唇翌ち埜諜雪
口縁部近くでくびれ、わ
ずかに外反し丸く終る。

弟引累籍判
1爵吾身写縫奪辞嫁ρ晉虐

累魯1::な

  1曇掻ゴ暑纂昼聖夢俗聖⊆て僅かに外反する。

寸簾
体部は内湾しながらたち
あがる。口縁部近くでく
びれ、ほぼ重直にたち丸
く終る。

切離し、調整とも同
上 。

繭y蔀万臨
~~~

調整  同上。   |

Ⅱ E13-4
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器  種
(分類)

図
号

挿
番

法 量

(賜 )
形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考 出土地点

外

B2
口径 11.2
器高 3.8

やや凸状の底部。体部は
直線的に立ち上がる。日
唇上面は平坦につ くる。

切離し、調整とも同
上 。

ウち欠損。焼成不
良。

巨F13-3

B2
口径 13.8
器高 3.9 音蜃ら鎗 計備零溶際観を

底部の境は明瞭にアクセ
ントがつく。

切離し、調整とも同
上。

B2
|

50-221
口径 9.8
器高 3.1

上底。体部はわずかに内
湾気味にたちあがる。

切離し、調整とも同
上 。

Ⅱ Dll

B2 50--23
口径 13.5
器高 3.1

平底。体部は大きく広が
って直線的にたちあがる

切離し、調整とも同
上 。

ウち欠損。

B2 50-24 口径 13.7
器高 2.9

やや上底。体部は大きく
広がって直線的にたちあ
がる。

切離し、調整とも同
上 。

完形。焼成ひず
みがひどい。

Ⅱ D13

鉄
鉢
型
土
器

|
15tl一 烈

|

口径 18.9
器高 8,0

が
ま
終

な
ま
く

説
つ丸

内

ヽ
ヽ

部
が
至

体
上
に丸底。魏螂る。

ｏ
デ

デ

ム
ツ

リ
ナ
ナ
削

切
転
げ
ラ

ラ
回
上
ヘ

ヘ
部
仕
転

体
面
回

し
　
内
面

離
整
部
外

切
調
底
同

完形。一部に黒
く自然釉がかか
る。

ШD10-1

lTh

B2

150--26

口径 15.4
器高 5.5

やや丸底。

埜課怯甲密泌雪ぴ畠選庭
至り丸く終る。

切離し 回転糸切り
調整 体部回転ナゲ

衛飛審胃整夫ザ読テ

完形。焼成やや
不良。

Ⅱ E13

B2

口径 9
器高 1,9

線直
力

ｏ

広
る

く
が

き
あ

大
ち

ｏ
は
た

底
部
に

平
体
的

緊難
し
体暴1散部内

面回転ナデ
底部外面未調整

号i馨:Iお |.こ
/」 子`し

I 
ⅡFll-14

瓦質。     |
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器石5

今回の調査で検出した石器は石鏃、スクレイバー、石錘、石斧、磨石、敲石、石庖丁、

石鎌、石盤、磨製石父」、石支等多岐にわたっているが磨製石剣、石支については別頂で取

り上げているのでここでは省略する。これ等石器類の出土量は、土器に比べて、はなはだ

少量であり、当遺跡における出土傾向 も充分に把握できるかどうか不安が残る。

これ等の石器を出土地区毎にみると、出土点数の比較的多い石鏃、スクレイパーは第 I

調査区に片寄って出上していると言 うことができよう。少量の資料から述べるのはどうか

と考えるが縄文式土器 と石鏃、スクレイバーとの出土傾向が若子の異な りを見せることは

注目される。その他の石器は第Ⅳ調査区を除いて各区で少数ながら出土している。また黒

1焼石のフレイクは各区で多量に出土 しているが、これ等についてはまだ充分に検討を行っ

ておらず、今回は省略した。

石鏃 (第 51図 1～19) 個々の石材、法量、型式等は別表に示したとお りであるが、い

ずれも無茎石鏃で有茎のものは 1点 も存在 しない。石材は、ほとんどが黒曜石でサスカイ

代製のものは 1点のみである。

型式的に大別すると基部に快 りを入れた凹基式三角形鏃 (第 51図 1～ 13、 16)、 基部が

平たい平基式三角形鏃 (第 51図 17～ 19)、 平基式五角形鏃 (第 51図 14)と 先 4器 を丸 く整え

る式の (第 51図 15)が存在する。このうら、最 も多量に出土した凹基式三角形鏃 もその形

状は一様ではなく、第51図 (1、 2、 3)の ように長さが短 くて基部の広いものから、第

51図 (4、 5、 6、 8、 16)の ように長さが長 くて基部の狭いものも存在 し、また全長が 3凱

前後の大型品 (第 51図 5、 12、 13)も 存在する。快 りも浅いものと深いものとがある。

調整は両面調整を基本 とし、周辺部はとくに入念に行なわれているが、一部には第 1次

象」離面を残す もの (第 51図 7、 13、 16)な ども存在する。

スクレイパー (第51図 20～ 24、 第52図 1～ 3) 石材はそのほとんどが黒曜石でわずか

に、第52図 1のみがサヌカイ トを利用している。

定形化している石匙 (第 52図 1・ 2)を除いて他は数1片 を利用したスクレイパーであり

調整はきわめて精密なものも存在するが、概ね、非常に粗 く、部分的にしか調整を施さな

いものが大部分を占め、一部には自然面を残す ものも存在する。

第51図 (20)は 径3.2勁 の円形を呈するスクレイパーである。 調整は表裏面とも周辺部か

らの象」離がほば全面に認められるが、きわめて厚い作 りとなってお り、中心部での厚みは

1.4働 と厚い作 りとなっている。第51図 (21)は 長径 4初、短径2.8勁の亀甲状のスクレイパ

ーである。調整は表裏面とも周辺部からの系」離がほば全面に認められるが、きわめて厚い
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作 りとなっている。中心部での厚みは 1.4Mと 厚い作 りである。 第51図 (21)は 長径 4初、

短径 2.8Mの亀甲状のスクレイパーである。 調整は表裏面とも周辺部から中央部に向っ

てよく整った制離が施されてお り、中央部での厚みは 0.6協 と均整のとれた作 りとなって

お り風化が著しい。第51図 (22)は 長辺4.9勁、短辺2.3勁の縦長の象J片を利用 したスクレイ

パーである。調整は短辺の先瑞都の刃部のみ施されてお り、他は第一次制離面を残す。内

外面ともに縁辺からの象1離が認められ刃都は鋭 く尖っている。第51図 (23)は 長径 3.3賜、

短径 2.6Mの亀甲状のスクレイパーである。表裏面とも調整を行 う。平面形は第51図 (20、

21)と よく似ているが、調整は周辺企面に及ばず、全周の四分の一は未調整の部分が残っ

ている。第51図 (22)と 技法的には近 く、タガネ状の断面を呈す。第51図 (24)は 縦の最大長

2,1勁、杖幅2,7勁の台形を呈するスクレイパーである。一部に第一次畑離面を残すが、刃

部の調整は整っている。第52図 (1)は サヌカイ ト製の石匙である。全長7.2勤、横幅 3,7勁

の縦長のものであるが、刃部は基部に平行に作 られている。調査は内外面とも刃部と基部

に施されている。第52図 (2)は黒曜石製の石匙である。全長6.1翻、横幅 4.7勁 を計る。基

部と対応して刃部が作 られている。基部に調整が認められないことから、未製品である可

能性がある。第52図 (3)は長さ6.5勁、幅 4勁を計る台形状のスクレイパーである。系1片に

刃部を付けただけの石器で自然面、第二次剰離面を多 く残している。

石錘 (第 52図 4、 5) 石錘は 2点検出してお り、いずれも第Ⅱ調査区からの出土で、

大型と小型の二種ある。第52図 (4)は全長7.2初、幅i5,4M、 厚さ0,8初 の小型品で自然石

の円礫の両端をll・ ち欠いて快 りを入れている。この快 りは表裏に認められる。第52図 (5)

は全長13.1勁、llti10.5初 の大型品である。砂岩質と考えられる円礫の両瑞を打ち欠いて快

りを入れている。この挟 りは表裏にわたっている。原材は風化が著しく、 もろい。

石斧 (第 52瑚 6・ 7、 第54図 10) 石斧は打製石斧第52図 (6)と 磨製石斧第52図 (7)、

第54図 (10)が 出土 している。第52図 (6)は 、全長9.3勁、横幅4,6勤の短冊形の打製石斧で

ある。先瑞部を表裏から打ち欠いて刃部を作る。長辺の縁辺にも浅いノッチを入れ、角の

つぶしを行っている。平坦部は横方向の磨き痕が認められる。第52図 (7)は所謂、ハマグ

リ刃の磨製石斧である。丞部と刃部の一部を欠失する。第54区 (10)は 径12.7勁の環状石斧

の未製品である。約二分の一を欠失しているが慨ねその全容を知ることができる。周辺部

は表裏両面か らの打ち欠 き痕がそのまま残っている。中央の孔は貫通しておらず、表裏両

面から穿孔の為の痕が認められる。環状石斧の製作過程を考慮する上できわめて興味深い。

孔の肩部での厚みは2,9例 を計る。

磨石 (第 53図 1・ 2)第 53図 (1・ 2)と も棒状の自然石を利用してお り、両端に使
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用痕が認められ、滑 らかになっている。第53図 (1)は長さ12.7初、厚さ5.5勁 を計る。第

53図 (2)は長さ13翻 、中央部分での厚さ4.8勁 を計 り、両端部では若干つぽまる。

敲石 (第 53図 3、 4、 5)いずれも自然石の円礫の中央部分の表裏を打ち欠いて、凹みを

作っている。第53図 (3)は長径 11,7切、短径 8.5勁の長円形で厚 さ5,8tVJを計 り、裏面の凹

みは若干浅い。第53図 (4)は径12勁 の円形で厚みは7,1勁 を計る。第53区 (5)|ま 径 9勤の円

形で厚みは5.1勤 を計る。

石庖丁 (第54図 1～ 7) 石庖丁は磨製品と打製品とが検出された。磨製のものは全て

破片であり、形態的には今後、資料の増加を倹って検討を加える必要があり、石庖丁以外

のものの可能性のあるものもある。いずれ もきめの細かい硬質頁岩および頁岩質のものを

原材としている。第54図 (1～ 3)は紐通しの孔を有するものである。第54図 (1)は厚さ

0,7勁で径 0。 8財 の紐通しの孔を表裏両面から穿つ。 刃部は若干上部に湾曲する。 第54図

(2)は 厚さ0.8勁 で径 1翻の紐通し孔を表裏両面から穿っている。刃部は残存部分につい

ても破損が著しいが概ね平 らに終始するものと考えられ、横に長い形態をとるものと推察

される。第54図 (3)は厚さ0.4効 で径 0,5Mの 孔を有する。孔の位置は刃部にきわめて

近 く、刃都 も第54図 (1、 2)と 異な り、片刃に近い。第54図 (4、 5)は孔を残存部に

持たないものである。 第54図 (4)は厚さ0,7翻、 第54図 (5)は厚さ0.6勁 を計 り、 い

ずれ も全面に研磨痕を残す。

打製品は 2点 出土している。第54図 (6)は比較的平らなサヌカイ トを原材として、両

端を打ち欠いて紐をかける式のものである。刃部及び縁辺は内外両面から調整を加えてい

る。縦7.5勁、横■ .2切 、厚さ1.5prJを 計る。第54図 (7)は偏平な自然の円礫を原材とし

ている。両端に認められる快 りは左側は片面調整右側は表裏両面調整 となっている。上下

瑞部は両面からの調整を行っているが左右瑞部は挟 りを除いて調整を施さず自然面のまま

である。縦7.2θ
"、

横8.3翻、厚さ1,0鰍を計る。

第54図 (12)は 、自然に折れたものか、意図的に切断したものか、判然 としないが、材

質としては磨製石庖丁と同質のものと考えられ、参考品として図示しておいた。

石鎌 (第54図 8、 9) いずれも破片であり全形を把握しがたいが、第54図 (8)は 刃

郡に研磨を施している。刃部残存長11,7初、厚 さ0.5Mを 計る。刃部は表裏両面か ら研磨

され、反 りは認められない。砂質頁岩を利用している。第54図 (9)は若干内反 りする打

製品である。刃部残存長8.0勤、厚さ1.0勤を計る。

石塾 (第54図 ■)石 墾は 1点だけ出土してお り、一部折損しているがほぼ完形品であ

る。やや軟質の板状によ1離するきめの細かい原石を利用している。縦8.4翻、横1,2勁 、厚
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さ 1。 10・2を 計る。先端部に位置する刃部は縦に研磨され、やや外方にふくらんで片刃状を

呈す。全体に入念な研磨が施されている。

山陰の石器の研究は一部特殊な遺物を除いて、あまり報告されたことがなく、まさに未

開の分野と言っても過言ではない。また今回とり上げた石器は多岐にわたり、種類も豊富

であるが、どの時期の土器に伴 うかいま一つはっきりしない状況で出上しているので、こ

こでは時期的な検討は今後の課題としたい。 (卜郡 吉博)

表 7 石

材質 長さ(働 ) 1幅 (切 ) 出 土 地 点

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

ク  |  ″

ク

ク

ク

″

″

″

//

0.94

1,17

0,42

0.92

1.38

0。 96

0.52

0,85

4.27

0,44

1.24

1.97

4.25

2.85

2.48

1.10

1.40

1.48

0.89

凹基式

″

″

″

//

″

″

//

平基式

凹基式

″

//

″

平基式

//

三
写
形

|

″

″

″

″

″

″

三角形

三角形

//

//

ク

五角形

ク

″

″   1,

″   1.

I F14-3

1F12-3

1 Dll

I D12

1D14

1 Dll-1

1E14-3

1F13-2

1 Dll

I Fll

I D14-2

1D13-1

1 Ell-1

1ED-12

1D14-2

1E13-3

1ED-3

表 採

I Dll

血 3

N∝ 6

N∝29

ふ愚29

血15

Nb127

配 7

No107

配34

血開

p1057

N■26

沌 110

1No56

血82

Nし11

血 5

N醜0

黒曜石1全長

″  |  ″

″  |  ク 2

ク  |  ク 2. ″   1

夕  |  ク 2.

凹基式 三角形

平基式 三角形

″   2.

実 1・

1.

//   1.

″  2.

″   1,

基部  1.

ク   2.

部  2.
大 1.

最大 2.

実 1・

部  1.

″   1.

ク   1.

ク   1.

曜
　
″

ス
ト

黒

　

　

サ
イ

力

1残

長

長

長

//

″

ク

″

存

存

長

″

存

1.

2.

2.

1.

2.

3.

3.

2.

2.

2.

2.

2

3

基部折損

基部折損

先端折損

先端折損
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今回の調査で特に注目すべきは、多 くの遺物群のなかでも数百点に及ぶ加工木材や木製

品が認められたことである。これはどの木製品が一遺跡からまとまって出上したことは、

いまのところ県下では他に例のないものであった。それらの木製品は様々な生活用具や労

働用具など多岐にわたっているものであったが、完形に復し得るものは僅少であった。そ

れは製品の材質が軟弱であること、さらにい くつかの部分から構成 されている点等、もと

もと破損 しやすい条件をもっていたからであろう。それに加えて、調査区一帯は朝酌川の

旧河道にあたり、 水田面下約1.5～ 2ηのところに広がる遺物包含層は、砂礫の多い撹舌し

層であった。このことが木製品の原形を損 う大きな要因であったと考えられる。

調査で得 られた本製品について具体的な用途や機能に関しては、推定困難な点、不明な

点が多いため、形態や加工痕、使用痕、樹種、材質等から可能な限 りの推測を加え、以下

の様な機能的分類を試みた。また用途不明のものについては一括 して取扱った。

なお、今回得ている数百点に及ぶ護岸用の杭についての分類や説明は割愛 し、ここでは

杭等の加工木材を除いた木製品を用途別に、生活用具と労働用具に分けることとした。す

なわち生活用具としたものには杓文字・漆器・曲物容器等の厨房具や火鑽臼があり、労働

用具としては斧柄、鎌柄、田下駄類、鋤、擢、櫓、丸木弓等があげられる。

ただし、田下駄類については足への着装方法を知るために他遺跡出上のものを図示して

おいた。また、鋤、擢は全体の形状や先端部の加工が類似 した点 もあるが樹種が鋤として

機能的に耐えうるものであるのか否かその点移鋤と擢とに区別する根拠 とした。

椿・丸木弓は県下では他に例のないもので、とりわけ丸木弓は当時の狩猟用具 として主

要な位置をしめたものと考えられ、形態や強度を知るうえで貴重な資料となるものであつ

た。

このほか用途不明の本製品があ り、それらは、形態や使用痕等から推 して も、その用途

を明確にし得ないものである。なかでも荷ない棒状品と仮称する丸木そ加工 したものは、

加工痕が明瞭で使用痕が認められていない点などから、実際には使用されなかったのでは

なかろうかとも考えられる。

いずれにしても用途の不明な木製品については文末の本製品一覧表に示した観察のみに

とどめ、無理に有形民俗資料などから用途を推定する方法は避けておいた。これらの本製

品は用途不明の もののみならず、今後類例をまって再検討すべ き点は多々あるが、とりあ

えず前述した分類に従って説明することにしたい。

製木
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生 活 用 具

杓文字状本製品 (第 55図 1)扁 平な板材を加工してつ くる杓文字 と考えられ、ほぼ完

形に近 く全長267筋、身幅60物 を測る。

柄は身の両側辺から直線的に削 り出され、頸部に移る折曲点は稜をなす。柄尻は横一文

字に切 り、粗い面取 りが施 されている。身の先瑞はU字形を呈 し、やや薄 く仕上げられて

いる。全体に加工痕が明瞭で、柄の片面には木理に直交する形で剃刀様のものによったと

みられる痕跡が認められる。なお表裏の区別はつき難い。

箸状本製品 (第55図 2) 形態は箸状を呈すが先端はやや薄 く削 られ、わずかに反 りか

える。

漆器 漆器は計 4点検出された。これらはいずれも横挽ロクロを使用して作成され、木

地に漆を塗布 した破損品であるが、慨ねその形態や法量・手法等を知ることができた。以

下その概要を記してい くことにしたい。

黒漆地漆絵椀 (第55図 3)口 縁部を欠損し、現存直径140初、高さ35物を測る黒漆塗椀。

体部は、日縁部に向って内湾しながらゆるやかな曲線をえがいて立ちあがる。全体に本

地の器肉は薄 く仕上げられている。底部外縁には断面方形の低い高台がつきその内面には

平刃によったとみられる加工痕が認められる。これは横挽ロクロの爪痕を消すために施さ

れたものと考えられ、この面には漆が塗布された痕跡は認められない。

椀は高台内面考除き入念な下地加工が施され、その上に黒色漆が塗布されている。数回

黒漆を塗布した後、体部外面および見込面に朱漆による漆絵が描かれている。見込面の絵

柄は中央に桜あるいは山吹の花とみられる一輪と葉 らしき文様を配 し、それを左右上、三

方から囲むように三日月形の隅どりが施 されている。外面にも見込面で認められた葉様の

文様が配 されてお り、これらはいずれもつけたて風の手剛‖れた描法である。

なお高台内面にはほば中央に墨書があり、『 士』と認められる。またその墨書の下方に

は刃物による『 十』の線刻が認められた。木取 りの方向は横木取 りで樹種はケヤキ材。

黒漆塗椀 (第55区 4) 日縁部および体部を欠損した現存径150翻、 高さ45物 を決1る 黒

色漆を塗布 した椀である。

体都は日縁部に向って内湾しながらゆるやかな曲線をえがいて立ちあが り、器肉は比較

的厚 く周面の仕上げは粗い。底部には高 さ7肋の高台をもうけるが基底面は配 3に みられ

るように内面を入念に仕上げるものとは異な り、一種のベタ高台を呈している。高台基底

面には 4点のロクロの爪痕が認められる。

現在漆はほとんど剥落しているが体部内外面および高台基底面に漆膜が認められること
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から、全体に黒色漆が塗布されていたものと思われる。

木取 りは横本取 りで木目の緻密な四方柾材を使用し、樹種はカツラ材を用いている。

黒漆塗椀 (第55図 5) 口縁部および体部の2//3を 欠損した現存径121肋、 高 さ20翻を測

る黒漆塗椀である。

体部は口縁部に向ってゆるやかな曲線をえがいて立ちあが り、器肉は他のものと比較し

てやや薄い。底部外縁には高台がつき、高台端部を欠損しているが、器形から推すとさは

ど高台は高い ものではなかったものと思われる。その内面は入念に仕上げているが漆は塗

布されていない。体部内面および外面にはロクロ挽き作業の時点で生 じた 糸 目 (ロ クロ

目)が興数にはしる。これは装飾的な意図の もとに施されたのか否か即断の限 りではない。

高台を除 く内外面には黒色漆が塗布されているが、糸目が明瞭に観察できる点などから下

地を施すといった作業は行なわれず、直接木地に漆が塗布されたものと推定 される。

木取 りは横木取 りで、樹種はケヤキ材を用いている。

黒漆塗皿 (第55図 6)口 縁径170肋、高さ20加 を測る黒色漆を塗布 した皿である。他の

ものと同様にロクロで木地を挽き上げ、短い縁部は端反 りする。

挽き上げた木地には丁寧な下地作業が行なわれたと思われる。ここで特に注意すべきは、

日唇部に麻と思われる布を用いた布着せの技法が 採用されていることである。 この布着

せの技法は漆芸技法の中では接合部の補強、あるいは薄い挽物木地の強度を増大させるた

め、または木地の木度を防止するため等に行なわれるもので、いずれにして も丁寧な下地

作業の一つであるといえよう。この様な下地工程を経て、その後は黒色漆が幾度となく塗

り重ねられ、最後の仕上げは塗 り放しで終えている。裏面中央には漆を短時間に、湿度の

高い場所において乾燥させた場合に生じる、俗に『 ちぢみ』と称される級が認められた。

また見込面には断文の現像があり、 これは塗膜の老化現像による細かい 亀裂で、 乾性油

(荏油)を 含む漆を使用した時にみられるものである。またその周辺には使用痕とみられ

る擦痕が認められた。

木取 りは横木取 りとし、比較的緻密な柾目材を使用している。樹種は トチ材である。

板状本製品 (第55図 7) 隅丸の方形板状を呈す350× 270翻、厚さ15物の本器で、中央

がやや くばむものである。凹部を持つ上面は、裏面と比較して磨滅していることが特に注

意される。この磨滅は使用痕とみられ、形態から推すと、こね板 (鉢)の ような物を想定

することができるが、今のところ具体的な用途は不明といわざるを得ない。類例を待って

検討したい。

曲物容器 厚手の円形板に薄板を円筒形に曲げた側板を接合して容器とするもので、木
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材を使用して行 う割物、挽物、箱物等にならぶ容器製作技法の一つである。

円形板と側板との接合方法は、紐状にした桜皮を用いて緊縛するものと、本釘を用いて

固定するもの、両者いずれの痕跡 も認められないものとがある。

いずれにしろ曲物容器は側板が薄いため破損しやす く、今回の調査で得 られた資料にも

容器の全様をうかがい得るものはなかった。

曲物容器蓋 (第56図 1～ 6) いずれも曲物容器の蓋と考えられるもので、表裏を丁寧

に削った板の周縁を鋭利な刃物で正円形に裁ち落している。この裁ち落 しにさいし垂直に

行 うもの (2・ 3・ 6)と 、外方に少し傾斜をつけるもの (1)と がある。 (1)は円形

に裁ち落したもの側面に側板を沿え、本釘を外面から打ち込んで固定している。その痕跡

は 5ケ所をかぞえ、ほぼ等間隔にめぐっている。木釘は、 2本が打ち込まれた状態で現存

してお り、それらはほぼ 4角柱を呈し幅の広い部分で 3肋、長さ10物を測る。この円形板

状品には、現存幅20翻、厚 3物の側板とみられる木片が伴ってお り、この本片の片面には

本理に交差する浅い刻線が数本あって、火を軽 くうけた部分 も認められる。出土時の観察

では、いますこし幅があったように思われるが、それにしても容器の身にしては側板の立

ち上 りが少ないように感じられた。このことから蓋としてお く方が妥当のように思われる。

(2)は形態的には先に記したものと同様な円形板状を示す。特に他のものと異なる点は、

側板装着痕が全 く認められないことで、これは円筒形に曲げた側板に、はめ殺しの方法で

装着固定されたものと推定される。ところで、この製品が曲物容器の蓋部 となるのか、あ

るいは身の底板となるかは、にわかにきめ難いがただこのような方法によって装着された

ものは、容器の底:部 とするにはいささか強度を欠 くものと考えられる。このことから推す

と、やは り蓋の甲板 とすべ きものであろうか。(3～ 6)は 円形に裁ち落 したものの、周縁

には側板装着用の子しが穿たれている。この孔は 2孔を 1対 としており、比較的よく形をと

どめている (3・ 4)では、箸間隔に 3ケ所を認めることができる。一部を欠損 している

が、その部分にも1対の孔が穿たれていたものと推定すると (5)に も4ケ所以上の孔が

あったものと考えられる。ただとりわけ直径の大きい (6)は、過半を失っているにもか

かわらず 4ケ所をかぞえることができる。それは、その大 きさに応じて固定箇所数 も考慮

されていたと思われる。 孔の中には紐状の桜皮が残存するものがあり (3・ 4・ 6)、 こ

れによって側板装着方法の一端をうかがうことができた。なお (6)には火を受けた痕跡

が認められるが、これは二次的なものであろうと判断された。

曲物容器側板 (第 56図 7) 曲物側板の一部で本来は円筒状を呈していたとみられるが、

今はその大半を破損 してお り、幅の狭い薄板状を示し、やや湾曲する。一方の木端面には磨
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滅痕が認められることか ら、日辺部であったことが知 られる。

湾曲する内面には軽 く火を受けたとみられる炭化した部分があり、さらに同面全体には、

剃刀状の工具によったと思われる木理に交差する浅い刻線がみられる。この刻線はほば等

間隔に規則的に施されてお り、その数45本 をかぞえた。これからすると側板の作製に際し

ては、内面の本質繊維を浅 く切断した後、火にかざしなが ら徐々に湾曲させ、円筒形に成

形していったものと考えられる。

人鑽臼 (第 57図 1～ 3) 3点 あって、いずれも同様なlE状の形態を示すものである。

(1)は両端部を欠損 しているが、他のものよりは比較的残存状態が良好で、木端面にV

字形の切 り込みを施し、その上面を日部としている。一方の本端面に 1ケ所、他方に 4ケ

所の使用痕が認められ、直径12肋、深さ10肋高t後 で焼け焦げている。

他の(2)(3)は それよりすこし小さく細いもので、使用痕 も一方に偏している。さらに、

(1)と (3)が 不整形であるといいながらも、瞬面は方形を示すのに対し、(2)は きわめて

不整形であることが注意され、本片を無造作に使用したようである。(1・ 2)は 柾目木収

りとし、(3)は 断面のはば中央に本芯をもっている。なお火鎖杵と思われる先瑞の焼け焦

げた棒状の本片が出土しているが、太さがいずれの使用痕よりも大きく、それらと組合せ

にはならないものであると判断された。

■

 1

第57図 火 鑽 臼 実

2

0             10cm

測 図
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ところで (第 65図 5)は用途不明木製品として扱っているが、ここで火鑽杵の可能性も

あることを示しておきたい。ただ使用痕が、認められないことなど積極的な根例はないが、
(註 1)

出雲大社の神事に使用される火鑽杵に、法量や形状が類似していることが特に注意される。

労 働 用 具

斧柄 (第 58図 1) 幹と枝の二支の部分を利用した手斧の柄 と考えられるもので鶴首状

を呈す。柄尻を欠損するが、全体に面取 り考施し形を整えるなど入念なつくりであったこ

とが うかがわれる。刃部装着部は柄形に加工されており、袋状鉄斧が装着されたものであ

ろう。

未成品 (第 58図 2) (1)と 同様な斧47iの未成品と考えられるもので、柄尻 となる部

分を欠損している。木取の際の刃物痕は明瞭で鋭い。

楔状本製品 (第 58図 3) 楔状を呈す木製品であるが先端部を欠損している。頭頂部は

断面倒卵形を示し、先端部へい くほど末広が りとなり、内も徐々に薄 く仕上げられている。

おそらく先端部は棋一文字となり、いわば飽刃のような形状を示していたものと思われる。

頭頂都木口面には、打撃によったとみられるささくれが認められる。これは何かに欄ち

込むような機能を備たたものであることをよく示してお り、樹種が樫材であることも注意

すべきことであろう。

樹皮 (第 58図 4・ 5)人 為的に剰ざ取 られた桜皮で、円筒状を呈し、(4)は 幅23脇、

全長約105″″、(5)は 幅95朋、全長約500級を測る。これは曲物の側板の縫合せ、側板と蓋

板等の緊縛に使用されるものであろうか。

把手状木製品 (第59図 1～ 3) 鋤あるいは擢等の柄上端部に、別本でT字形に装着さ

れたと思われる把手で円柱状を呈す。ほば中央に方形の柄孔が貫通し、把手と柄の固定に

際しては、それに直交する方向か ら木釘が打ち込まれている。木釘は、その孔から推すと

断面方形のもの (1)、 と断面円形のもの (3)があったことが知 られる。

(2)は木釘痕が認められないことから、はめ殺しの技法によったものと思われる。いず

れも木日は入念な面取 り仕上げが施されている点、丸木を適当な長さに切断した芯持ち材

である点など、共通した要素といえよう。

円柱状本製品 (第 59図 4) 形態的には先の把手状舶に似るが、柚孔や木釘子しは認めら

れない。一方の木口面は切断した後、人念に削ったとみられる刃物痕が認められ、他方の

木日面には、鋸状工具によったとみられる切断痕がある。用途は不明である。

把手状本製品 (第59図 5) 鉄製鎌の装着部とみられるもので、柄尻過半を欠損する。

頭頂部の本国を蕨形に加工し木端面には、幅 5T2plt長 さ40翻の方形孔が貫通する。この孔に
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鎌刃が挿入され、固定するに際しては木製の楔のようなものが使用されたものと思われる。

特に注意すべ きは、柄と刃都装着角度が鈍角を示すことでおおむね125度を測る。

田下駄状本製品 (第60図 1・ 2) (1)は 隅丸六角形板状を呈 し、長 さ307肋、幅232翻、

厚さ20肋を測る。ほぼ中央に相対して計 4笛の孔が員通 している。本質は比較的緻密な杉

の柾目材を使用しており、本国及び木端面には著 しい磨滅痕が認められる。

(2)は両端を欠損しているが、一方の破面木口には 1箇、他の破面には 2箇の買通孔が

残存している。本来はいますこし長いもので、柳葉形を呈していたものと思われる。両者

は、形態か ら推すと水田作業に使用される田下駄と呼称 されるものにあたると考えられた。

このような通称田下駄と呼ばれるもののなかには、法量や形態、さらに今日の民俗例か

ら推すと機能的にも異なるものがあって、呼称 も使いわける必要があることが指摘されて

いる。与なわち水田用の下駄には、肥料等の運搬や稲刈 りのために着用する『 ナンバ』と

称されるものと、古代や本田に青車や積み肥を埋めこむ作業、さらに代の耕作土を細か く

練るための代踏み用の『大足』と称されるものがあることが知 られている。

ここでは(1)を 形態上の特徴か ら前者に、(2)は 後者に属するものであろうと判断した。

なお (第60図 3)は櫃状を呈す木片で、木端面には約40触間隔に 3筒の方形孔が認めら

れた。これは前述した大足の木枠と推定されるもので、方形孔には椎材が組まれ、はしご

状をなしていたものと思われる。出土地点は異なるが(2)は この木枠の中央に踏板として

固定し使用されていた可能性 も考慮されよう。このような田下駄の検出は、当時周辺の耕

作土がきわめて軟質であったことをよく示してお り、後述する鋤が本製であっても十分機

能したであろうことは想像に難 くない。

ところで、ここで県内で出土した田下駄状木製品の類例を記しておきたい。これらは使

用方法等を推測するうたに数少ない出土例として貴重なものと云えよう。

(第61図 1,2)は迩摩郡仁摩町打落し遺跡出土の田下駄状木製品で両者とも長方形板状

を呈してお り、(2)な どはタテチョウ遺跡出土の(1)と ほぼ同様な形態を示している。た

だ(1)は 中央に 2箇の貫通孔を穿っていることが異なる点として注意 される。

(3)は 邑智郡石見町池の尻遺跡出上のもので、柳葉の両端を切断したような平面船形を

里す。両端部付近に各 1簡、中ほどに 3箇の買通子とが穿たれている。中ほどにある3箇の

孔は足を固定するための鼻緒孔であろう。また両端部にある浄「2箇の穴は枠木に緊縛する

ためのものと思われる。

この 3点の田下駄状木製品を見ていくと、(第 61図 1・ 2)は 鼻緒装着用の穿孔位置か ら

椎して、足を置 く方向は本理に直交する形で、棋長に使用したものと思われ、(第 60図 1)
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も同様のものとみられる。(第 60図 2)は (第61図 3)と 同様に木理方向に足を固定する

ものであろう。

なな、潮田鉄雄氏から (第61図 1)について鼻緒孔が 2孔 しかなく、他に足を固定する

ための加工が認められないことなど田下駄とするには機能的に不都合な点が多いとの御指

摘をいただいている。

船状本製品 (第 60図 4) 丸木船の朧形を呈 し、断面は半円形を示すが過半を欠損して

いる。幅75朋で中央部の器肉は薄 く考1ら れてお り、材質は本理の級密な柾目材を使用して

いる。先端部には磨滅痕があるが、それが使用痕であるか否かは即座には決め難い。

このような形態の本製品は各地で発見されることが多ず器 tそ れらと比較した場合、こ

の木製品の法量が著しく小さいことが注意され用途については不明である。

鋤状木製品 (第62図 1～ 3) (1)は 鋤と考えられる木製品で柄の一部を欠損 してい

るが、ほぼその全容をうかがうことのできるものである。鋤身は柄は直線をなす共本か ら

削 り出されており、身の長さ 2252″、幅90肋 を測 り、 柄尻は、握 りこぶし状に粗 く面取 り

をしておさめる。身幅は狭 く、肩都はなで肩を呈すことから踏鋤ではなく、擢であった可

(註 4)

能性も考慮されるが、最近の類例等から鋤として扱うことにした。

なお近年各地で発見される鋤のなかには、柄の瑞部を柄I犬 に加iLし 、別木で作った第59

(註 5)

図 1～ 3)考 T字形に装着するものも知 られている。

(2)・ (3)も 鋤としたもので、(1)と 比較すれば、肩部がほとんど認められない点、先

端部がやや突 りぎみである点など異なる形状を示すが、先端部に著しい磨滅痕が認められ

るのは、この本製品が物をすくった り、突いた りする用途をそなえていたことを示してい

る。なお樹種は(1)・ (3)が 樫材、(2)は 不明である。

これらの本製占hが農藉i具 として使用に耐えうるものであるか否か、きわめて興味深いこ

とであるが、IH下駄の項でも記しておいたように耕TF土が軟質であったことがうかがわれ、

そのような土質には幅の広い鋤を用いるよりも、狭いものの方が土離れ等が良好であって

有利であろう。また土質あるいは作業内容によっては、踏鋤でなくとも目的は十分に果 し

得たのではなかろうか。

蛮刀形木製品 (第 62図 4) 形態的には『 ムぐし』と称されるものに似るが、農耕具 と

するにはやや薄 く仕上げているため、機能的には不適当である。用途は不明である。

櫂状本製品 (第 62図 5) 扁平な板植を加工 して作 り先端はU字形を呈し、断面はレン

ズ状をなす。上半部を欠摂するが、頸部や柄部は共木で削 り出されていたものと推測される。

形態 としては、鋤として示した(3)I乙 類似するが、樹種が軟質なものであることなどを
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考慮すれば、異なる用途が考えられるであろう。ここでは軟質な倒種でも耐え得るような

用途として、耀をかかげておいた。

櫓状本製品 (第 63図 1) 柊と考えられるもので柄_ヒ端部及び穂の部分を欠損している

が、本来の形状をうかがい知ることは可能である。柄の部分は断面円形を示し、穂は先端

部に向うほど薄 く削られ、断面はレンズ形を示す。身の片面には中央に木理に沿って鏑が

はしっている。残存長は1500初、幅85初、柄部の径489217Jを 測る。樹種は竪材で木質の状態

も比較的良好である。

丸本弓 (第 63図 2)直径25珈ほどの立本をそのまま利用して作った丸木弓で ヒ]耳 の部分

を欠損しているが現存長は1745肋を測る。本来この立木には、ほぼ等間隔に 8ケ 所、小枝

が派生していたとみられ、それらを切り落 し入念な面取 りが施されている。現存する端都
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は立本の本元にあたり下弼が削 り出されている。この下再から630効上方に長さ220翻 ほど

の心 もち細 くなった箇所があり、ここが握 り部分であろう。これより欠損部までは895翻

を測 り、上長下短型弓の形態を示している。下 I」4付近の太さから推すとこの弓はいますこ

し長 く、200肋近 くあったものと思われる。

だ
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阿
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なお弓身には樋を掘るとか、桜皮を巻いた痕跡は認め

られなかった。樹種は弾力性に富むカヤの本が使用 され

ている。

用 途 不 明 品

有歯板状本製品 (第64図 1～ 3) 三者ともに形状や

法量等が類似している。さらに長方形板状を呈 し、仮に

表面 とした面は平蝿であるが、上端都付近で裏面へ向っ

て曲折すること、その裏に木理と直交するかたちで、下

駄の歯状の削 り出しが認められることに共通性が認めら

れる。そのなかで(2)は 表面_L半の本端に沿って、半円

形の高まりが削 り出されている。これらの削 り出し等が、

この製品の性格を知る手がか りの一つかとも考えられる

が、現在のところ用途は不明である。なお(1)は、樫材

である。

栓状木製品 (第 64図 4) 棒状を星し、先端部は徐々

に細 くなるが、飢 くはない。断面はほば円形を示して、

全体に磨滅痕がある。

有刻木製品 (第64図 5) 断面半円形あるいは不整形

な方形を示す棒状品で削り出しの双耳を有す。両端部を

欠摂していることや、全体に磨滅しているため使用痕は

認められない。

小判形木製品 (第 64図 6)小 判形を里 し杖断面はEl

レンズ状を示す。両木端は裏面へ湾曲し、表面下半部に

は、本理に直交 した幅15珈、深さ5初の濤が施されてい

る。この濤から下端部にかけては面収 りがなされ粗い刃

痕が残存する。上端部両側には本I照 に沿って浅い溝状の

傷が下方へ向って走っており、これは、使用痕とみられ

るが、それから用途は推 し難い。

有刻木製品 (第 64図 7) llT4の狭い板材の両瑞を細 く

尖 らせ、中央の木端には半円形の考」込みが施 されている。

板状有刻木製品 (第 10図 8)lHRの狭い板状を呈す もの
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で、片方の本端にはW形の欠き取 りが認められる。端部は不整形なU字形をなすが、他方は

欠損 しているため不明。片面のほば中央には木理に沿って断面V字形の樋が施 されている。

こけし形木製品 (第磁図 9) こけし形を呈す もので、丸木材を使用しており両端及び

頸の くびれ郡以外には加工痕はない。頭部 と端の本国面は粗い面取 りが認められた。本肌

の部分には各所に樹皮が残存しており、本来樹皮の付いたままのものを使用していたこと

が知られる。特に注意すべ きは頸部の くびれ部及び、下端部本国面には鋸状工具によった

とみられる切断痕が認められる。これは使用工具の形態を推測するうえに、良好な資料で

あるといえよう。このような切断痕のあるものは前述した(第 59図 4)に も認められる。

有刻本製品 (第64図 10) 一見現在の下駄歯の部分のようにもみえるが用途は不明。

軸状木製品 (第64図■) 棒状を呈したもので、一方の端部は欠損しているが、残存長

は385肋 を測る。破損をまぬがれた方の端部には、こけし状の削り出しがある。 全体に入

念な面取 りがなされていたとみられるが、中ほどの部分 220T22に わたって面取 りの稜線が

磨滅し、不明瞭となっている。このことから、何かを巻 く軸のような用途があったのでは

ないかと推測される。

荷ない棒状本製品 (第65図 1・ 2) 両者とも有刻棒状木製品とでもい うべ き形状を示

し、丸木材を使用して端郡に欠 き取 り加工が施されたものである。(1)は 荷ない棒かとも

考えられるが、荷を運搬するにはいささか短かい。なお両者とも使用痕は認められない。

貫板状木製品 (第 65図 3) 細長い板状を呈すもので、一方の端部を欠損するが他方の

端部は至直に切り落 している。木瑞の各角は軽 く面取 り加工が施されている。

先端加工本製品 (第65図 4) 棒状を呈す。木肌は軽い面取 りが施されてお り、他方の

端部は杭状に削って尖 らしている。

小枝状木製品 (第 65図 5) 本の枝を、そのまま利用したもので、それか ら派生する数

本の小枝を、その元の部分で切断 し、その後入念な面取 りを行なっている。先端木国のあ

た りに磨滅痕がある。

未成品 (第65図 6) 厚みのある長方形台状移呈 し、断面は不整形な台形をなし、全体

に、流出時に生じたとみられる磨滅痕が認められる。形態から鍬の未成品かとも思われる。

杓文字状本製品 (第 65図 7) 扁平な板前を加■してつくる杓文字状木製品で柄の上部

を欠損 している。身の先端i部は大 きく弧をえがき、柄は身の両側辺からゆるやかな曲線を

もって削 り出され、頸部に移る折曲点は稜角をなす。頸部木端面には一方の面か ら半円形

のえぐりが施されている。身のほぼ中央に相対して径10""の貫通孔が 2箇穿たれている。

この孔は横方向にならび、その間隔は50例を測る。この孔及び頸部の半円形のたぐりは添

-159-



2     4

Ｉ‐中
ｎ

日

― ― ―

‐ ― Ｉ

Ⅲ

‐ ― Ｉ

Ⅲ

円

― ― ―

円

旧

旧

旧

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

日

Ｈ

咄

贈

Ｂ
（
咀

∞
∞
Ⅷ

◎

EこうEttEE三三Ξこ三三EEE三二EEEEE三二三二二二ここここ三三二三三二E三三三]三EΞ三三三ΞttE)=

0鬱霊≡互璽正三二選垂動:

〔::〕 :::こ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::I三 ::::::::::ユ II

9院:』 Ю 宅
第64図 木 製 品 実 測 図

-160-



ｎ

�

帆

陶

――Ｉ

Ⅲ

榊

―――

側

Ｍ

ＩＩＩＩ

脚

―――

―十‐

皿

棚

帥

脚

Ｕ

第65図 木 製 品 実 測 図

-161-



え木のようなものを緊縛するための加工であったと考えられる。身幅は 225肋 , 厚さ5～

7翻を測 り、全体に薄い作 りであることが特に注意 される。

小  結

他の遺物同様、層位関係が無秩序で、明確な時期はおさえにくいが、類例などか ら二三

これら木製品についてその所属年代を考えてみたい。

まず、第55図 に示した杓文字や漆器類などは、いずれも厨房具として奈良時代以後に認

められるものである。このうち同図 3の黒漆地に朱漆で絵を施した椀は、比較的新しい時

期に属するもののように感じられるが、付近出土の須恵器の型式からすると、さほど新し

いものでもないようである。椀に漆絵を施す技法は、鎌倉時代以後に多 く見 られるもので
(註 7)

あるが平安時代の和鏡の図柄に類似したものが認められるので、平安時代までさかのばる

可能性 も考慮されよう。第55図 6の黒漆皿は、平城宮跡などにも出た例があり、奈良時代

のものとみてあやま りなかろう。この皿には口唇部に類例の稀な布着せの技法のみられる

のが注意される。同図 4、 5の黒漆税は、技法が簡単で器形からみても時期的にさきの晶

よりやや下るものと思われる。

第56図 の曲物容器は、手法に若千の差がみられるものの大 きさなどには一定の規格性 も

認められる。曲物類の上限については弥生後期のものが知られているが、本遺跡の品は、

漆器類などとはぼ同様な時期のものとみた方が無難と思われる。

第57図 の火鑽日は、木端面にV字形の切 り込みを入れ、その上部を日部とす るもので、

山陰では苗墳時代中期に属する事例が知 られている:)鉄鎌の柄と考えた第59図の 5は 、第

Ⅲ調査区のしがらみ状遺構の杭に接して出土していることから奈良時代の遺物 と考えられ

る。

他の木製品についてはいまのところ明確な時代を推定する根拠をもたないので今後の類

例の増加をまって改めて検討してみたい。 (三宅博士)

註 1 出雲大社社務所「火隧日・火蛯杵J『出雲大社』

2 潮田鉄雄「履物研究の将来―はきものの民族学―」『民具論集』 2(昭和45年 )

3 後藤守―「木器」『登呂』 (昭和24年)

4 大阪文化財センター「農具」『池上遺跡』 (Hg和 52年 )

5 浜松市教育委員会「伊場遺跡遺物編 I」 『伊場遺跡発掘調査報告』第 3冊 (昭和53年 )

6 木下忠「農耕技術の展開」『歴史公論』 4巻 3号 (昭和531r)

7 保坂二郎『和鏡』 (昭和43年 )

8 岡山県教育委員会「 l‖ 入 。上束」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』16(HB和 52年 )

9 鳥取県岩美郡福都村栗谷宮下、栗谷遺跡、鳥取市良田塞ノ谷遺跡出上の例があることを亀井

熙人氏の教示によって知った。



木 製 品 一 覧 表

凡    例

(1)挿図番号 本表 と挿図番号は、一致するように配慮 した。

(2)名  称 使用法が判明するものは、それに従い、用途不明の ものについては形状あ

るいは手法を呼称として明記した。

(3)法  量 法量は、全長・幅・厚さまたは直径のllkで 明記し、単位は翻を用いた。折

損品には ( )を付して現存長を示した。

(4)木 取 法 木取法は、下記に示したように本目の方向によって判断した。

⑬ 凹
柾 目       板 目    な 持

(5)手  法 手法については、①丸物、②考」物、③挽物、①曲物、③板物 ③面取 りに

分けた。

①丸物は、横断面の年輪が一巡する程度に加工されているものとした。

②告J物 は、横挽きロクロを使用 しないで凹面加工の施されているものとし

た。

③挽物は、横挽きロクロの使用がなされていると判断したものとした。

①曲物は、薄板材を筒形に湾曲させて器 とする技法のものとし、蓋や底板

も便宣的に曲物として扱った。

③板物は、横断面の年輪が一巡せず表面、裏面が平担なものとした。

③面取 りは、枢あるいは板物の四方の面を除去 したものとし、棒状の形態

を示す ものもこれに含めた。

(6)特   徴 製品の形態、手法を中心に各所に残る加工痕、あるいは使用痕等を記した。

(7)樹   種 樹種については、確実に判明したもののみを記すことにした。

(8)出土地区 出土地区については、調査時に定めたグリッド名に従った。
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表 8 木 製 品 一 覧 表

称 挿図番司
法
働房1木

取法 手 法

柄は身の両側辺から直線的に削り出
す。身の先端はU字形を呈す。

徴   1樹 種 出土地区

柾 目 板  物

面取り1把竺 を呈し、断面は丸みをおび

直  183
厚 5～

直 (180)
厚 5～ 3

１

そ

の

ｏ

ケ

リ

曲 物 側 板

蓋

 156-61層

臼
 157-1

の
と
４
あ

縛ヽ

２
板
緊
的

柾物

２

一
　

　

３

５８．　一　　辟
蜘一　櫛

柄

一
　

状

斧
　
一
斧

一　
　
楔

巾

厚
鑽

鑽

鑽

長
巾
厚

板 物

板 物
|

柾 日 板 物
|

オとの接合は
1ケ所あり。

1不

目 1板 物

柾  日 板 物
細い四角徒体を呈す。木端に2ケ所
使用痕あり。

芯 持 丸 物
細長い棒状を星す。断面のほぼ中央
に木芯あり。木端に3ケ所使用痕あ

志 持

芯 持

t羞啓:堡婁居旨畏
 1不

 明
1表
封[

第Ⅲ区
G10

不 明
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名 称 挿図番号
|

法 量
(″

"″

)
木取法 手 法 特 徴 樹 種 出土地壮

皮樹 58-4
臣
「
享

人為的にはぎ取られた樹反で、曲物
等に使用するための ものと思われる。
今は筒状を示し全長約90%を測る。

桜 第Ⅲ区

皮樹 58--5
Ю

９５

１

人為的にはぎ取られた樹反で、山物
等に使用するためのものと思われる。
今は筒状を示し全長約500%を 測る。

桜 第 I区

把 手 状 木 製品 59--1 Fi 160
竪 40

芯  持 丸 物

円柱状を量し、ほぼ中央に長万形の
納孔が貫通し、それに直交して長方
形の木釘孔が貫通。木肌 は 断 面 が
正円形になるように入念な面取 りが
なされているが木日の面取 りは粗い。

カ  ヤ
第Ⅳ区
D12-1

把 手状木製品

把手状木製品

円柱状 木製品

把手状 木製品I

田下駄状木製品

下駄状 木製品

有子と柾状木製品

船 状 木 製 品

鋤 状 木 製 品 |

鋤 状 木 製 品

鋤 状 木 製 品 |

蛮刀形木 製品

櫂 状 木 製 品
|

|

櫓 状 木 製 品

丸  木  弓

|

有歯板状木製品 |

59-2 1

59-3 1

|

59-4 11

59--5 1

∞-11

∞-21

60-3 1

60-4 11

併 11

62-2 1

62-3 1

62-4 1

62-5 11

|

63-11

|

63-2 1

呻

|

罠

睡

民

径

罠 (1745)
堅 17～ 25

罠 (270)

相114～ 110
享 8～ 6

勒蜘
一　蜘中蜘　一蜘聰一翔一柳山一嘲一勒蜘『一柳円抑一勒〕翔鞠一勒「８２．６５翔一柳脚鞠一翰「６４”３．享５”２一柳「・２３”．０２抑一　蜘］享３８”２５

1芯 持

1芯 持

志 持

芯 持

411 11

板 目

板 国

柾 日

柾 目

板 目

柾 目

不 明

板 日

柾 日

芯 持

不 明

1丸

物

1丸

物

1丸 物
|

丸 物

|

1板
物

1板 物
|

1板
物

|

1創
物

|

面取り I

板 物

1板 物

板 物 |

板 物
|

7dl取 り

|

丸 物 |

板 物
|

円柱状を呈し断面は正円形を示す。
木口は入念に刃物で削り上げを施す。
木肌面の中央に長方形の柄孔が貫通
し、それに直交して円形木釘孔が貫
通す。
円柱状を呈し、ほぼ中央に長方形の
柄孔が貫通している。断面は正円形
になるように成形され、木口面は入
念な面取りがなされている。

円柱状を呈す。lllJ孔 の加工なし。
一方の木口面に鋸状工具による切断
痕あり。
一方の端部を蕨形に加工し、木端の
ほぼ中央に不整形な長方形孔が貫通。
下半部を欠くが鉄鎌の加で刃部装着
部であろう。

隅丸六角形を呈し、中央に相対して
計 4111の孔が貫通す。全体に磨滅が
著しい。

下駄状を呈す。端部に l llrll他 の端部
に2個並んで楕円形貫通孔を有す

枢状を呈す。両端を欠損。 3個の方
形孔が等間隔に貫通している。

丸木船状を呈し断面は半円形を示す。
本質の遺残状態は良好。

スプーン状を呈す。柄の断面は楕円
形を示す。柄の上端部は握りこぶし
状をなす。

扁平な板材の先端をU字形に加工し、
断面レンズ状を呈す。片側平担面に
は木肌が残存す。
扁平な板材の先端をU字形に加工し、
断面レンズ状を呈す。先端部に磨滅
痕あり。

蛮刀形を呈し、全体に薄く加工され
ている。

扁平な板材の先端をU字形に加工。
断面レンズ状をなす。

柄上端及び先端部を欠損。
柄の部分は断面円形を呈す。身はレ
ンズ状を呈し先端へいくほど溝く加
工している。片面には木理に平行し
て舗がはしる。
立木をそのまま利用して弓としてい
る。木元に本田を削り出す。末引は
欠損す。
長方形板状を呈し、裏面上部には断
面台形の歯が本理に直交する形で削
り出されている。木端上部には半円
形の割込みあり。

| カ ヤ

|

|

不 明

不 明

カ シ

ス ギ

不 明

不 明

不 明

力

不 明

不 明

不 明

不 明

カ

カ

カ  ヤ

1鞘『
|
|

1細
区

第 I区

第Ⅲ区―
D■ -1

第 I区

第 H区
E14--2

1第 I区
G12--3

第Ⅳ区
Gll

第Ⅱ区
G14--2

第 I区
G12-1

第Ⅳ区
Gll-4

第Ⅲ区
Gll

第Ⅲ区
F10

第Ⅲ区

第 H区
E ll-1

区
１細

Ｅ．
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名 称 挿図番号
法 量

(腕 )
木取法 手 法 特 徴 樹 種 出土地区

有歯板状木製品 64-2 卿
７８
２０”

不  明 板 物 暑客影医盤ネ乗亀た吾冥手牙杉隼鯛
り出されている。

不  明 第Ⅳ区

有歯板状木製品 64--3 邪
７”０”

長
巾
厚

板  目 板 物

長方形板状を呈し上部は裏面に向っ

墨響匿察煽慰岳岳三琵霧腺踏添梁鍵
。

に直交する形で削り出されている。
上部木端面には半円形の刻 込 み あ

不  明
第Ⅲ区
Dll-4

栓 状 木 製 品 64--4 長
9ハヤ27 板  目 面取 り

棒状を呈し、先端は徐々に細 くなる。
断面はほぼ円形を示す。

不  明
第 I区
E12-4

有 刻 木 製 品 64--5
(197)|
40いΨ27
20

不  明 面取り
を呈す。断面半円形あるいは不
な方形を示す。削り出しの双耳

あ り

不  明
第Ⅲ区
D10--2

小 判 形 木 製品 64-6
６

（

長
巾
厚

柾 目 板 物 はヽ
し
に

呈
部

を
半

杉
下

判
面

乙やや湾曲。
こ直交した細い 不  明 第Ⅱ区

有 刻 木 製 品 64--7
４５

”

”

長
巾
厚

柾 目 板 物
ケヌくい
の木 施ヽ

せ
を

ω
聯

細
到

を
の

端
形

両
円

の
半 不  明 第Ⅱ区

板状有刻木製品 64--8
１

”

長
巾
厚

板  日 板 物

幅の狭い板状を呈す。片方の木端に
は形Wの欠き取りがある。片面には

む習r護優し毒猟悪x轟蝋梁督だ|ま

U字形の浅いくり込みがある。

ス ギ
第Ⅱ区
D14

こけし形木製品 64--9
０

”

長
径 芯 持 丸 形

こけし形を呈す。両端及び頸のくび
れ部以外は加工痕なし。頸部下端部
に鋸状工具の使用痕がみられる。

サカキ 醒山
第

Ｆｌ

有 刻 木 製 品 64--10 liE  Iヨ 不  明 各所に切り込みあり。 不 明
第 I区
)14--4

軸 状 木 製 品 64-■ ３８５
ト

長
径 柾  円 面収 り

り
し
施
磨
な

あ
け
が
は
と

部
こ
り
分
瞭

れ

取ヽ
部
明

び
は
面
の
不

く
方
な
ど
が

の
他
念
ほ
線

所
が
入
中
稜

ケ
く
に
の
の

３
欠
体
軸
り

ｏを
全

ｏ取

す
部

ｏ
る
面

ｏ

呈
端
す
い
め
る

を
の
示
て
た
い

状
方
を
れ
の
て

棒

一
状
さ
滅

つ

ス  ギ 座
０・４
第

Ｇｌ

荷ない棒状木製品 65--1 志 持 丸  物
棒1犬の両端に日形の切込みあり。
断面は正円形を呈す。

カ  ヤ F10-3

有刻棒状木製品 65--2
０

、

箭

４３ 芯 持 丸 物
。
し

。

フ施
る

工を
す

こ
工
を

加^
り

Ｔ
の
取

の端部にこけし
の一方は切断し 不  明

第Ⅲ区
D10-1

貫板状木 製品 65--3
３０

　

”

長
巾
厚

柾  日 板 物
細長い板状品で断面長方形を呈す。
木端の各角は軽く面取り加工を施す。 不  明 躯Ｈ

第
■

先端加工木製品 65--4 ξ≧  625
径 35～3

志 持 丸 物 霞ぢネ吾考:全繕‰森毀|&続発お暇
うに削って尖らす。

不  明 第Ⅲ区

小 枝状 木製品 65--5
長

径
540
11ハψ 志 持 丸 物

棒状を埜し、全体に人
施されている。木末の
ている。

が
し

り
滅

取
磨

面
は

な
口 不  明 第Ⅲ区

未  成  品 65--6 畑卜路
柾  目 面取り

断面台形を呈す。
鍬の未成品かともみられるが疑問多
し。

不  明
区
３細

Ｃ．
杓文字形木製品 65--7 層歩饗

)

不  明 板 物
の

ｏ円

型
損
半

大
欠
は

文字を思わせる。柄上半部
は大きく張り出し、先端部
み星す^今扶に停田痛な Iタ

カ  シ 醒
３． ２
第

Ｆｌ
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7土 製
日
口口

土製品は量的に少ないが、紡錘車、土

錘`
急邑≧
土
昂憂韓魯1孫≧笠三≧の破 く

片を利用した径 4～ 5切 大、器肉 0.3～  胚

0.5翻 の円形状のものが 2 1El tt I調 査区
第66図 紡 錘 車 実 測 図

より出土している。周囲は荒 く削られ不

整形であり、 1個は中央には 1～ 0.5翻 大の孔が穿たれ、他の 1個は中途まで穿たれてい

る。これらの点より紡錘車およびその未製品と推定 される。(1)は 胎土が粗で、焼成が良

く茶掲色を呈す。(2)は 胎土が密で、焼成が良 く黒色移呈す。

土錘  (第67図 1～ 11)土錘は12個以上出土している。H寺期は不明であるが形は総て

管状であり、長さと重さより3形態に分類できる。

A(1、 2、 3、 4、 5、 6)

長 さは6.3勁～7.9勁、径は2.2醜～2,7伽 と細長 く、正さは40,前後に集中している。

―

Cm

土錘・土 玉 実 測 図
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つくりは丁寧で、器表面はナデで調整、断面は円形をなしている。出土地点は第Ⅲ調査区

南側に限 られている。

B(7、 8、 9、 12)

長 さは4.2翻～4.9財 と一応であるが、重さは44′ ～78夕 とバラつきが認められ、なかで

も(9)は 重い。つ くりは全体に雑で手糧による凹凸を全面に残す。出土地点は(8)が第 I

調査区、他は第Ⅲ調査区東南隅に集中している。

C(10、 11)

長さは 3翻前後と短 く、重 さも21夕 ～26夕 と軽い ものである。つくりは雑であ り、表面

は調整されず、 また、 穴 も穿孔されたままである。 両者とも第皿調査区から出土してい

る。

土錘は全体に胎土中に砂粒を怪かに含み焼成はよく褐色および貰褐色を呈す。

土 玉  (第67図 12～ 15)

土玉は 5個以上出土し、完形品は 3個ある。すべて整った球形をなす九玉で、大 きさは

径 3翻前後、重 さは26夕 から28夕 を測 り丁寧なつくりである。胎土中には細かい砂粒を多

く含み、焼成は良 く黒褐色および茶褐色を呈す。すべて第 I調査区より出上 している。

土 馬  (第68図 )

須恵質の陶馬で、鞍、鐙等の馬具 /F表現しないいわゆる裸馬である。尻尾、左の前肢、

両耳の一部を欠損はしているもののほば全形をうかがえるもので総高12勁、現体長14.4翻

を測る。頭部を除 く他は全体に

円筒形に作 り、脚は短 く、やや開

きざみである。顔面では、限を

粘土の輪、鼻は刺突 に よ る 2

孔、日はヘラによる切れ込み等

の簡単な表現である。耳は元が

末 く、先端を細 く表 わ して い

る。成形については脚部を中心

として、随所に指頭圧痕が認め

られ、胴部、頸部は圧痕をナデ

で消しl罵を整える。 全 体 に 簡

潔、素朴な作 りであるが細部で
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は馬の特徴をよくとらえている。胎土は密で、焼成はよく

青灰色を呈す。出土地点は第Ⅲ調査区東南隅の旧河川の西岸

付近であ りヽ 土馬と川との関連が注目されよう。時期は定

円板状上製品  (第69図 )

第 1調査区のE14グ リットから検出されたもので、出土  
第69図

層位は暗灰色砂礫層中である。全体が薄い円板状をなすとみられる土製品の周縁部破片で

残存長さ9協、幅 4.592ほ どの小片である。注意すべ きは、一方の面の全面に黒 く漆の塗

布が認められるうえ他面及び外縁側面にもわずかにその痕跡が残 され、かつ全面に漆が残

る面には外縁に沿ってわずかに凹む幅 2翻の沈線 1条による縁どりがなされていることで

ある。そして焼 き歪みによるとは考えられない反 りがあり、縁どりのある面が凸面となっ

ていることも注意 される。漆はk」 落部分の観察によると器面をヘラ磨 きしたのち塗布 され

たもののようである。なお、漆塗 りの痕跡をわずかに残す他の一面は、外縁部が強 く押し

ナデられ、端部に向って厚みをやや減じている。胎土中に若子の砂粒を合み、焼成は良好

で固 く焼 きしまっている。

ある種器物の蓋あるいは模造品ともみられるが、破片であり、他の詳細については、今

後の類品の増加をまちたい。                   (西 尾 克 己)

::―

円板状土製品実測図
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第70図 鹿角製釣針鈎先部分

鹿角製品及び鹿角加工品

牛  沢  百 合 子
*

本遺跡では、以上のような遺物のほかに、人工遺物

として獣骨を用いた骨角器、あるいは用途不明ながら

明瞭な加工痕をもつ獣骨片がいくつか出上 している。

それらのうちここでは次の 3点を挙げておく。それら

は第 1調査区出上の角尖都切断品、第Ⅲ調査区出土の

加工痕をもつ鹿角、第Ⅳ調査区出上の鹿角製釣針鈎先

である。

1)鹿角製釣針の鈎先部分 (第70図 )

第Ⅳ調査区出土。全長 (鈎先より末端までの直線径)

72.5朋 、中央部径5.5翻。鈎の先端から10.8朋 程後方

に鋭い逆刺が二つ切り込まれている。後方にかけて細

まるがきゃしゃな感じはしない。

中央から後端にかけて鹿角表面の濤の痕と思われる

浅い条が残っていることや、湾曲の具合か らみて第 1

枝分岐部内側を素材としたのではなかろうか。

整形のための加工は入念で長軸に至直に無数の擦痕

が観察 される。先端の二つの逆刺はこの製品を大変鋭

利な形につくり上げているといたよう。

全体がゆるく湾曲しているのは、これが釣鈎の鈎先

部分であることを示してお り、その末端が細まるのは、

別に作 られている軸の下端に着装 されるためであり、

いわゆる「結合式」の釣針の一つになるわけである。

このような製品は山陰地方でははじめての発見であるが、同タイプの製品は縄文時代の

例として、九州各地にしられるという。長崎県志多留貝塚、脇岬遺跡など縄文後期中葉に

あたる層から出土するのがそれである。本製品は特に脇岬遺跡出上のものによく似た製品

である。こうした形態の類似か ら、この鈎先を縄文時代の所産と考えるのであるが、各時

期の遺物を混在出土する本遺跡の性格上、確かな所属年代を決めることはできなかった。

*早稲田大学考吉辛研究室
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_  山陰地方で知 られる骨角製の釣針は、かつて小浜洞穴 (縄

: 茉後君資務を「§Ё豊:豆里彗再1暑と替えB買橿与B∴格
「

 の広いV字型を呈す るもので、軸長 60P/JpyJ程 度にな り、いわゆ

■
‐ る「大型」に属する。lll頂 部のチモ トの加工は浅い濤をめ ぐ

こ とを「挫≧暑雰岳島身B為骨を琶E阜』怪檜二憲塁書:a:
二  方であったと思われ る。

彗 で,9倍ξ畳葎B与景係携をF桑「と科|こ墾を協i争齢と
|

第71図 刀ヽ浜洞穴出上の釣針 同じような鹿角器の軸の部分が装着されたとすれば(第72図 )、

全体はU字形で、比較的簡単な形のものになったと思われる。両者は材質の違い (脇岬例

はイノシシ下顎犬歯)を 除けばよく似た形態のものであったとみてよいであろう。

中国地方における縄文～弥生時代の鹿角製釣針は、貝賑遺跡の多い割にはまだごく限ら

れるようである。縄文時代の例をとっても、前記小浜洞穴の他には岡山県倉敷市福田貝塚、

笠岡市津雲貝塚などの例があるにすざない。これについては現在までの貝塚研究の在 り方

について も問題があり、一概に他の地方と数量的なことを比較することはできず、今後の

調査になお待たねばならない点 もあるであろう。

それはともか くとして、上記の福田、洋雲例は

いずれも単一型であり、比較的大型で、鈎先が強

く山るいわゆるV字形の湾曲をもち浅い外錢をも

つもので、形態的な類似のみ求めれば、関東地方

の後期例に類似するということができる。

先の小浜洞穴例は巾の広いU字型で、津雲、福

田例とは異なるのである。今回タテチョウ遺 lulヽ で

出土した組合式釣針の鈎先には、しばしばL字型

を呈するような軸および湾曲部となる もの が 伴

い、鈎先が結び付けられる。小浜例 も、形として

は結合式の ものがとるようなL字形の軸および湾

曲部とな り、鈎先があると仮定するとU字型にな

るような形になったものと思 う。

¢

長崎県脇岬遺跡出上の

鈎先 。軸実測図
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つまり、小浜洞穴やタテチョウ遺跡の釣針は津雲、福田例などとは別系統であることを、

ここでも示しているのではないかと思われる。タテチョウ遺跡では鈎先の他に軸部分の出

土例はない。しかし、先にみた脇岬における鈎とtHIと の組合せを考えるならば同じような

蝉がつくられたことも想定でき、kう 。

山陰の縄文後期以降文化の中に、九州の西岸地方の文化の直接的に波及 していく様相を、

この釣針の例からもうかがうことができるのであろうと考えている。

2)特殊な加工痕をもつ鹿角 (第73図)第Ⅲ調査区D12グ リッド出土

落角の角坐部分と第一枝までの角幹部とがみられ、第一枝の先瑞は切断されている。片

側に鹿角表而、もう一方の側には海綿質がみられ、この鹿角が縦に割 られていることを示

している。角坐の部分、角幹は全体のウ4位 をのこすのみである。

鹿角の内側、海綿質の露呈している部分には、この角を切断した際についたと思われる

石器の刃痕が角の正中線を中心として、プこ右に上方か ら下方へ斜向するようにつく。この

痕跡は、擦 り切 り法の場合にみるような

滑 らかな一定の llを つ くるものではなく、

深い切 り込みと浅い切 り込みとが段にな

っている。従って、これの切断は擦 り切

り法ではなく、タガネ様の石器を切 り口

にあてて、「1か らこれ考強 くたたいて切

り込んでい くという方法であったと思わ

れる。これは、角坐部に近い緻密質の厚

い部分を切るために必要な荒っばい工程

であったのだろう。枝の部分の切瞬離脱

も全 く同じである。まず第一枝の分 Llk部

か ら角幹部に沿って角を縦に切 XJTし たの

ち、全 く同じ方法で第一枝を半分に割っ

ているのである。

このような加工が一体何を目的に行な

われたのであろうか。筆者 らは釣針の鈎

先淵
`分

や榊の部分をつくる材料を得るた

めであったと推定する。例えば鈎先の部

分であるならば、第74図に示すような位
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:角 座

第74図 鹿角枝からの釣針作出模式図

3)角尖部切断品 (第74照 )

第 I調査区D13グ リッド出土

鹿角の角尖部の基部を篠 り切り、尖瑞部をややた

たき折っている。上端につく輪状にめぐる鋭い条線

は、上端部をも擦 り切ろうとしたものか、あるいは

一種の装飾的なものか明らかではない。下瑞部に径

4動位の海綿質を削る加工がみられる。

置、つまり、第一枝の内側半分の弧

状に湾曲する角片を利用してつくる

ことができたはずで、本例はその残

片であ ると思われる (第73図 )。 ま

た軸の部分であるならば角幹から第

1枝への湾曲部分を使用すればよい

であろう。

このような角の分岐部内側を利用

して鈎先部分あるいは軸に当たる部

分を切 り取 り、大型の結合式釣針を

つ くる例は長崎県脇岬貝塚、熊本県

浜 ノ洲貝塚の後期例などにみられる

が、これらについてはなお詳細な調

査を行なってみたいと思っている。

誼 1

第75図 鹿角の角尖部切断品

坂田邦洋『対馬の考古学』 (昭和51年 5月 )P174の 図より。協岬B型釣針といわれている

ものである。

牛沢百合子氏に御執筆いただいた上記遺物のうち、鹿角製釣針の鈎先部分については現場で

整埋中に紛失したため、たまたま調査中にメモ用として撮った写真と略測図をもとに観察し

ていただいたことを明記しておく。
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物速違殊特

このたび得 られた各種彪大な量の出土遺物のうち、ここでは全国的に類例の稀な遺品と

して中空有孔の上製品および銅鐸の舌とみるにムさわしい棒状石製品を取 り上げ、併せて

山陰では発見例の少ない磨製石剣、磨 り切 り濤移残す磨製石器未成品のT炭片、石党の鋒部

とみうる大形磨製石器の破損品について記すことにする。

中空有孔の上製品 (第76図 )

第 Iと 第Ⅱ調査区か らそれぞれ 1点づつ出土している。まず第Ⅱ調査区か ら得 られた第

1の品 (1)は、D14区の海抜-72制 の暗灰色砂礫層中で日縁部を上にやや斜め にして 検

出されたもので、完形そ保ちその形状は、ちょうどレモンの端部の一部を王平に切 り去っ

たような器形移なす中空有孔の上製品である。全長6.6朋、最広部の径5.2勁、上端部の径

3.0勁、器壁は全体に肉厚で器厚0,6～ 1.lrP/Jを 測る。 断面形は外面が下端に 向ってやや尖

り気味であるのに対して肉面は丸味をもって倒卵形をなす。

珍奇 とすべ きは、側面の一方 (前面とする)に 上下、左有対称の位置に合せて四孔、他

の一方 (後面とする)の上端近 くに左右対称に 2孔の小孔があげられていることである。

孔径は0,3～0.5初、いずれも焼成前の穿孔で前面の 4孔は、外面からやや上向きに、また

後面の 2孔はやや下向きにあけられている。胎土中にかなりの砂粒を混えるが、外面は丁

寧な縦方向のヘラ磨 きが加えられて滑沢があり、内面はナデ調整により仕上げられている。

全体黒味を帯びた暗茶裾色を呈し、焼成は良好で固 く焼 きしまっている。胎土や器面調整

などから受ける印象は、弥生前期の上器のそれを思わせる。

第 2の品 (2)は、第 I調査区D10グ リッドの海抜 -18初 の暗灰色砂礫層中に含まれて

いたものである。下瑞部を欠 く上半部の破片で、側面に第 1の
『

1の 前面同様、上下、左右

対称の位置に小 さな 4孔を残している。 第 1の品を参考に復原すると全長約7.3勤、最広

部の径6.4初、上端部径3.8切、器厚0.3～0.6勁 とな り、第 1の品よりやや大 きく、薄い作

りの中空有孔土製品となる。穿孔はやはり焼成前に外面よりなされ、上端部に近い 2孔は

斜上方から、下方のそれは斜下方からあけられている、孔径は0.5～0.6翻である。かな り

の砂粒を含み、硬い焼 きで黒灰色を呈す。外面は薄 く風化し、調整は不明であるが、内面

にはナデ仕上げによる調整痕が残 されている。

これら2点の中空有孔の土製品については、昭和41年の山口県下関市綾羅木郷台地遺跡
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の第 3次調査で もたらされた初見例に関し、国

分直一氏が中国首代の陶損の遺制をひく土笛と

されたものとtそ の形状および前面 4孔、後面

2孔の配置状況が全 く同一のものであることが

知 られる。同種品は昭和42年の綾羅木郷台地遺

跡の第 4次調査で も注意 されt次いで昭和49年

には京都府中郡峰山町の扇谷遺跡で一例、つづ

いて翌昭和50年には扇谷遺跡に近い途中ケ丘遺

跡で も一例検出されている。今回得 られた 2個

は、それらに次 ぐ発見例 となるものである。

なお、綾羅本陶填や扇谷遺跡出上の陶填に比

べると、タテチョウの第 1、 第 2の品はともに

吹国の日径が広 く、かつ後面の指孔が吹口部に

接近しす ぎており、この点陶損の遺制をひく土

笛とすれば、吹奏的機能はかなり劣るもののよ

うである。

鬱
鰯院
脚
―――――
―‐―――
‐‐―――
‐―‐‐‐．脚
腑
□
―
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第77図 銅鐸岳様の石製品実測図

銅鐸舌様の棒状石製品 (第77図 )

この石製品は、第 I調査区のD14グ リッドから検出されたもので、やはり各時代の遺物

が混在する海抜-16勁の暗灰亀砂礫層中に含まれていた。全長 9伽の棒状品で、上端近 く

に一孔を有し、形状は上端からわずかなふくらみをもちつつ下端に向って次第に太 さを増

す六角柱を存す。成形にあたっては、 まず板状節理考利用した厚 さ1.1初あまりの硬質頁

岩を用いて両側面から研磨を加え、幅を減じつつ上端幅0,9勁、下瑞幅1.3勤の下方に向っ

て太 さを増すやや扁平な六角柱を作出する。そして上部付近については、断面形が頂部に

向ってより扁平になるように磨 り上げ、ついで_L瑞面はほとんど稜をおとし、また下瑞面

は周縁部に稜を残して研磨を終えている。穿孔は扁平に磨 きあげた上端部付近の前後両面

か らなされ、孔径は外径0,4切、内径で0,25勁 を測る。重量は21.16夕 あり、硬質で黒色を

なす。

一端に小孔を有するこの棒状石製品は、その形状が鳥取県束伯郡泊村などか ら銅鐸と共

伴しているいわゆる銅舌ときわめてよく似ていることが注意され、小孔を紐通しの孔とみ

て懸重すると、まさに銅鐸の石製舌とするにふさわしいものといえる。ただし、硬質の石

材が用いられていることもあろうが、小孔に紐ずれ、あるいは下部の側面に鋼鐸の内面凸
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第78図 磨 製 石 剣、磨 製 石 支 等 実 測 図

帯と触れ合って生ずるとみられる磨滅痕等は認められない。

磨製石剣 (第78図の 1)

第Ⅱ調査区F12-3グ リッドの暗灰色砂礫層中から検出されたもので、剣身の断面が扁

平な菱形をなす、いわゆる鉄剣形の磨製石剣である。刃部にわずかな欠損がみられるほか

は完形考保ち、全長22.9翻、身幅剣尾で4.7勤、厚さ1.1切を測る。 全体に細長 く、鋒部

も比較的するどく研ざ出され、ややにぶいが鏑は剣尾まで通る。剣尾はわずかに丸味をも

たせて磨き上げられ、茎をつけないが、あるいはもともと有柄式であったものが、何 らか

の事情で茎を二次的に磨 り落したものとも考えられる。剣尾の上方には身の両側に両面穿

孔による小孔があり、径は外径で6.5翻、内径で2.5鰯ある。全体に黒色のにぶい光沢をも

-177-



ち、石材にはやは り硬質の頁岩が用いられている。

石支様品 (第78図の 2)

第Ⅲ調査区のE13-3グ リッ ドから検出されたもので、暗灰色砂礫層中に含まれていた。

大きさからみて石支の鋒部破片とみられ、残存長1.1翻 、身幅6.4ppJ、 厚さ1.2協ある。全面

入念に磨き上げられ、黒色の光沢があり、一面にはわずかなが ら刃の研 ぎ出しもみられ、

断面はレンズ状をなす。石材にはやは り硬質頁岩が用いられている。

有樋式石支様品未成品 (第78図の 3)

第Ⅲ調査区のG12-1及 びG13-3グ リッドから検出したもので、暗灰色砂礫層中に含

まれていた。磨製石器の未成品と推定 されるもので、残存長 6.3翻、幅 4.4翻、厚 さ0,8勤

を測る。

一方の側縁に刃が研ざ出されているが、これを左においた場合の上面をA面、下面をB

面とすると、A面には細い 3条の刻線がみられ、 3本 目の刻線に沿って切損している。刻

線は磨 り切 り手法により施濤されたもので、幅2.0～2.5朋、深さ1.0～2.0翻 あり、断面V

字形をなす。B面にも2本の刻線が観察されるが、A面のそれに比べると、わずかな痕跡

程度で磨 り切 り期の段階で中止 したもののようにみられる。また下端は周縁をわずかに磨

り落しただけで、基底面は自然の紫J離面を残したままとなっている。磨 り切 りにより施藩

された刻線と刻線の1幅 は1,0～1.5解前後で、これから成品を作出するとすれば、磨製の石

鏃などが考えられる。石材には黒色の硬質頁岩が用いられている。

なお、以上の石器および石器未成品の素材 となっている硬質頁岩は、島根半島の惣津海

岸から恵曇、平田市の日本海岸沿いに産出し、タテチョウ遺跡近辺では、北東方の北山山

塊の枕木山の麓でも産出するものである。

(前 島 己 基)

註1 国分直―「陶損の発見」『日本民族文化の研究』 (昭和47年 )

2 綾羅木陶填については下関市教育委員会から実測図その他貴重な資料提供を受けた。記して

厚く御礼を申し上げる。

3 峰山町教育委員会『途中ケ丘遺跡一第4次調査概要―』 (昭和50年)
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Ⅵ 出土遺物の自然科学的観察

遺跡は、朝酌川流域に広がる沖積平野下の低湿地遺跡という、これまで県下にあまり例

をみなかった条件下の発掘調査であった。

各種遺物の保存状況良好な低湿地遺跡ということで、出土遺物の量とバラエティなど県

下では比類なきほどであり、新たなデーターとして書き残 されたものは数多い。それに加

えて、今回は考古学以外の諸分野の方々の御協力で、これまで得 られなかった知見を得る

ことができた。この結果は、緊忽調査に伴 う記録保存の調査について、その方法の検討を

充分に促したといえる。単なる考古学的発掘による遺構の検出、出土遺物の記録で「事足

れ り」ではなく、遺物等の採集方法、整理方法の次第によっては、肉眼では得 られない記

録を手にすることができ、関連諸学の人の限か らは遺物の解釈に新たなヒン トを得るよう

なデーターが提供されることが実証されたからである。このことは、破壊に直面 し二度と

再び日の日を見ることのない遺跡から、一面的な記録を得るということではなく、現在に

おいて、最大限の多面的な方法による記録の採取をするということである。

今回の発掘調査では、資料の収集について完全であったとはいえないが、調査時におい

て、各グリッド出土の考占遺物、自然遺物をすべて記録後採集し、そのなかで、自然遺物

については調査終了後、それぞれの専門の先生方に一括お送 りし同定をお願いした。

獣'R'に 関しては、早稲田大学の金子浩昌先生に依頼し、そのなかで骨角器については同

大学の考古学研究室の牛沢百合子氏から綿密な研究成果をいただくことができた。

植物種子の同定については、遺跡から持ち帰った土壌サンプルか ら5朋日のムるいを用

いての水洗別法によって、ムるい中に残存したもの、および水面に浮上したものを平野が

採取し、大阪市立大学の粉川昭平先生に送付した。

花粉分析は、島根大学の大西郁夫先生に直接現場においでいただき、先生自らの手によ

って土壌のサンプリングがおこなわれ、分析結果が導き出された。

先に記したように、このような自然科学的観察、記録が一遺跡出上の遺物について実施

されたのは島根県下で初めてのことであり、まだほかに実施しなければならなかった方法

があったか も知れない。また、次に考えられなくてはならないのは、このような自然科学

的方法からの記録と考古学的記録を総合的に解釈し、破壊される遺跡の性格なり位置づけ

を明確にすることである。これがなされてはじめて、総合的な記録保存 ということがいえ

る。以下に記述 されるのは、このたびの調査によって採取し得た資料の、自然科学的観察

結果である。

なお、資料の採取にあたっては自然科学についての専門的な知識を持ち合わせない私ど

も凱場の調査員が行なったため、その結果に多少なりとも問題点があるとすれば、その黄

は全て調査員にあることを明記しておく。
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1出 土 種 子 類 の 観 察

粉  川  昭  平
*

タテチョウ遺跡は宍道湖の東北部、大橋川の支流、朝酌川流域に広がる遺跡で、縄文、

弥生、奈良時代などの遺物を中心に、江戸時代までの遺物を出土する複合遺跡とのことで

ある。多数の果実や種子類は、朝酌川の右岸に設定された第 2調査区、第 3調査区、第 4

調査区中の遺物包含層である砂礫層中に主として含まれていた。果実等はこの砂礫層より

5 TZrlJ目 のムるいによって、水洗い法によって、水面に浮上したものも含めて採集されたた

め、各時代のものが混合している可能性がある。採集された標本は極めて保存がよく、調

べた結果は次のようであった。

第Ⅱ調査区

クロマツ(R″クd′ん
"力

院ra/''PARL.)一 球果 2個

イヌガヤ∞ψ力αJ9''α夕s″ψTtt S.et Z。 )一種子 1個

オニグルミ(」TZgrrr″ssヵ肋どれαtt MAX,)一核 6個。一部は破片。1個は長いオサグルミ

状のもの。

トチノキ(4ιsε″″ク∫ι″♭ι″αι,BLUME)一 果実・種子・幼種子など多数。

ムクロジ(Sφ協勿d"2々″rοds,GAERTN)―一種子 1イ固。

セ ン ダ ン 御ん 力α Azガ″ αれ L,var.Jα″ 加働 MAKINO)一 種 子 1個。

モモ(Pr2ヵ2S´″乾α BATSCH.)一核 9個。 うち l lElは 縫線の反対側をけっ歯類によって

かしられ孔をあけられている。

第Ⅱ調査区 Dll

マツ属(2カパ SP)

スギ(説ёい切 ″tα iゆ"″
αD.Don)一球果軸 1個。

カヤ(Tο″生燿 幼亜々″αS.et Z.)一 種子 3 1El。 長さ・巾が1.5× 1.2翻のずんぐり形。

イスガヤー種子 2佃。

スダジイ(Gα jι♂″ψtt ε″ψ
'力

ια SCHOTT.υα″.諺肋ど′
''MAK.)一

堅果 2個。

ィテイガシ(Q2″じクSgゲ rvrr BLUME)一 堅果1ム佃 (頂部に綿毛が残こっている)。 殻斗10

1El。 幼果多数。

*大阪市立大挙理学部
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アカガシQ%rf2S,θ 2勉 THuNB.)一堅果破片 1個。幼堅果 1個。殻斗つき幼果■個。

殻斗 1個。

ナラガシワ(Q″物 s励協α BLUME)一堅果小破片 1個。殻斗破片 1個。幼果 4個。

オニグルミー核総数23イ固。そのうち完全なものは大小 3個。かじられているもの2個

(縫合線の両側よりと、 4ケ所に子とをあけられているものとあり)、 他は不規則

不自然な破片。

ヤマモモー核 2個。

ハンノキ(4J″磨 jα

"″

,確 s.et Z。 )一集合果の上部 1個。

イヌシデ傲 ψ,πtt ιsc脇″岱 た,MAX.)一 種子10個。

アサダ(OS牲燿 μ″″
'翻

SARG。)一堅果 5個。

カナムグラげ劫筋″F2∫ i申″たが S.et Z。 )一保存の悪い種子 3個。

ケヤキ檸筋脇И 彪″α′,MAK。 )一種子38個。

エノキ(a肪∫s,″熔為PERS。)一外側のとけ去った種子 2個。

ソバ?(Fag92/22 SP)一 普通の品種よりやや小なるもの 1個。

タデ属―(島とygοカク筋 sp.)一三角形のものと、扁平で黒色光沢のあるものと夫々1個ず

て)。

マル ミノヤマゴボウー種子 3個。

ムクロジー種子 1個。

イロハカエデ(4t19″ ή腸″22 THuNB.)一果実 4個。黒光 りする鱗状の表面をもつ種子

l IEl。

サクラ属(乃物が sp.)一核 3個。

センダンー核42個。 5稜のもの、 6稜のものあり。夫々の長 さはほばo.6切、1.3翻 。形

も肩の張っているもの、丸いものなど種々様々である。

ウツギ属―(D雄,,sp.)一果実%
アカメガシヮー (νπ肋2∫ ;尊ヵ,♂″s MuELL.一 ARG)一種子 2個。

サンショウ('物ガ肪″ダ″筋ク″ 万彦″勿 DC.)一果実 6個。

ヒシ属(T″Q″ SP)一太く短いとげ2個。

ノブドウ(4々″ぃ う胞υ抄励 π
"Jtrtt TRAUTv.)一種子26イ固。

ブドウ属(聘ιA sp.)一種子 3 1LHB。

トナノキー果皮、種皮破片、幼果など多数。

ヤブッパキ(Cα″ガど
'α

i蝉 力αL.)一種子 2個。大形の芽?5個。
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サカキ(C乾げι紹 力協∝ぞα DC。)一種子 1個。

タ ラ ノ キ (4解脇 滋 胞 SEEMANN)一 種 子 2個。

クマノミズキ(C9r″2S brぬ,o力 C.A.MEY.)一種子 2個。

ニワトコ(S印♭πtt s″湖れ開α BLUME)一種子 1個。

ク サ ギ (αttCれπ ″ο″ ″ 汐 滋 ο解 2η THUNB。 )一種 子 1個 。

ゴマギ(覧ιク″
"ク

陶 諺肋励 MIQ.)一種子 2個。

マクワウリの類(Cπ″解
'd夕

″″あ L.)一種子 l lEl。

エゴノキ (&/,π ″″崩ω S・etz.)一外果皮のみならず寺まで保存した果実 1個。種子

35イ回 (う ち1個は歪形、 2個は双核をなすもの)。

シソの類(Lrlb,α ιπ sp。)一種子 2個。

オナモミω砂ガ崩ク筋 ∫ι′″珈α″力初 LINN.)一果胞 3個。

ウキヤガラ?(駐
'ψ

クS'クυtiFι

'ど'sA.GRAY)一
種子 1個。

ヒル ム シ ロ属 (P9tα 鈎昭 ιιο″ ′

'Sと

,2,2∫ A.BENN.)一 種 子 1個。

イネ(0′夕盟 Mι

'υ
'L.)一炭化米 l lel。

この他、種類不明の越冬芽101el(数種あり)、 本片 1個、蛾の幼虫の糞 1個、球形の虫

痰と見えるもの 1個などがあった。またこの標本で注意されたのは、数lElの著しくしぶ土

臭のする標本があったことである。これについては後に述べる。

第Ⅲ調査区

カヤー種子 1個。

イヌガヤー種子 1個。

ィテイガシ?一堅果 1イ固。

オニグルミー多数の核。うち3個はかじられている。

モモー大形で近代的なタイプの核 1 4El。 小さく丸い首型のタイプ9個 (う ち1個が縫線

側をかじられている)。

トテノキー果実大小 2個。果皮片12個。種皮片 611d。

エゴノキー種子 2個。

サルノコシカケの類 ?一本材片についているもの 1個。

第Ш調査区 D13

カシの類(Qク″傲S Sp。 )一果皮片 1個。

カ ジ ノキ (Br9熔S"?ι

'α

クの

"解

L'HERIT)一 種 子 1個。

ヤ マ グ ワ 0ん rク∫あ 解り

'S KoIDZ。
)一種 子 1個。
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ム ク ノ キ の 脆 ι 廃 ″ α PLANCH。 )一種 子 1個 。

タデ属-2種。 2個。

トチノキー種皮破片 2個。

サカキー種皮破片 2 1El。

ヒサカキ(D4"″知″Ttr THuNB,)一種子 1個。

アカメガシヮー種子 1個。

キイナゴ属(R2うか sp。)_種子 2個。

タ ラ ノ キ (4紹 肋 艤 a SEEMANN)一 種 子 4個 。

ニワ トコー種子 5個。

エゴノキー種子 2個。

ナスビ属(訪協″2解 sp.)一種子 1個。

ホタル■属 ?(&'ψが sp.)一果皮 l lEl。

ウキヤガラー 1個。

トリゲモ属げ協力s筋協ο′ALL.)-2 1El。 おヽ形で 2× 0。 8筋。

ヒルムシロ属σ
'α

鈎昭9カ打sp。 )一種子 1個。

カワツルモ(R妙タカ 知d″′rrTtt KocH。 )一種子18個。

最後のカワツルモは注目に値する。この他輸翅目 (甲虫)に属するとみられる昆虫の脚

の破片 1個。不明の種子数個がある。

第Ⅲ調査区 E10(木片集積層附近)

カヤー種子 1個。

イヌガヤー種子 1個。

イチイガシー堅果 2相。幼果 8個。

オニグル ミー核 5個。先端及び底部がこわれているものが多い。 1個は先端も含め4ケ

所をかじられ、孔をあけられている。

ヤマモモー 3個の核。多汁質の毛の着点が明瞭に残っている。

カナムグラー種子 3個。

サクラ属―赤褐色で新鮮にみえる核 1個。

カラスザンショウ(晩α紹 ″力″れ,滋s ENGL.)一 種子 1個。

サンショウー果皮つき1個。

センダンー核 4個。

ゴンズイ(励屈ゅ崩s力″崩似 PAX.)一種子 l lEl。
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トチノキーやや若い果片 5個。幼果 2個。

アカメガシワー種子 7個。

ノブ ドウー種子 6個。

ブ ドウ属一種子 2個。

クマノミズキー種子 5個。

キカラスウリ属 (T″
'θ

あ盟″ιん盗 sp.)一種子 1個。

ヒョウタンの類∽ 解″力 Sp。)一種子 1個。

エゴノキー種子10個。

クサギー種子 1個。

イネー炭化米 3個。

この他不明の越冬芽 1個。

第皿調査区 E■ (木片集積層)

イヌガヤー種子の半分 1個。

オニグル ミー半分にわれ先端がとび、不規則にわれている核 4個。 うち 1個は焼けこげ

ている。

イチイガシー堅果 7個。殻斗はない。幼果 1個。幼果は殆んど常に殻斗をもつ。

センダンー核 1個。

ムクロジー果実の基部の破片 1個。これは不実のものの痕 2つが明瞭である。種子 l lel。

トチノキー果皮。%の大なるもの 5 1El。 幼果 3 1El。 種皮破片 5 1Bl。 種子 1個。幼種子 2

1固。

ャブッバキ?一芽 11固。

また、この標本中には、小木片 2相、獣骨片 1個が混入していた。

第皿調査区 F ll

イヌガヤー種子 6個。

モ ミ(4う |¢S力″″αS.ιι.Z.)一葉の先端部 1片。

カナムグラー種子 1個。

オニグル ミー破片 も含め核15梱。縫線の上より、あるいは両側からかじられているもの

2個。焼かれているものが 1個ある。また、先端のとんでいるものが 1個ある。

ヤマモモー核 7個。

アカガシ?一堅果 1個。本炭化子葉 1個半。殻斗 1個。
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イチイガシ?―堅果 1個。堅果破片 1個。幼果多数。不完全な殻斗の破片 9個。

イヌンデー種子 4個。うち2個はやや疑間あり。

ケヤキー種子 8個。

イヌビユ?僻
"α

TtZガカ″d力υ,′が LINN.)一種子 11固。

ミブソパ?Υ里燿勁ク勿 れクヵ膨rg,s.eti z.)一種子 2個。

タデ属-4個。小形で3稜あり。

クス科?(Lrr2確佗2)一幼果 1個。杯状の寺が目立つ。

オ ニ バ ス (E″rDJα カ カ 飽 ″ SALISB.)一 種 子 1イ固。

フジ属 ?(7i貯力 Ntt sp.)一 越冬芽 1個。

サクラ属一核 6個。

スモモ(力22ク∫磁力
'″

α LINDL.)一 小形。長 さ。巾・厚 さは夫々、1,35× 0.85× 0.60婉

カタバ ミ(0解胎 ω″″づθ施 勉 LINN.)一種子 1イ固。

センダンー核 3個。

アカメガシヮニ種子 6個。

ムクロジー種子 2個。

イロハカエデー果皮 6桐。

トチノキー果皮片12個。幼果13個。種皮片 8個。幼種子 3個。

ノブ ドウー種子16イ固。

ブ ドウ属一種皮破片 4個。

マタタビ(4♂″力ぢβ力 ″b解物,MIQ.)一種子 1個。

サカキ(αυ♂翅 ″腸 ,rια DC.)一種子 1個。

ヤブツバキー果実 1個。

マクワウリの類一小形の種子 1個。

エゴノキー種子25個。一方が平面の双核のもの 2個あり。

ガ マ ズ ミ(Иttηク″ 励 協筋 ク陶 THuNB.)一 種 子 3個 。

ゴマギ(7i♭″″孵″勿 s″肋″″,MIQ.)_種子 2個。

シソの類一種子 2個。

ニワ トコー種子 1個。

クサギー種子 1個。

イネー炭化米 4個。

ホタル■属-4個。
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カワツルモー種子 9個。 1個は果柄 も保存している。

この他、不明の芽 3個。小木片・小木炭片夫々 1個。球状の虫壊 ?3個。不明の種子 9

個。甲虫の脚 1片があった。

第Ⅲ調査区 F12-4

カヤー孔ある種皮片 1個。内側にしぶ皮 も保存 している。

ヤ マ グ ワ 0ん 触 S肋 加 妙

'S KoIDZ.)一
種 子 1個 。

カシ属一謄点の部分のみ 1個。

タデ属一大形扁平のもの 1個。

サカキー種子 1個。

タラノキー種子 1個。長さ約1.9脇。

ホタル■属-1個。

トリゲモ属-5個 。

カワツルモー種子 8個。

この他、樹皮とみえるもの 1個。不明の断片 4柄がある。

第Ⅳ調査区 G14

イヌガヤー種子 2個。

ムクノキー種子 1個。

ィチイガシ?一幼果 1個。

タデ属-1個。

モモー完全な核 1個。

サクラ属―核 1個。

アカメガシワー種子 1個。

ャブッバキ?一果皮破片 1個。

クマノミズキー種子 1個。

エゴノキー種子 1個。

ホタル■属一種子 3個。

カワツルモー種子 l lEl。

この他、木材小片 l lEl。

以上の他、土壌サンプルと記した試料が12瓶ある。これは、大阪市立大学の山尾正之君

の調査によると次のようである。

トチノキー果皮片39個。幼果及び幼種子11個。
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ロ
　

　

ワ

ヤブツバキー種子 2個。

以上の結果を分類群に表示すると次のように約70種 となる (ア ンダーラインの種は多産

したもの)。

裸子植物―クロマツ・ マツ属・モ ミ・ イヌガヤ・ カヤ・ スギ

被子植物、双子葉類、離弁花類―スダジイ・ イテイガシ・アカガシ?・ ナラガシワ?・

オニグル ミ・ヤマモモ・ハンノキ・ イヌシデ・アサダ・ カデノキ・ヤマグワ・ カナムグラ・

ケヤキ・エノキ・ ムクノキ・イヌビユ ?・ ソバ ?・ タデ属 (2種以上)・ ミゾソバ 。マル

ミノヤマゴボウ・ オニバス・ クス科 ?・ フジ属 ?・ ウツギ属 。キイテゴ属 。モモ・ スモモ

・サクラ属・センダン・サンショウ 。カラスザンショウ・ アカメガシワ・ 力身バ ミ・ ムク

ジ・ トチノキ・ イロハカエデ・ ゴンズイ・ ノブ ドウ。ブ ドゥ属 。キカラスウリ属 。マク

ウリ類・ ヒョウタン類・ ヤブツパキ・サヵキ・ ヒサカキ 。マタタビ・ ヒシ属・タラノキ

・ クマノミズキ

被子植物、双子葉類、合弁花類ニエゴノキ 。クサギ・ ナスビ属・ シソ類・ ニワトコ・ ゴ

マギ・ ガマズミ。オナモ ミ

被子植物、単子葉類― トリゲモ属 ?・ ヒルムシロ属・ カワツルモ・ ホタルキ属・ ウキヤ

ガラ?・ イネ

以上のうち、良好な食料となるものは、カヤ・スダジイ・ イテイガシ・ オニグル ミ・ヤ

マモモ・ カヂノキ・ヤマグワ・ ムクノキ・ ソバ ?・ オニバス・キイチゴ属 。モモ・ スモモ

・ トチノキ・マクワウリ類・ ヒョウタン類・ ヒシ属・ ガマズ ミ・ イネ。この うち、栽培種

は、ソバ ?・ モモ・ マクワウリ類・ヒョウタン類・イネなどである。オニグル ミの核には

人間によってたたき割 られたらしい形跡を示す ものが多い。不自然な害1れ方をした破片や、

上下両端のつぶれた もの、焼けこげたものなどもみられる。文献にみられるモモの仁 (値

物形態学上は種子)の利用は、今まで筆者の調査した例では、証明できなかった。同じく

サンショウの利用 も証明できなかった。

植物の分布上興味あるのは、イチイガシで、現在では日本海側には自然分布がみられな

いとされている。オニバス、ヒシ属、ヒルムシロ属、 トリゲモなどは淡水の池沼に生ずる

水草であるが、カワツルモは、河口や海岸に近い汽水性の池沼に沈水する水車であるので、

海の影響のあったことを示している。これは、第Ⅱ調査区D llの試料の若干にみられた、

しぶ土臭 (海成粘土層などが硫酸臭を発すること)の存在 とも符合する事実であり、かつ

て海が近 くまで来ていたことを物語っている。それは中海から宍道湖へと東西に海でつな

げた縄文海侵によるものか もしれない。地形からみて もこの事はうなづける。
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夫 *
郁西

析

大

分の粉花2

1 は じ め に

タテチョウ遺跡の1977～78年の調査における第Ⅱ調査区および第Ⅲ調査区から採取した

37試料について、花粉分析移行なった。その結果を報告し、若千の考察を加える。

2試 料

イ)第Ш調査区 (地点番号 I)

ピットの北竪から14試料を採取した。ここでは、朝酌川の旧川谷のあとと考 え られ る

｀
けずり込み、が数層準に認められる (第79図 )。 このけずり込みによって、 上位からA

～E層が区別される。

2m  國 榛 医目江■ヽ図 中フヽ 国 紐 圏 槻 泥[コ 泥  物 税

調 査 区 北 壁 の ス ケ ッ チ

嗽
　
一　
８　　・Ｃ

第79図 第 Ⅲ

A層

B層

C層

D層

E層

現在の水田の耕土を合む泥層で、上部には多 くのクラックが入 り、褐鉄鉱で汚染

されている。最下部には厚さ約10"の黒灰色泥層が認められる。

北堅の右端部でみられる。主に砂質泥層 (試料番号 I-1,以 下 I-1と 略する)

で、下部は粗砂および泥層 (I-2)と なる。

B層 にけず り込まれた粗砂～砂質泥の互層 (1-3～ 5)である。

礫～泥の互層で、側方変化が著しい (I-6～ 13)。

主に砂礫からな り、泥炭層 (1-14)を はさむ。

上記の各層は第79図 にみられるように、けず り込みや側方変化がはげしく、 1本の柱状

*島根大学理学部
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図に示すのは困難であるが、試料採取位置付近の各層の最大層厚を順に並べて表10の 柱状

図とした。

口)第 Ⅱ調査区 (地点番号Ⅱ)

ピットの西璧と底を掘 り下げた試掘濤から23試料を採取した。

地層はほば水平に重なっている。海水準から+1孵強の地表 (水田)面から厚 さ約50勁

の泥層 (Ⅱ -1、 2)お よび約10勤 の黒灰色泥層 (I-3)が みられる。これらは第皿調

査区のA層 に対応する。

その下位の泥層 (厚 さ約75傷)には、不規則な形の砂のレンズが入 り、単子葉植物の茎

が直立して含まれている (■ -4～ 10)。 堆積物の特徴からみて、 この泥層は第Ш調査区

のB層に対応する。さらに下位には砂礫層+(厚 さ約75効)がみられる。 この砂礫層には、

泥炭層や泥層がはさまれ、 第Ⅲ調査区のE層 に連続するものと考えられる (■ ―■～16)。

その下位には、暗灰色泥～砂質泥層がつづき、海水準下140～ 160勁 にはヤマ トシジミの

貝殻の密集帯がみとめられる。この泥～砂質泥層をF層 と呼ぶ (■ -17～ 23)

3 花粉分析結果

上記の各試料考 Znc12-ア セ トリシス法 (中村、1967)で 処理し、 グリセリンゼ リー

で封入後、カバーグラスの四周をマニキュアでシールした。 検鏡は主に400倍 で行ない、

木本種花粉の総計が200イ固をこえるように数えた。 結果は、木本種については木本種花粉

総計に対する百分比で、草本種については全花粉総計 (不明種を合む)に対する百分比で

表わした。また、木本種、不明花粉、車本種および胞子の比率も求めた。結果は表 9お よ

び表10に示した。

イ)花粉組成の特徴

今回のダイヤグラムからは次の 4時代が識別できる。

イヌマキ**一モミ**時代 :F層の大部分 (■ -19～23)では、カシ***、 ナラ***、 モミ、

イヌマキ、クマシデ属、ケヤキ・ エレ属、ムクノキ・エノキ属が多く、車本花粉

は少ない。

スギーシイ***時代 :F層最上部とE層 (Ⅱ -11～ 18、 I-14)では、 スギ、シイ、ケ

ヤキ・ニレ属が増加する。イネ科花粉 も前の時代にくらべてやや増加する。

* タテチョウ遺跡の遺物は、主にこの砂礫層から出土する
** 正しくはマキ属、そミ属であるが現在の分布からみて、イスマキ、モミと考えられる。
***正 しくは、カシ類、ナラ類、シイ類、を使用すべきであるが、ここでは総称として、カシ、ナラ、

シイを使用する。
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表9 第Ⅲ調査区北壁の花粉ダイヤグラム

シイーイネ科時代 :D層およびC層 (I-3～ 13)では、前の時代にくらべ、イスマキ、モ

ミ、スギが急減し、イネ科が急増する。カシ、ナラ、シイおよびイネ科で代表される。

マツ*―イネ科時代 :B層 およびA層 (Ⅱ -1～ 10、 I-1、 2)ではマツが急増する。

* 正しくは二葉マツ類を使用すべきであるが、ここでは総称としてマツを使用する。
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表10 第Ц調査区西壁の花粉ダイヤグラム

この時代は、マツ、イネ科、ナラ、カシで特徴づけられる。またこの時代の後半

では、キク科花粉 (ヨ モギ属を主体とする)が急増する。

口)イ ネ科花粉の粒径分布

稲作の起源との関係でイネ (Ottzα )を識別することは重要である。しかし、イネ科花

粉は、構造が単純なため、属、種の同定は一般に困難であり、イネ花粉を粒径のみで、他

から区別することはほとんど不可能である (中村、1974)。 筆者は、 宍道湖底ボーリング

コア (SBI)の 花粉分析において、イネ科花粉の粒径分布 を調べ、 沖積層 (中海層)

下Tす―世 | | '
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タテ チ ョウ瑣 跡

サ孝
HⅢ a/
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＼
表■ 主要花粉の消長とイネ科花粉の粒径分布およびSB-1と の対応

最上部の、 イネを含むと考えられる試料 では、45～ 50μ に 1つの極大を もつことを示

した (大西、 1977)。 今回 の試料に ついても、 いくらか の 層準で イネ科 花粉 の粒 径

(=7長径×短径)を測定した。結果は表■に示 した。

マツーイネ科時代とシイーイネ科 時代の試料では 45μ 前後の明瞭な極大が認められ、

イネの存在を指示するものと考えられる。また、イヌマキーモミ時代の試料の大半では、

50μ をこえる花粉はなく、ここではイネが含まれないものと考えられる。しかし、スギー

シイ時代とイスマキーモミ時代の最新の試料では、明瞭極大が認められないこともあるが、

45μ 以上の花粉 も多 く、イネの花粉が存在する可能性が強い。

4考 察

イスマキーモ ミ時代においては、カシ、ナラ、イヌマキ、モミのほかに、クマシデ属、

ケヤキ・ニレ属、ムクノキ・エノキ属 も伴われ、宍道湖ボー リングSB-1の NⅡ b花粉

帯 (大西、1977)の 時代に対応する。SB-1に おいて、 N■ b帯 と NⅢa帯 の境は、

ほば3000年前 とされている。しかしSB-1で は、今回のスギーシイ時代に対応する層準

を欠いているので、NIb帯 とNⅢの帯の間に時間間隙が考えられる。このことから、イ

ヌマキーモミ時代とスギーシイ時代の境は約3000年前、又はそれより新 しいといえる。イ

モ

ミ

イ

ヌ

マ
キ

I[21

I~籾

士性
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ヌマキーモ ミ時代の遺跡周辺は、まだ宍道湖の一部であり、ヤマ トシジミが生育する湖底

であった。湖のまわ りには、カシを主体に、イスマキ、モ ミ、ナラを伴 う自然林 (原生林)

が湖岸までせまっていたものと考えられる。

イヌマキーモミ時代の最新の試料 (Ⅱ -19)で はイネ科花粉の粒径分布からみて、イネ

の存在の可能性がある。松江市でも、縄文碗期の稲作が推定 されている (山本ほか、1978)

ことや、E層出上の遺物に弥生前期前半の土器が多数みられ、弥生時代の初めには、すで

に上流部がかな り開けていたと考えられることなどから、F層最上部の時代を縄文晩期末

～弥生時代初頭と推定される。

スギーシイ時代後半に当るE層からは多数の遺物が出土している。地層の時代は、その

中に含まれている遺物のうち最 も新しいものの時代よりも新 しくなるから、E層の堆積時

期は古墳時代以後である。また奈良時代の遺物はE層 よりも上位にかざられることから、

E層 は古墳時代後半に堆積したものと推定される。

スギーシイ時代 (は ば弥生～古墳時代)には、上流地域では水田が開かれ稲作が行われ

ていたと思われる。しかし、イスマキ、モミなどもまだ多く、背後の山林には大手の入る

ことも少 く、自然状態を残 していたと考えられる。

シイーイネ科時代にはイネを主体とすると考えられるイネ科花粉が急増する。このこと

は、上流部の開発がさらに進んだことを示す ものであろう。また、イスマキ、モ ミなどが

急減することから山林には、かな り人手が入 り、丘陵地はクヌギー コナラ林などの二次林

に替ったものと推定される。

マツーイネ科時代に入るとマツが急増するこの時代の山林は、自然植生がほとんど失わ

れ、アカマツ林やクヌギー コナラ林などの二次林になったものと考えられる。チII津周辺の

開田は江戸時代に行なわれたといわれている。A層が、水田下にはば一様に分布すること

から、A層の堆積は開田以後現在までに行なわれたと思われる。マツーイネ科時代の始ま

りはそれ以前であるが、その時代を決める資料はない。
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3脊 椎 動 物 遺 体

金 子 浩 昌*

1は じ め に

本遣跡において出土した脊椎動物遺体は、第13表に示すように、魚類 1種と哺乳類 4種、

ヒトを含めて 6種類の ものが含まれていた。これ らの標本の うちイノシシ、シカは最 も量

が多かったので、別に表に示し、その他の標本については出土地点など本文中に記した。

記述にあたって最 も興味が もたれたのは、やは りその所属する時期についてであったが、

残念ながら本遺跡が低地性泥炭遺跡であることか らこれを明らかにすることができなかっ

た。最 も多量に伴出した弥生時代土器をもって、やはりこれらの骨の多くもこの時期に属

するものと考えることもある程度できるのであろうが、それ も推測の域を出ないことはも

ちろんである。ここでは従って、時期的な問題、層位的な変化についてはムれずに、標本

の記述にのみ止めたのもそのためである。

2 脊椎動物遺体種名表

脊椎動物 Vertebrata

a 硬骨魚網 OSteichhyes

スズキ Lα勉死力阿防 ′η″崩が

b 哺乳網 Mammalia

マイルカ科の一種 Delphinidae gen.et spo indet.

ウマ   駒 2クSCあaどr2d

イノシシ S略 妙

シヵ   G″ υお 力ψ夕刀

以下にその概要をのべる。

a 魚類

スズキ (第 Ⅱ調査区 D13 配56)

左主鰍蓋骨 1

スズキの骨とされたのはこの主饂蓋骨H佳一個である。極めて保存良好の骨でありながら

下端に大 きな欠損がある。発掘時の破損であるらしい。最大長 (関節寓～後 端 突 起 間)

72,0傷″。

b 哺乳類

*早稲田大学考古学研究室
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マイルカ科の一種 (第 Ⅱ調査区 E13-4 配48 砂礫層)

胸椎骨

一個の骨を採集しているのみである。椎体と椎弓の一部を残す破損品である。

ウ マ

右上顎国歯 (第 ■調査区 E13-2 血21)

左榜骨 (第 Ⅱ調査区 E ll  砂牒層最下 )

ウマの遺体は上記の 2点が出土している。いずれ も破損 もしくは不完全な標本であるた

めに計測値をもとに遺体の特徴を記し得ないのが残念である。ウマは古墳時代以降は問題

ないとして、それ以前の時代の存在については確かな資料が少ない。今回のウマの出土は、

そうしたなかにあって注目されるのであるが、ここでもなおその所属する時代が明らかに

できないことは既述の通 りである。

なお、桃骨の推定最大長 (違位端がはずれている)315.OlllllJ、 近位巾73.5触 で、 現存す

る日本の中型在来馬とはば同じ位の大きさの個体であったらしい。

イノンシとニホンジカ

本遺跡出上の獣骨の大部分は、イノシシとニホンジカであった。それらの骨角は第 1～

第Ⅳ調査区のすべてにわたって出土したが、量的には第皿調査区が最 も多く、第 I、 第Ⅱ

の各調査区がこれに次 ぐ量であったようである。

出土した骨の総量は別表に記した通 りであるが、両種を比較してシカの方が目立ち、特

に第 1調査区でそうした傾向がみられた。

本遺跡でのイノシシとシカにみる保存の状況は比較的良好で、頭蓋などにその切断状況

をよく示す標本などもみられた。ただ、出土する骨はその部位によってかなり片寄 るよう

に思われ、上腕、榜、大腿、睡骨などの主要四肢骨に比べて、顎骨、椎骨などが極めて少

なかった。貝塚などでもこうした骨の部位による片寄 りがないわけではないが、ここでは

そうした傾向がさらに強 く、これは骨にしばしばみられた水磨の痕跡と無関係ではないと

思 うのである。いわゆる小骨片の類 も少ない。多くの骨が流されているのであろうか。

頭蓋骨

イノシシでは頭蓋を縦に割ったものが 2点出土している。第皿調査区 E llの 出土品はそ

の好例で、前頭から頭頂の部分を正中線に沿って (後頭都をはずしているが)割っている。

脳髄の摘出のためであるが最 も効果的な方法であったと思われる。

シカでは、第Ⅱ調査区 F ll-3の 出土例がある。これは後頭部と頭蓋底部を残 している

もので、これは頭蓋を横に切断し、頭頂部を切 り取っている。雄のものであり、角を角坐
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骨から切断する際、頭頂部 もいっしょにはずれたのであろう。同様な頭蓋片を他の貝塚な

どで見ることができる。

下顎骨

四肢骨の出土数に比べて極めて少なかったが、イノシシでは上下顎骨 7点と歯が 1点あ

り、そのうち4点がM2、 M3の未崩出、 1個のM3は萌出不完全のものであった。

シカの下顎骨は僅かに 1点があったのみである (歯牙はすべて脱落していた)。

四肢骨その他

既述したように残存していた骨の部位は限られていた。例えば、上腕骨の速位端部は骨

が割 られた (骨髄食のために)場合でも原形がよく残されていた。おそらく、それは骨自

身骨質が頑丈で重みがあり、埋没し易かったからではなかろうか。睡骨や大腿骨について

も同様のことがいえると思われる。

なお、出土したイノシシとシカの主要骨総数は、シカの と腕骨右11(中～遠位端部を含

めて)、 左 6、 機骨右 4、 左 1(近位端部)、 大腿骨 4(中～導位端部)、 軽骨右 1、 左 2

(遠位端部)、 腫骨右 3、 左 1、 距骨右 2、 左 3で あった。

イノシシは、肩甲骨右 2、 左 2、 上腕骨右 2、 左 2(速位端部)、 大腿骨右 3、 左 1(

遠位端部)、 睡骨右 2、 左 3(不明 1)(遠 位端部)。

下顎骨および遊離歯牙で右 3、 左 4個のlEl体があるが、それぞれの歯牙碗出と咬耗の状

況をみるとすべて異個体のものと思われる。

ヒト

本遺琳からは、別に記したような数多くの獣骨にまじって人骨が出土している。それは

下記のような骨である。

左上腕骨片 (第 I調査区 Dユー 3 配187)

大腿骨片 (出 土地点不明 血7)

寛骨片 (第Ⅲ調査区 D14 砂礫層)

右睡骨片 (第 I調査区 D12-2)

これらの骨はすべて成人のものではあったが、破損の著しいもので、全体のウるあるいは

ウ4の部分しか残 さないものであった。ただ、上腕骨や大腿骨にみる骨の破損部は明らかに

新しい割れ口を示してお り、埋存時にはほば完全な形であったのかもしれない。しかし、

これらの骨の残存部分には水磨による磨滅、あるいは自然の破壊と考えられる部分 もあ り、

この位置に埋葬遺体があったとは考え難いようである。この点については遺鱗全体の上か

らさらに考えてみなければならないことであろう。            ｀

-196-



3ま と め

以上がタテチョウ遺跡出土の骨のすべてである。

まず、魚骨については全 く樫かな骨しか検出されていない。この遣跡の面していた現在

の宍道湖は広い入江 となっていたであろうから魚類は豊富であったと思 うのである。この

地域に知 られる縄文時代の貝塚からはクロダイ、スズキの骨が多 く、漁併はさかんに行な

われていたものと思われる。タテチョウ遺跡 と関連ある人々の生活においても同様であっ

たろう。従って、本遺跡で乏しい魚骨の出土は、何か埋没時の特殊な条件を考えなくては

ならないのではないかと思われる。

獣骨では、イノシシ、シカの多かったことを述べた。本遺跡におけるこうした骨の出土

が、この地域の縄文から弥生時代に至る遺跡での出土例のなかでどのような特徴をもつか

に興味が引かれるのである。この場合 も、筆者がこれまでにみた貝啄、洞穴例では比較し

得る程の資料が報告されていないようである。しかし、この点に関しては最近の調査によ

って得 られた資料が現地に保管 されてお り、筆者 も1950年代に山本清先生、大谷従二氏の

御厚意でその一部を調査 したことがある。それらと、その他の新旧の資料をまとめること

によって、この地域での遺跡の動物相を明らかにすることができると考えている。

タテチョウ遺跡の資料についても、こうした資料 との比較の上で改めて考えたいと思って

いる。
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表12出 土 獣 骨 の グ リ ッ ド別 出 土 量 表

prO:近位端,S:骨幹,diS:遠位端,ep:骨端部をそれぞれもつ標本 (完存品はそれを記す)
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総

以上、昭禾H52年度朝酌川の河川改修工事に伴い実施した松江市西川津町所在のタテチョ

ウ遺跡の発掘調査について、その概要を記してきた。冒頭にも述べたように本遺跡は、県

下では経験したことのない稀にみる大規模な低湿地性遺跡で、縄文時代から奈良・ 平安時

代にわたる各時代の各種厖大な量の遺物が出土し、かつ十分な調査体制がとれない上、湧

水と調査が劣悪な冬季にかかったこともあって、あらゆる面で難渋をきわめる調査であっ

た。そして厖大な量の各種遺物について十分な整1堅・検討ができぬまま、いそざ一連の整

理作業を終え、印刷に付さなければならなかったこともあって、内容的に不備な点の目立

つものとなってしまった。特に出土遺物については質量にみあう十分な整理と考古学的な

観察を行わなければならぬところであるが、上述の諸事情からそれもあたわず、記述法な

ども統一性を欠 きがちで万般にわたって不備な点の多いことを、重ねておことわ りした上

以下にこのたびの調査で得 られた成果について要約的にとりまとめを行ない、結びにかえ

たい。

まず、昭下Π49年 と50年に行われた松江市教育委員会による試掘調査の結果などによると、

本遺跡は、朝脚ナキ|が大備川沿いの河口沖積地へ流れ出るあたりの水田-1干 、現河川敷 と両

岸周辺を中心に少なくとも遺物を包合する範囲は束西南北 500″夕の広域にわたるものと推

定 される。 そしてこのたびの 調査結果から卸 られるように現水田面下約 1.0～1.8筋 の砂

礫層中に各時代の各種遺物が混在した状態で含まれ、その様 7111は 、遺跡の東北近傍山麓に

あたる橋本部落などに相当規模の歴代遺跡群があり、それが朝酌川の氾濫等によりたびた

び流失し、その中で各種の遺品がこのあた リー帯に集積し、堆積をくりかたしていったこ

とを思わしめる。この場合、特に遺物の密度が高かった第 1、 第 Iぼ 調査区あたりは、第1肛

調査区の南半部に広がっていたイスカヤを主体とする値物遺体のよどんだ堆横状態などに

よって示されるように周囲より低い河川沿いの凹地で、沼状地形をなしていたところであ

ったことを推定 させる。検出された各種厖大な量の遺物が近傍より流失 し、堆僕したもの

であることは大半が小さな破片の状態で出土し、かつ破面等に摩滅痕のみられるものが日

立つこと、また 200%も 離れた第 I調査区と第皿調査区出土の弥生式土器片が接合し同一

個体であったことなどからもうかがえる。このあた りが沼状地形であったことは、値物遺

体の中に淡水の池沼に生ずる水草や、河口や海岸に近い汽水性の池沼に沈水する水車など

がみらイ化ること力>ら もうかがえる。

ただし、第Ⅲ調査区の西側で検出されたしがらみ状の抗列は、遺物包含屑の最上層にあ

Ⅶ
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たる層から打ち込まれており、遺構付近には奈良・平安時代の須恵器、土師器がややまと

まって出土 し、かつそれらには完形を保つ ものが多かった。長い間の沼状地形があったと

ころが堆積作用により次第に安定 し、奈良時代からは、第Ⅱ調査の東側で検出された朝酌

川の十日河道沿いの地として何らかの形で人間の営みの場となっていたことを物語るものの

ようである。

次に出土遺物については、第 I、 第Ⅲ調査区を中心にそれこそ足の踏み場 もないほどの

状態で縄文時代から奈良、平安時代にわたる各時代の各種遺物が検出され、くりかたし込

べてきたところであるが、殊に弥生時代の遺物には陶損などをはじめ全国的にも稀な注目

すべ き遺品が含まれ、また土器類 も前期から中期の新資料が相当量得 られたことは特記す

べ き成果の一つにあげられる。

ただし、既述したとお りこれらの遺物は各時代のものが混在した状態で集積し、堆積土

層との層位的な関係は無秩序のものが大半であった。だが、それにしてもこのたび得 られ

た出土遺物は、県下はもとより山陰でも他に比肩するものがない質量をほこり、それぞれ

に多大な資料的価値を有するものである。

以下、それらの諸点について縄文式土器から順久、要約的に成果の主なものを摘記して

みたい。

まず縄文式上器は全部で 370点出土しているが、調査区別では第Ⅱ調査区が最 も多く、

第 I区・Ⅲ区となっている。時期的には1晩期のものが最 も多く、全体の66%を 占めている。

ついで後朗、前期、早期の順で出土しているが、中期に該当するものは見当らない。

これらに関する成果 として、早期では従来菱恨式と称されていた繊維土器とはやや趣を

異にする繊維土称|が確認され、またこの種の上器には刻日凸帯の伴 うことが明らかになっ

たことがあげられる。前期では、高t期前半に位置付けられる、押し引き文・刺突文がまと

まうて出上し、また後期では初頭から終末にいたる全時期の土器がほぼ検出できた。晩期

では後半期の*R製土器が 3類に分類でき、これが時期的な新旧関係として把え得る可能性

のあるとともに、これらの土器には弥生式土器の影響を受けたと考えられるようなものも

あり、山陰での弥生式土器の出現をめぐる問題 と関連して今後注目すべ き資料 となるもの

といえる。

弥生式土器はこのたび得 られた遺物の中′心をなす もので特に有t期 の資料が多量に出土し

たことが注目される。そして新知見として前期土器のなかに畿内地方に多い削 り出し突帯

や木 ノ葉文を持つものが認められた。従来この手法の土器は県下ではほとんどみかけられ

なかったものである。 前期をどのように 細分していくか 今後の 検討課題であるが、かな
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り早い時期から畿内方面 とかかわりがあったことが認められる。

中期の上器としては、出雲市天神遺跡出土土器群に類似した中期中葉のものと考えられ

るものがかな り多数出土し、天神遺跡の資料とともに当該時期の上器様相をかなり明確に

把握することができるようになった。

次に土師器については「 く」の字状屈折単純口縁の甕形土器で日唇都が内側に張 り出す

形態と口唇都端iに 凹線のみられる一群の土器が注目される。今のところ県内には類例が少

ないが隣県の烏取県では出土例が多 く知られ、鳥取県東部の鳥取市秋里遺跡では高郷や器

台等と一括出土し、また西部の米子市青木遺跡では青木Ⅶ式 とされる時期に同様のものが

見うけられる。この類は畿内の布留式の影響をうけたものと考えられ、古墳時代前期末よ

り中期頃に位置づけられるものである。このほか第 1調査区より出土した小型の壺は完形

品が多く祭祀性の強い土器と考えられるものである。

同様に祭祀にかかわると見られる遺物として土馬が出土している。これは水霊祭祀 と深

い関 りをもつ遺物 とされているもので、Ш区の東側、朝酌川の旧河道から出土し、意図的

に前肢の一部が欠かれていることから、『出雲国風土記』にいう水車チI'こ手向けたものと

みられる。このことは周辺から手促土器が発見されていることとも無関係ではないと見ら

れる。

須恵器では歴史時代のものにいくつかの興味深い特徴が指摘できる。すなわち手法では

切離しについて回転糸切 りと静止糸 tJJり の 2手法、底部調整については全面ヘラ削 り、周

辺ヘラ削 り、回転ナデの二つの手法がみられること、また器形の上でこれまで県内の他遺

跡ではほとんど例をみなかった鉄鉢形や椀形などの器形の合まれていることなどがそれで

ある。

このうち手法の多様性については仮に切離しや調整手法の相異が生産地の違いを意味す

るものとするが、従来匁1ら れている『 出雲国風土記』の意宇郡の条に「大井浜、陶器造也」

とある、出雲地方最大の松江市大井、大海崎町所在の朝酌郷苗窯跡群出上の須恵器に対す

る検討いかんによっては、今後大井浜以外にも須忠器の供給地を求める必要が生してこよ

う。

これに関連して、須恵器の生産地と消費地との関係についても今後検討すべ き重要な間

題となろう。

弥生式土器についで注目すべき遺物に木製品があげられる。県下では従来、低湿地性遺

跡に関する調査例が皆無に近いことから、このたび得 られた木製品は、各種のものを含み、

土器などとの伴出関係が無秩序で明確な所属時期の知れぬのが情 しまれるものの資料的に
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は山陰でも圧巻 というべきものといえる。明確 さを欠 くが、時期的な問題 として一つには

特定の時代を上限とし、以後継続 して使用されているものといま一つ他の類例から推 して

特定の時代より古 くさかのばり得る可能性の少ないものの二種がみられることから、いく

つかの本製品について大まかな時代が知れたの も一つの成果といえる。漆器類の中に布着

せ技法をもつ黒漆塗皿が認められるが、これは、一般日常的というより特別な使用目的を

そなえた遺品というべ きもので、出土須恵器の中に「解」と墨書のある野のみられること

とも関連して、歴史時代に入ってからの本遺跡及び近辺の遺跡 としての性格の一端をもの

がたるものとして、興味が もたれるところである。

なお、今後の課題 として木製品については樹種未鑑定のものの検討や類例の増加をまっ

て、明確な時期判定、具体的な用途の究明を行なう必要があろう。

つぎに骨角器では鹿角製釣針で、いわゆる「結合式」のものが検出されたが、これは山

陰では初見のものである。

ま,た 、特殊遺物としてとりあげたもののうち、中空有孔の土製品 2個 は、ともに中国古

代の陶損の遺制をひく土笛と推定 されるものとして貴重な資料である。全国的にきわめて

類例の稀少なもので、下関市稜羅木郷台地遺跡の 2例のあとを受け、京都府峰山町扇谷遺

跡の 1例 、同途中ケ丘遣跡の 1例に次 ぐ発見例 となるものである。

完形を保つ本遺跡の第 1陶颯は、吹日の大 きさと指孔の位置を除くと稜羅本郷台地遺跡

の第 1陶壊と類似するが、郷台地のものは薄い作 りとなっている。タテチョウの第 2陶墳

は、郷台地の第 1陶損に一層近い器形をそなえている。ただし、郷台地など既出の 4資料

に比べるとタテチョウの 2個 は、いずれも吹日が広 く後面の 2孔が吹口に著 しく接近して

いることなどから、土笛としては、機能的にもっとも形骸化が進んだものといえる。郷台

地の第 1陶損が弥生前期前葉に比定されることからするとタテチョウの陶娼 2個は共にそ

れ以降のものとされよう。

陶損は中国首代では確かに楽器として使われているが、わが国では農耕生活を体験 しは

じめてまもない弥生時代のきびしい生活状況を思いうかべる時、これを楽器 として吹奏を

楽しむ生活はうかべがたい。銅鐸などについて説かれているように、陶填は農耕祭祀 とそ

れに伴 う神封」な祭儀に用いられたものではなかろうか。

本遺跡では、そうした祭市じ、儀礼にかかわる遺品として他に鉄剣型の磨製石剣、石支の

鋒部とみられる大型磨製石器の刃部、それに銅鐸につるす銅舌に酷似 した、一端に小子しを

有する棒状石製品が検出されている。これらの儀器は、そうとう広い地域における集落が

共有し、共同して使用したと考えられ、タテチョウの弥生集落は、近隣の朝酌川沿いの川
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津・持田平野を基盤とする農耕集落の盟主的な役割を果し、その頂点に立って リーダーシ

ップを握 り農耕祭祀をはじめさまざまな儀式を主宰しこの地域一帯の安らかな繁栄を神々

に祈ったものと憶測される。

最後にこのたびの調査でタテチョウ遺赫は少なくとも東西南北400～500%に及ぶ県下で

は屈指の大低湿地性遺跡であることが判明した。このうち朝酌川の河川改修工事に関連す

る区域は計90∞平方メー トルであるが、このたびの工事に先立ち行なった調査面積は全体

の約19%に あたるわずか1700平方メー トルにすぎなかった。いわば九牛の一毛を検索をし

たにとどまったというのが実状である。幸い関係者の協力により河川改修工事は未調査地

区の調査が終了するまで工期を延長するなどの設計変更を行う協議が進められている。今

次調査で痛感された調査に対する取組みと体制の立ち遅れなどを十分反省したうえ今後の

調査に臨みたいと考えている次第である。

なお、出土遺物が厖大な量に達したこともあって管理が十分ゆきとどかず、不幸にして

整型中に磨製石剣と鹿角製釣針を紛失してしまったことをおわりにお詫びする次第であ

る。 (前島 己基)
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図 判





図版 1

1.遺跡遠望 (北 西か ら)

2.遺跡遠望 (南 か ら)



図版 2

:|ぜ:111

第 I調 査区発掘前の状況 (南 から)

2 第 I調査区の発掘


